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本規定マニュアル書の使い方

本書は JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）に関するすべて
を網羅した完全規定マニュアルです。第1章は JGAハンディキャップ規定（USGAハンディ
キャップシステム準拠）の目的および要項、第 2 章は重要な用語の定義を記載し、第 3章
～第 8 章ではプレーヤーとゴルフ倶楽部のハンディキャップ委員会の責任について詳細が盛
り込まれています。第10 章以降には JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップ
システム準拠）の計算式、システムの抑制と均衡、JGA/USGAコースレーティング、ゴルフコー
スのセッティング、パーの設定、ハンディキャップストロークの割り当てなどを記載。巻末の
付則には、異なるティーインググラウンドを使用する競技におけるJGA/USGAハンディキャッ
プインデックス調整方法のサンプル解説文、倶楽部向けのJGAハンディキャップ規定（USGA
ハンディキャップシステム準拠）使用契約の必要事項、ゴルフ倶楽部監査手順などが含まれ
ています。

本マニュアル書に慣れ親しんでいただくために、まず目次を通してJGAハンディキャップ規
定（USGAハンディキャップシステム準拠）全体がどのような構成になっているのかを理解し
て下さい。目次に記されている各項目タイトルと掲載ページを活用すれば、知りたい情報を
的確に得ることができます。

第 2 章の用語の定義は重要です。JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシス
テム準拠）を理解するうえで非常に大切な用語は、規定条文全体を通してゴシック体で表
示していますので、第 2章の定義を参照しながら本規定の正しい理解を深めて下さい。

JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）ついて疑問が生じた時は、
本マニュアル書を使って疑問を解消して下さい。規定の正しい理解と運用は、ゴルフをより
公平で楽しいものとするための礎となります。

本規定はUSGAハンディキャップシステムに準拠しています。USGAハンディキャップシステ
ムは全米ゴルフ協会（USGA）の知的所有物であり、これに基づいてハンディキャップインデッ
クスを計算、認定、発行できるのは、JGAおよび JGA が認めた加盟倶楽部だけです。「JGA」
および「JGA」が付記された用語を除いて、本規定に含まれるすべての内容および商標類は
USGAの所有物であり、JGAおよび JGA が認めた加盟倶楽部以外はこれらを使用するこ
とができません。

規定の正式名称と略称について

本書内では規定の正式名称と略称を併用して表記してあります。

正式名称：	 JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）
略　　称：	 JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）
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パートⅠ － JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップ
システム準拠）の目的、認証、ライセンス認可、および用語の定義

第 1章：　JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）
の目的、認証、ライセンス認可

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

1-1.　目的

JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の目的は、技量の異なるプレーヤー同
士が公正な基準で競い合えるようにすることにより、ゴルフをより楽しめるようにすることで
ある。本システムは、各プレーヤーに対して技量差に拘わらず公平なコースハンディキャッ
プを提供し、プレーヤーのスコア変動に応じて JGA/USGA ハンディキャップインデックス
を調整する。また本システムは、プレーヤーの潜在技量と関連のない悪いスコアを除外し、
シーズンまたは年をまたいだ JGA/USGA ハンディキャップインデックスの継続性を高めて
いる。JGA/USGA ハンディキャップインデックスはすべてのプレー方式に通用し、JGA が
認めたゴルフ倶楽部に所属する個人に対してのみ発行する。

JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）は 2 つの前提条件を根幹としている。
一つは、各プレーヤーはプレーする場所に拘わらず毎ホール最善のスコアを目指すという
ことであり、もう一つは、プレーヤーは採用可能なスコアをすべて提出し、スコアの検証
を受けるということである。この前提条件を順守することは、プレーヤーとハンディキャッ
プ委員会の共同責任である。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、JGA（承認されたゴルフ協会）またはゴ
ルフ倶楽部によって発行され、プレーヤーの技量を小数第 1位までの数値で表示する（例：
10.4）。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、標準難易度のコースにおけるプレーヤー
の技量をスクラッチゴルファーの技量と比較したものである。プレーヤーはスコアに JGA/
USGAコースレーティングおよびスロープレーティングを添えて提出し、スコア記録に登録
する。JGA/USGA ハンディキャップインデックスの計算には、最大 20 枚のスコアカード、
および採用可能なトーナメントスコアが用いられる。この方法は提出カード枚数に応じたベ
ストハンディキャップディファレンシャル（20 枚中ベスト10 枚が理想）に基づいているため、
プレーヤーの潜在技量を反映する。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、プレーするコースやティーに拘わらず、どこ
へでも持ち運びが可能である。プレーヤーのJGA/USGAハンディキャップインデックスは、
プレーするティーのスロープレーティングに基づいてコースハンディキャップに換算される。
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JGA/USGAコースレーティングは、スクラッチゴルファーが通常のコンディションでプレー
した場合のコース難易度を示す尺度である。スコアに影響を与える距離と障害の難易度に
基づいて評価される。スロープレーティングは、スクラッチゴルファー以外のプレーヤーにとっ
ての相対コース難易度を示す尺度である。各コースの各ティーには、スクラッチゴルファーと
ボギーゴルファー双方のレーティングが査定され、JGA/USGAコースレーティングとスロー
プレーティングを併用することにより、スクラッチゴルファー以外のプレーヤーにとってのコー
ス難易度を反映する。スクラッチゴルファーとボギーゴルファーのスコア差が大きいコースは
スロープレーティングが高くなり、プレーヤーに与えられるハンディキャップストロークは多
くなる。反対に両者のスコア差が小さい場合、スロープレーティングは低くなり、プレーヤー
に与えられるハンディキャップストロークは少なくなる。

各プレーヤーは、コースハンディキャップ換算表を利用して自身の JGA/USGA ハンディ
キャップインデックスをコースハンディキャップに換算する。コースハンディキャップ換算表
は、コースのクラブハウス内または1番ティーインググラウンド付近に設置されている。コー
スハンディキャップ換算表はティーマーク毎に設置され、男女別に使用する。プレーヤーに
は、コースの相対難易度（スロープレーティング）に基づいたハンディキャップストローク（コー
スハンディキャップ）が与えられる。

JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）のすべてを網羅した本規定マニュアル
を活用することによって、すべての競技をより楽しむことができる。

1-2.　承認、ライセンス認可

JGA（承認されたゴルフ協会）またはゴルフ倶楽部は、JGA ハンディキャップ規定（USGA
システム準拠）を使用したり、USGA 商標を使用したり、JGA/USGA ハンディキャップイ
ンデックスを発行するためには、USGAのライセンス認可を受けなければならない。JGA/
USGAコースレーティングとスロープレーティングを発行できるのは JGA（承認された
ゴルフ協会）のみである。ゴルフ倶楽部が JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム
準拠）に従わない場合、規定およびシステムの如何なる部分も使用することはできず、また
「JGA/USGA ハンディキャップインデックス」、「JGA/USGAショートコースハンディキャッ
プ」、或いはUSGA が認めたハンディキャップなどの名称を使用することはできない。（裁定
1-2/1、1-2/2 参照）

日本において、JGA（承認されたゴルフ協会）が管轄地域内にあるゴルフ倶楽部に JGA ハ
ンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の使用を認めるためには、まず JGA が USGA
からの文書による承認を受けなければならない。

USGAの商標類を使用できるのは、本マニュアルに明記された規定を順守したうえで JGA
ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の使用を認められた JGA（承認されたゴルフ
協会）またはゴルフ倶楽部のみである。
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世界では100以上の承認されたゴルフ協会と数千を超えるゴルフ倶楽部が、USGAハンディ
キャップシステムを使用し、ハンディキャップインデックスを発行している。

JGA（承認されたゴルフ協会）やゴルフ倶楽部の方針は、「ゴルフ規則」および「JGA ハンディ
キャップ規定（USGAシステム準拠）」と一致していなければならない。各ゴルフ倶楽部は
JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を保全するためにハンディキャップ委
員会を設置しなければならず、このことは必要不可欠な要件である。またゴルフ倶楽部は、
JGA（承認されたゴルフ協会）が発行した JGA/USGAコースレーティングおよびスロープ
レーティングを使用しなければならない。

下記はUSGA が保有する商標類である：「ボギーレーティング ™」、「コースハンディキャッ
プ ™」、「コースレーティングおよびスロープデータベース™」、「エクイタブルストロークコント
ロール™」、「ESC™」、「ハンディキャップディファレンシャル™」、「ハンディキャップインデッ
クス®」、「USGAハンディキャップシステム・倶楽部向けライセンシングプログラム™」、「ホー
ルバイホール・ストローク分配分析プログラム™」、「ホームコースハンディキャップ™」、「ショー
トコースハンディキャップ ™」、「USGAショートコースレーティング ™」、「スロープ®」、「スロー
プレーティング®」、「スロープシステム®」、「トレンドハンディキャップ ™」、「トレンドハンディ
キャップインデックス™」、「トレンドディファレンシャル™」、「全米ゴルフ協会 ®」、「USGA®」、
「USGAコースレーティング ™」、「USGAコースレーティング・ソフトウェアプログラム™」、
「USGAコースレーティングシステム™」、「USGAハンディキャップシステム™」。

JGA が認めたゴルフ倶楽部または JGA（承認されたゴルフ協会）以外の団体、およびゴル
フ倶楽部の会員以外の個人は、上記の商標類を使用したり、USGAのハンディキャップ計
算式を含む JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の如何なる部分をも使用す
ることができない。但し、JGA（承認されたゴルフ協会）やゴルフ倶楽部に対して、JGA ハ
ンディキャップ規定（USGAシステム準拠）に従った限定的な目的の範囲内で商品やサー
ビスを提供する場合は例外とする。USGAは、USGA 商標類の使用を認められた者が、
USGA ハンディキャップシステムの品位と信頼を損なわない使用方法をとるように確認す
る。これらの確立された商標類の権利所有者として、USGAはこれら商標類の使用を他者
に認める唯一の権利を有する。
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【裁定集】第1章：　JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステ
ム準拠）の目的、認証、ライセンス認可

1-1/1.　1 人のプレーヤーが、右打ちと左打ちで異なる 2 つの JGA/USGA ハンディ
キャップインデックスを取得する

質問：　1人のプレーヤーが右打ちでJGA/USGAハンディキャップインデックス2.6を持ち、
更に左打ちでJGA/USGAハンディキャップインデックス29.3を持っている。これは認めら
れるか？

回答：　認められない。JGA/USGA ハンディキャップインデックスはすべてのラウンドの
ベストプレーに基づいている。従って、JGA/USGA ハンディキャップインデックス 29.3
は無効となる。

1-1/2.　左打ちから右打ちに転向したプレーヤー

質問：　左打ちだったプレーヤーが左打ちでのプレーを辞めて、新たに右打ちでプレーを
始めた。左打ちで取得したそのプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスは
有効か？

回答：　そのプレーヤーが左打ちでプレーしていた時に取得した JGA/USGAハンディキャッ
プインデックスは有効ではない。プレーヤーは事実上新たにゴルフを始めたことになり、右
打ちのプレーで新規に JGA/USGAハンディキャップインデックスを取得する必要がある。

1-2/1.　倶楽部の方針が JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシス
テム準拠）に則していない

質問：　JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）を使用するた
めには、USGAは「ゴルフ規則」および「JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）」
に則した倶楽部の方針を義務づけている。もし倶楽部がこれに従わない旨の文書通知をに
提出した場合、どのような処置を取るのか？

回答：　文書通知を受けた場合、JGA（承認されたゴルフ協会）はその倶楽部に連絡を取
る。もし倶楽部に順守を促すことができない場合、JGAは倶楽部に対して文書通知を行い、
JGA/USGAハンディキャップインデックスの発行、JGAハンディキャップ規定（USGAハン
ディキャップシステム準拠）の如何なる部分の使用、および USGA 商標類の使用は順守な
くして不可能である旨を伝える。倶楽部が順守を拒否した場合は、JGAは他の JGA 加盟
倶楽部および JGA/USGA ハンディキャップインデックスの発行を認められた倶楽部に対し
て、その倶楽部の JGA/USGA ハンディキャップインデックス発行権が無効となった旨を通
知する。
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1-2/2.　USGA の認可を受けていない倶楽部

質問：　JGA（承認されたゴルフ協会）の加盟倶楽部でなく、JGA ハンディキャップ規定
（USGA ハンディキャップシステム準拠）の使用をJGA から認められていない倶楽部は、
JGA/USGAハンディキャップインデックスを発行することができるか？

回答：　できない。JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）を
使用するためには、すべての倶楽部は JGA（承認されたゴルフ協会）の認可を受けなけれ
ばならない。

第2章：　用語の定義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アクティブシーズン（Active Season）
「アクティブシーズン」とは、JGA（承認されたゴルフ協会）が、その期間中のスコアをハンディ
キャップ査定に採用できると定めた期間をいう。

調整グロススコア（Adjusted Gross Score）
「調整グロススコア」とは、JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム
準拠）に従って調整したプレーヤーのグロススコアをいい、以下の場合に適用する：ホール
アウトしていないホール、コンシードされたストローク、プレーしなかったホール、ゴルフ規
則に従ってプレーされなかったホール、またはストロークコントロール（第 4章参照）。

承認されたゴルフ協会（Authorized Golf Association）
「承認されたゴルフ協会」とは、管轄する地域を有し、並びに管轄地域内のゴルフ倶楽部を
通して JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）および／または
JGA/USGAコースレーティングシステムの使用をUSGAに認められたゴルフ協会をいう。
日本では JGA が唯一の承認されたゴルフ協会である。

ボギーゴルファー（Bogey Golfer）
男子「ボギーゴルファー」とは、標準難易度のコースでコースハンディキャップが 20 前後の
プレーヤーをいう。海抜ゼロメートルでのティーショット平均飛距離は200ヤードで、370ヤー
ドのホールで 2オン可能である。女子「ボギーゴルファー」とは、標準難易度のコースでコー
スハンディキャップが 24 前後のプレーヤーをいう。海抜ゼロメートルでのティーショット平
均飛距離は150 ヤードで、280 ヤードのホールで 2オン可能である。

ボギーレーティング（Bogey Rating）
「ボギーレーティング」とは、USGAの商標であり、通常のコンディションにおけるボギーゴ
ルファーにとってのコース難易度を評価したものである。ヤーデージ、実効プレー距離、お
よび障害難易度が、ボギーゴルファーのスコアに及ぼす影響度に基づいて評価される。
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コースハンディキャップ（Course Handicap）
「コースハンディキャップ」とは、USGAの商標であり、特定のティーマークからコースをプレー
した時にプレーヤーのスコアリング技量をスクラッチレベルに調整するために与えられるハン
ディキャップストロークをいう。プラスコースハンディキャップのプレーヤーの場合は、スコ
アリング技量をスクラッチレベルに調整するために差し引かれるハンディキャップストローク
をいう。コースハンディキャップは、プレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデッ
クスにコースハンディキャップ換算表またはコースハンディキャップ計算式を適用して決定
し（第10-4 項参照）、整数で表示する。ハンディキャップアローワンスを適用したり、また
は異なる JGA/USGAコースレーティングで競技を行う場合は、これらの条件を適用した
結果をコースハンディキャップとして採用する。

コースハンディキャップ換算表（Course Handicap Table）
「コースハンディキャップ換算表」とは、特定のティーマークのスロープレーティングに基づ
いて JGA/USGA ハンディキャップインデックスをコースハンディキャップに換算した結果
を示した一覧表をいう。

コースレーティング（Course Rating）
USGAコースレーティング参照。

ディファレンシャル（Differential）
ハンディキャップディファレンシャル参照。

ストロークコントロール（Equitable Stroke Control / ESC）
「ストロークコントロール（ESC）」とは、プレーヤーの潜在技量をよりハンディキャップに反
映させることを目的として、ハンディキャップ査定のために各ホールのスコアを下方修正するこ
とをいう。ESCは、プレーヤーのコースハンディキャップに基づいて各ホールの上限スコア
を定めており、プレーヤーの実際のスコアまたは最も可能性の高いスコアが、第 4-3 項の
表に定められた上限スコアを超える場合に限り適用する。

ゴルフ協会（Golf Association）
「ゴルフ協会」とは、アマチュアゴルファーによって管理されるゴルフ倶楽部の統轄組織で、
規約に基づいて運営され、アマチュア競技の開催、地域内におけるゴルフ振興およびゴル
フの精神の順守を目的として設立されたものをいう。
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ゴルフ倶楽部（Golf Club）
「ゴルフ倶楽部」とは、最低10 名の会員で構成する組織で、ゴルフ活動の管理、スコア検
証の実施、および JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）の
保全を目的として、規約と委員会（特にハンディキャップ委員会）によって運営されるもの
をいう（倶楽部コンプライアンスチェックリスト・第 8-2m項、および裁定 2/7参照）。ゴルフ
倶楽部は JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）を利用する
ためのUSGAの認可を受けなければならず、この認可は既にUSGAの認可を受けている
JGA（承認されたゴルフ協会）の会員制度を通して受けることができる（付則 F参照）。

承認されたゴルフ協会のなかには、事務管理上の理由で、ゴルフ倶楽部が承認されたゴル
フ協会に加盟する条件として、USGA が定める最低会員数10 名を超える所属会員数を義
務づける場合がある。

ゴルフ倶楽部の会員同士は、合理的且つ定期的に共にプレーする機会を持たなければなら
ない。スコアは会員本人が提出しなければならず、また会員仲間や倶楽部のハンディキャッ
プ委員会を含む（但しそれらに限定しない）、他者によるスコアの検証を受けられるようにし
なければならない。

ゴルフ倶楽部は、以下 3 種類のいずれかとする：

タイプ1：　タイプ 1倶楽部は、有効な JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレー
ティングを保持する特定のゴルフコースに会員が所属し、そのゴルフコースで倶楽部競技の
大部分が開催され、また倶楽部のスコア記録が保管されている場合をいう。

タイプ2：　タイプ 2倶楽部は、職業、共済、民族、または社交上の組織を通して会員が
交流し、会員の多数が倶楽部の設立以前から交流関係にある場合をいう。

タイプ3：　タイプ 3 倶楽部は、互いに面識のない者同士が会員として集まり、入会方法の
大部分が公募（新聞やインターネットなど）によって行われる場合をいう。

注：　JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の規定条文中では、
JGA/USGA ハンディキャップインデックスの取得を目的として認可を受けたゴルフ倶楽部
に所属している者を会員と定義している。

グロススコア（Gross Score）
「グロススコア」とは、プレーヤーが実際に費やしたストローク数に罰打を加えたものをいう
（調整グロススコア参照）。
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ハンディキャップアローワンス（Handicap Allowance）
「ハンディキャップアローワンス」とは、コースハンディキャップの適用率をいい、ハンディ
キャップ競技での採用が奨励される。適用率は競技方法によって異なり、公平な競技を実
施するために設定されている。

ハンディキャップ委員会（Handicap Committee）
「ハンディキャップ委員会」とは、ゴルフ倶楽部の委員会であり、スコアの検証を含む JGA
ハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の順守を確保するものである。
ハンディキャップ委員会のメンバーは、委員長を含み倶楽部会員が多数を占めなければな
らない。倶楽部の従業員はハンディキャップ委員会のメンバーに加わることはできるが、委
員長にはなれない。

ハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential）
「ハンディキャップディファレンシャル」とは、プレーしたティーマークの JGA/USGAコー
スレーティングと調整グロススコアの差に113を掛け、更にスロープレーティングで割った
ものをいう。端数を四捨五入した小数第1位までの数値で表示する（例：12.8）。

ハンディキャップインデックス（Handicap Index）
「ハンディキャップインデックス」とは、USGAの商標であり、標準難易度のコースにおける
プレーヤーの潜在技量を示した尺度をいう。小数第1位までの数値で表示され（例：10.4）、
コースハンディキャップに換算して使用する（第10章参照）。日本ではJGA/USGAハンディ
キャップインデックスの名称で使用する。

ハンディキャップホール（Handicap-Stroke Hole）
「ハンディキャップホール」とは、プレーヤーがハンディキャップストロークを与えられるホー
ルをいう（第 9-3a 項、および第17章参照）。

ハンディキャップタイプ（Handicap Type）
本規定マニュアル内では、種類の異なる「ハンディキャップタイプ」を、下記の略称コード
で表示する。

	 L	 ＝	 ローカルハンディキャップ
	 M	 ＝	 ハンディキャップ委員会が修正したハンディキャップ
	 N	 ＝	 9ホールハンディキャップインデックス
	 NL	 ＝	 ローカル 9ホールハンディキャップ
	 R	 ＝	 非常に優れた競技成績により自動的に引き下げられたハンディキャップ
	 SL	 ＝	 ショートコースハンディキャップ
	 WD	 ＝	 ハンディキャップ委員会によって無効とされたハンディキャップ

非アクティブシーズン（Inactive Season）
「非アクティブシーズン」とは、JGA（承認されたゴルフ協会）が、その期間中のスコアをハ
ンディキャップ査定に採用できないと定めた期間をいう。
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インデックス（Index）
ハンディキャップインデックス参照。

JGA/USGA コースレーティング（JGA/USGA Course Rating）
USGAコースレーティング参照。

JGA/USGA ハンディキャップインデックス（JGA/USGA Handicap Index）
ハンディキャップインデックス参照。

JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）
（JGA Handicap Regulation (in compliance with USGA Handicap System)）
USGA ハンディキャップシステム参照。

ローカルハンディキャップ（Local Handicap）
「ローカルハンディキャップ」とは、JGA/USGA ハンディキャップインデックスの上限を超
えたハンディキャップ（第 3-4 項）、規定で認められた頻度を超えて査定されたハンディキャッ
プ（第 8-3 項）、またはプレーヤーの一時的な身体障害に基づいて査定されたハンディキャッ
プのいずれかをいう。ローカルハンディキャップは JGA/USGA ハンディキャップインデッ
クスではなく、必ず略称コード「L」を付記して識別し、倶楽部内の使用に限定しなければ
ならない。ローカルハンディキャップは小数第 1位までの数値で示され、コースハンディ
キャップに換算して使用する（例 41.5L）。（ハンディキャップタイプ、トレンドハンディキャッ
プ、および第 3-3 項参照。）

最も可能性の高いスコア（Most Likely Score）
「最も可能性の高いスコア」とは、ホールアウトしなかったホールやストロークがコンシード
された場合に、ハンディキャップ査定のためにプレーヤーが提出しなければならないスコア
をいう。最も可能性の高いスコアは、実際に費やしたストロークに、50 パーセント以上の確
率でそこからホールアウトするまでに費やすであろうとプレーヤー自身が判断したストローク
数を足したものである。最も可能性の高いスコアは、そのプレーヤーのストロークコントロー
ルのスコア上限を超えることはできない（第 4-3 項参照）。

ネットスコア（Net Score）
「ネットスコア」とは、プレーヤーのグロススコアからハンディキャップストロークを引いたも
のをいう。プラスハンディキャップのプレーヤーは、グロススコアにハンディキャップストロー
クを足したものがネットスコアとなる。

オーバーライド（Override）
「オーバーライド」とは、トーナメントスコアによるハンディキャップ引き下げ（第 10-3 項）
をハンディキャップ委員会が取り消すことをいう。オーバーライドは、予想される第10-3 項
のハンディキャップ引き下げを妨げるための予防手段として使用されることはない。

パー（Par）
「パー」とは、上級プレーヤーにとってそのホールで想定されるスコアをいい、通常のコンディ
ションにおけるプレーで、グリーン上で 2打を費やすものとする。JGA ハンディキャップ規
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定（USGAハンディキャップシステム準拠）やJGA/USGAコースレーティングシステムでは、
パーは重要な要素ではない（第16 章参照）。

スコアの検証（Peer Review）
「スコアの検証」とは、プレーヤーの潜在技量を理解し、提出されたスコアに関する裏付け
や紛議の合理的基礎を形成するゴルファーの能力をいう。

スコアの検証には、以下2つの必須要素がある。

	 1.	 �同一のゴルフ倶楽部に所属する会員同士は、合理的且つ定期的に共にプレーする機
会を持たなければならない（裁定 2/8 参照）。

	 2.	 �スコア記録および JGA/USGA ハンディキャップインデックスリストは、同一倶楽部
の会員を含む（但しこれに限定しない）、他者による検査が受けられるように開示され
なければならない。スコア記録の表示方法は下記 2 種類とする。

	 	 �概要表示 － 概要スコア記録は、直近 6 回のプレーヤーの JGA/USGA ハンディ
キャップインデックス変更履歴を、以下の情報と共に表示しなければならない：

	 	 �スコア、スコアタイプ、レーティング、ディファレンシャル、日付（年 /月）。これらはス
コア検証に拘わる者に開示されなければならない。

	 	 �詳細表示 － 詳細スコア記録は、直近 6 回のプレーヤーの JGA/USGA ハンディ
キャップインデックス変更履歴を、以下の情報と共に表示しなければならない：

	 	 �スコア *、スコアタイプ、レーティング、ディファレンシャル、日付（年 /月 /日）。これ
らは同一倶楽部の会員、倶楽部のハンディキャップ委員会、およびそのプレーヤー
が参加する競技の役員に開示されなければならない。

	 	 �* 詳細スコア記録には各スコアにコース名を付記するものとし、特にタイプ 3 倶楽部の
場合はこれを義務づける。

ペナルティースコア（Penalty Score）
「ペナルティースコア」とは、スコアを提出しないプレーヤー、或いは JGA ハンディキャッ
プ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）の精神を順守しないプレーヤーに対して、
ハンディキャップ委員会が提出するスコアをいう（第 8-4b 項、第 8-4c(iv) 項参照）。

プラスハンディキャップ（Plus Handicap）
コースハンディキャップ参照。

プリファードライ（Preferred Lies）
「プリファードライ（ウィンタールール）」とは、競技を管理する委員会またはコースを管理す
る委員会が採用することのできるローカルルールをいい、不良な状態がコース全域にわたっ
て拡がっているために、ボールのライの改善を特定の方法で認める方がフェアプレーを積極
的に進めることになり、またコースを保護することになると考えた場合に採用できる（第 7章、
および「ゴルフ規則」付則Ⅰ参照）。
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スコアタイプ（Score Type）
プレーヤーのスコア記録では、種類の異なる「スコアタイプ」を、下記の略称コードで表示
する。

	 A	 ＝	 アウェイスコア
	 AI	 ＝	 アウェイ・インターネットスコア
	 C	 ＝	 連結 9ホールスコア
	 I	 ＝	 インターネットスコア
	 P	 ＝	 ペナルティースコア
	 T	 ＝	 トーナメントスコア
	 TI	 ＝	 トーナメント・インターネットスコア

スコアタイプがトーナメントスコアまたはインターネットで提出されたスコアの場合は、調整
グロススコアの後ろに指定略称コードを付記しなければならない。

スコア記録（Scoring Record）
「スコア記録」とは、プレーヤーが提出した直近 20 枚までのスコアに採用可能なトーナメ
ントスコアを加えた記録をいい、各スコアには JGA/USGAコースレーティング、スロープ
レーティング、コース名 *、日付を付記する。

*タイプ 1およびタイプ 2ゴルフ倶楽部は奨励、タイプ 3ゴルフ倶楽部は義務。

スクラッチゴルファー（Scratch Golfer）
「スクラッチゴルファー」とは、レーティング査定されたすべてのコースをコースハンディキャッ
プ 0（ゼロ）でプレーできるプレーヤーをいう。レーティング査定上の定義は、男子スクラッ
チゴルファーは、海抜ゼロメートルでティーショット平均飛距離 250 ヤード、470 ヤードの
ホールで 2オン可能。女子スクラッチゴルファーは、海抜ゼロメートルでティーショット平均
飛距離 210 ヤード、400 ヤードのホールで 2オン可能である。

スロープレーティング（Slope Rating）
「スロープレーティング」とは、USGAの商標であり、スクラッチゴルファー以外のプレーヤー
にとってのコース難易度を、JGA/USGAコースレーティング（つまりスクラッチゴルファー
のコース難易度）との相対比較によって示した尺度である。スロープレーティングは JGA/
USGAコースレーティングとボギーレーティングの差に基づいて算出され、最少 55から最
大 155までの数値で示される。標準難易度のコースのスロープレーティングは113である。

正規のラウンド（Stipulated Round）
「正規のラウンド」は、委員会が別途承認した場合を除き、コース内の複数ホールを正しい
順番でプレーすることから成る。正規の1ラウンドのホール数は18である。但し、委員会によっ
て例外的に18より少ないホール数が承認された場合を除く。タイの場合には、委員会は、マッ
チの勝ちが決まるのに必要な数だけ、正規のラウンドを延長することができる（「ゴルフ規則」
用語の定義、および規則 2-3 参照）。
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ストロークホール（Stroke Hole）
ハンディキャップホール参照。

トーナメントスコア（Tournament Score）
「トーナメントスコア」とは、競技を管理する委員会によって開催される競技で出されたスコ
アをいう。競技は正規のラウンドに基づいて優勝者を決定しなければならず、ゴルフ規則に
従ってプレーされなければならない。

上記の定義を指針として、委員会は（競技を管理する委員会と協議したうえでハンディキャッ
プ委員会がこれを担うのが望ましい）、その競技がトーナメントスコアの条件を満たしてい
るかどうかを事前に決定し、スコア提出の際に略称コード「T」を付記しなければならない
かどうかを事前に通知しなければならない。

日常的に行われている競技（オープンコンペなど）は、伝統、スケジュール、競技形態、お
よび倶楽部の会員制度に関わる重要度が高くないため、通常はトーナメントスコアに指定さ
れない。

倶楽部間競技は、上記要件を満たす場合に、以下のような例がトーナメントスコアとして提
出することができる：年齢制限のある競技、メンバー・ゲスト競技、チーム戦、地域および
全国競技の予選、ゴルフ協会が開催する競技。

倶楽部内競技は、上記要件を満たす場合に、以下のような例がトーナメントスコアとして提
出することができる：グロス競技、アンダーハンディ競技、フォアボールマッチ、ストローク
プレー競技、ステーブルフォード競技、および倶楽部チャンピオンシップ（ストロークプレー、
マッチプレー、スクラッチ、アンダーハンディで行われる場合）。

トレンドハンディキャップ（Trend Handicap）
「トレンドハンディキャップ」とは、仮ハンディキャップをいい、これには直近のハンディキャッ
プ査定後に提出され検証を受けていないスコアが含まれる。トレンドハンディキャップは
JGA/USGA ハンディキャップインデックスではなく、USGAはその使用を奨励していない。

USGA コースレーティング（USGA Course Rating）
「USGAコースレーティング」とは、USGAの商標であり、スクラッチゴルファーが通常の
コンディションでプレーした場合のコース難易度を示す尺度である。小数第1位までの数値
で示され、ヤーデージ、実効プレー距離、および障害難易度が、スクラッチゴルファーのス
コアに及ぼす影響度に基づいて評価される。日本では JGA/USGAコースレーティングの
名称で使用する。

USGA ハンディキャップインデックス（USGA Handicap Index）
ハンディキャップインデックス参照。
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USGA ハンディキャップシステム（USGA Handicap System）
「USGA ハンディキャップシステム」とは、USGAの商標であり、技量の異なるプレーヤー
が公平に競い合えるようにするためのUSGAのゴルフ技量評価方法を示すものである。日
本では JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）の名称で使用
する。

ウィンタールール（Winter Rules）
プリファードライ参照。

【裁定集】第2章：　用語の定義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2/1.　「ゴルフ倶楽部」の定義

質問：　あるゴルフ団体は、広範囲の地域内に居住するプレーヤーが誰でも入会できる会
員制度を運営している。通常会員は地域内にある様々なゴルフ施設でプレーし、会員同士
が一緒にプレーすることはない。この団体は、第 2章で定義されているゴルフ倶楽部に当て
はまるか？

回答：　当てはまらない。ゴルフ倶楽部と見なすためには、「会員同士は、合理的且つ定期
的に共にプレーする機会を持たなければならない」と第 2章で明記されている。また、同一
ゴルフ倶楽部でJGA/USGA ハンディキャップインデックスを取得する会員は、狭い範囲の
地域内に居なければならない。例えば、会員の自宅または会社住所は、通常ゴルフ倶楽部
の主たる所在地から半径 50マイル（80km）以内でなければならない（タイプ 2およびタイ
プ 3 倶楽部のみに適用）。

2/2.　（保留）

2/3.　（保留）

2/4.　練習場が会員に対して発行した JGA/USGA ハンディキャップインデックス

質問：　練習場は JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を使用できるか？

回答：　できる。練習場で一緒に練習することは、ゴルフ倶楽部の定義で定める「共にプレー
する機会」には当てはまらないが、ゴルフ倶楽部の主たる所在地を練習場に置くことは問題
ない。会員同士が合理的且つ定期的に共にプレーする機会を持ち、スコアの検証が実施さ
れ、倶楽部コンプライアンスチェックリストのすべての要件が満たされていれば、その倶楽
部は JGA/USGAハンディキャップインデックスを発行することができる（裁定 2/7参照）。

2/5.　会社の従業員で構成されたゴルフ倶楽部

質問：　ある会社の従業員52 名がゴルフ倶楽部を設立した。会員は同じ職場で働き、毎
週 1回仕事の後にリーグ戦を行っている。倶楽部はUSGAの規約例に基づいて規約を制
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定し、役員会議を実施している。ハンディキャップ委員会も設置し、ハンディキャップに関
する報告は掲示板を通して全会員に通知している。スコアは会員各自が提出し、ハンディ
キャップ委員会によって検証されている。JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）
のその他の要件もすべて順守している。このグループは JGAハンディキャップ規定（USGA
システム準拠）の使用認可を受けることができるか？

回答：　できる。会員同士が共にプレーし、提出されたスコアを検証する合理的且つ定期
的な機会を持っており、またハンディキャップ委員会が第 8 章に明記されるスコア検証の監
視要件を満たす合理的機会を持っていることによって、スコア検証の基準は満たされている。

2/6.　公募によって会員を募っている団体

質問：　新聞やWEBサイト上の募集広告によってゴルフ倶楽部と称する組織への入会を募っ
ている団体がある。プレーヤーはWEBサイトまたは郵送で入会申込みおよび会費の支払を
行う。会員は頻繁に開催されるトーナメントに参加することができ、ハンディキャップレポー
トとスコア記録はWEBサイトまたは郵送により査定日に各会員へ通知される。会員は通常
インターネット上でスコアを提出し、JGA/USGAハンディキャップインデックスを発給される。
この団体は、JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）が定めるゴルフ倶楽部の定
義を満たし、JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を使用することができるか？

回答：　できる。ゴルフ倶楽部の定義（第 2 章）に明記されている通り、タイプ 3 倶楽部
は公募によって会員を募集するものと考えられている。但し、ゴルフ倶楽部の定義に加えて、
ゴルフ倶楽部は、倶楽部コンプライアンスチェックリスト（第 8-2m項参照）、および JGAハ
ンディキャップ規定（USGAシステム準拠）のすべて（裁定 2/7の記載内容を含む）を順守
しなければならない。

2/6.5.　会員の公募がゴルフ倶楽部のタイプ種別に及ぼす影響

質問：　現在タイプ 1またはタイプ 2に分類されている倶楽部が公募によって会員を増員す
ることはできるか？　また公募を実施したことにより、タイプ 3 倶楽部へ種別変更されるか？

回答：　タイプに関係なくゴルフ倶楽部が会員を公募することは問題ない。公募により入会
した会員が全体のなかで比較的少数であれば、倶楽部タイプの種別に影響は及ばない。

2/6.7.　会員制度に関わる第三者

質問：　複数のゴルフ倶楽部が共同で新規会員の公募を行い、第三者が関与して各倶楽部
への入会手続きを実施した。これは認められるか？

回答：　各ゴルフ倶楽部は規約によって新規会員の承認手続きを定めることができる。第三
者はプレーヤーに対して特定のゴルフ倶楽部へ入会できる可能性を告知することはできるが、
入会申込み手続きはプレーヤー個人が行い、倶楽部によって承認されなければならない。
入会候補者は、これらの要件を満たさない限り、倶楽部会員にはなれない。
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2/7.　ゴルフ倶楽部の定義に定められている、ゴルフ倶楽部のタイプ種別に関する順
守・認可要件について

「主たる所在地」（タイプ 2および 3 倶楽部のみ適用）

ゴルフ倶楽部の主たる所在地は、JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の使用
許可申請を行った時点で実際に倶楽部が所在している住所でなければならない。そのゴル
フ倶楽部が存在している限り、JGA（承認されたゴルフ協会）への事前文書通知なくして主
たる所在地を変更することはできない。ゴルフ倶楽部からJGA/USGAハンディキャップイン
デックスの発給を受けている会員は、狭い範囲の地域内に居なければならない。
例えば、会員の自宅または会社住所は、通常ゴルフ倶楽部の主たる所在地から半径 50マイ
ル（80km）以内でなければならない。

「身分証明書」（タイプ 3 倶楽部のみ適用）

ゴルフ倶楽部の会員になるためには、各個人は身分および居住地に関する証明書を倶楽部
に提出しなければならない。

「必要なプレー回数と倶楽部の規模」（タイプ 3 倶楽部のみ適用）

USGAは各倶楽部会員に対して、他の会員とラウンドしたスコアを毎シーズン最低 3 枚提出
し、そのうち最低1枚は倶楽部主催競技であることを求めている。この最低条件を満たさな
い者は、ハンディキャップを無効にすべきである。

ゴルフ倶楽部の規模には限りがある。会員数が倶楽部主催競技の参加可能人数を超える場
合、必要なプレー回数の要件を満たすことができない。例えば、会員数 200 名の倶楽部が、
最大出場数15 名の主催競技を8 回しか開催しなかった場合、全会員が倶楽部主催競技に
参加することはできない（8競技×15 名＝120 名＜会員数 200 名）。

「会員組織のまとまり」（全タイプに適用）

JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を使用するには、ゴルフ倶楽部には会員
組織のまとまりがなくてはならない。そのためにトーナメント以外のグループ活動が必要であ
り、グループの指針や、会議や懇親会などの催事も必要である。

「連絡先情報」（全タイプに適用）
ゴルフ倶楽部会員の連絡先については、全会員が情報を共有できるようにしなければなら
ない。
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2/7.5.　倶楽部主催競技

質問：　裁定 2/7の「プレー回数の要件」に関する項目で触れられている倶楽部主催競技
とは、どのようなものを指すのか？

回答：　倶楽部主催競技とは、ゴルフ倶楽部が主催し、参加者の多数が倶楽部会員であ
り、参加者が同じゴルフコースで同一ラウンドをプレーするものをいう。競技方法はハンディ
キャップ査定に採用できるスコアによって最終結果を決めるものでなければならず、またゴ
ルフ規則の理念に則ってプレーされなければならない。普段は共にプレーすることがない会
員同士が倶楽部主催競技を通して交流できれば、スコア検証の実施を促進できる。但し、
会員数150 名の倶楽部が参加者数4名の競技を開催しても、倶楽部主催競技の要件を満
たしたことにはならない。（新規追加項目）

2/8.　合理的且つ定期的に共にプレーする機会

質問：　「ゴルフ倶楽部」および「スコア検証」の定義のなかで、「同一倶楽部の会員同士
が合理的且つ定期的に共にプレーする機会を持たなければならない」と記されているが、
同じコースを別の組でプレーした場合は、この要件に当てはまるか？

回答：　当てはまらない。プレーヤーの潜在技量を理解し、提出されたスコアに関する裏付
けや紛議の合理的基礎を形成すためには、同一倶楽部の会員同士が同じ組で一緒にプレー
しなければならない。「ゴルフ倶楽部」および「スコア検証」の定義で示されているように、
同じ日に同じコースでプレーしたというだけではスコア検証の必要条件を満たさない。
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パートⅡ － ハンディキャップに関するプレーヤーの責任

第 3章：　プレーヤー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、提出されたスコアに基づいて算出されたも
のであり、ティーマーク毎にコースハンディキャップに換算して競技に使用する。

3-1.　JGA/USGA ハンディキャップインデックスの取得

JGA/USGA ハンディキャップインデックスを取得するためには、プレーヤーはゴルフ倶楽
部に所属して調整グロススコアを提出しなければならない。これらのスコアは検証を受け、
提出枚数が 5 枚に達した後、JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステ
ム準拠）に基づいて倶楽部はプレーヤーに JGA/USGA ハンディキャップインデックスを
発行できる。

3-2.　JGA/USGA ハンディキャップインデックスの使用

ゴルフ倶楽部が発行する JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、スロープレーティ
ング 113のコースにおけるプレーヤーの潜在技量を示した数値であり、JGA（承認されたゴ
ルフ協会）が定めたハンディキャップ更新日に更新・再発行される。直近の更新日に発行さ
れた自身の JGA/USGA ハンディキャップインデックスを知っておくことはプレーヤーの責
任である。プレーヤーはJGA/USGAハンディキャップインデックスをコースハンディキャッ
プに換算して使用しなければならない。例えば、本章 P19 のコースハンディキャップ換算
表サンプル例に示されているように、JGA/USGA ハンディキャップインデックス 16.2 は、
スロープレーティング 140 のコースではコースハンディキャップ 20となる（裁定 3-2/1、お
よび 3-2/2 参照）。

3-3.　コースハンディキャップ

コースハンディキャップは、プレーするコースとティーマークに応じてプレーヤーが受けるハ
ンディキャップストロークである。

プレーヤーは、コースハンディキャップ換算表を使用して、JGA/USGA ハンディキャップ
インデックスをコースハンディキャップに換算する。レーティング査定された各ティーには、
それぞれのスロープレーティングに基づいて男女別々にコースハンディキャップ換算表が設
置されている。正しいコースハンディキャップを決定し、ハンディキャップストロークを与え
たり受けるホールを知っておくことはプレーヤーの責任である（コースハンディキャップ換算
表サンプル例、第 3-6 項、および「ゴルフ規則」規則 6-2 参照）。
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コースハンディキャップは、プレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスにプ
レーするコースのスロープレーティングを掛け、これを113 で割ることによって決定する（第
10-4 項参照）。上記計算式の結果は小数点以下を四捨五入した整数で表示する。

ネットスコアが、プレーしたティーの JGA/USGAコースレーティングと同じだった場合、
そのプレーヤーは自分のハンディキャップ通りのプレーをしたということになる。一般的に、
このようなプレーは4～ 5ラウンドに1回あると考えられる。

コースハンディキャップ換算表はコースハンディキャップを決定するためのものであり、有
効な JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティングを持つゴルフ倶楽部は、JGA
ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）と併用する場合に限り使用
が認められる。

注：　コースハンディキャップ換算表には、当該ティーの JGA/USGAコースレーティング
が明記されているものとする（P19コースハンディキャップ換算表サンプル例参照）。
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コースハンディキャップ換算表

発行：　日本ゴルフ協会
倶楽部名：　JGAゴルフ倶楽部　　　Tee：　バックティー　

スロープレーティング：　140　　
JGA/USGAコースレーティング：　72.7　　ボギーレーティング：　98.7　

性別：　X　男子　　　　　女子
JGA/USGA
ハンディキャップ
インデックス

コース
ハンディキャップ

JGA/USGA
ハンディキャップ
インデックス

コース
ハンディキャップ

+3.5 ～ +2.9 +4 16.6 ～17.3 21
+2.8 ～ +2.1 +3 17.4 ～18.1 22
+2.0 ～ +1.3 +2 18.2 ～18.9 23
+1.2 ～ +0.5 +1 19.0 ～19.7 24
+0.4 ～ 0.4 0 19.8 ～ 20.5 25
0.5 ～1.2 1 20.6 ～ 21.3 26
1.3 ～ 2.0 2 21.4 ～ 22.1 27
2.1～ 2.8 3 22.2 ～ 23.0 28
2.9 ～ 3.6 4 23.1～ 23.8 29
3.7～ 4.4 5 23.9 ～ 24.6 30
4.5 ～ 5.2 6 24.7～ 25.4 31
5.3 ～ 6.0 7 25.5 ～ 26.2 32
6.1～ 6.8 8 26.3 ～ 27.0 33
6.9 ～ 7.6 9 27.1～ 27.8 34
7.7～ 8.4 10 27.9 ～ 28.6 35
8.5 ～ 9.2 11 28.7～ 29.4 36
9.3 ～10.0 12 29.5 ～ 30.2 37
10.1～10.8 13 30.3 ～ 31.0 38
10.9 ～11.7 14 31.1～ 31.8 39
11.8 ～12.5 15 31.9 ～ 32.6 40
12.6 ～13.3 16 32.7～ 33.4 41
13.4 ～14.1 17 33.5 ～ 34.3 42
14.2 ～14.9 18 34.4 ～ 35.1 43
15.0 ～15.7 19 35.2 ～ 35.9 44
15.8 ～16.5 20 36.0 ～ 36.7 45

換算表の使用方法について
•	 �プレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスに該当する欄からコースハン

ディキャップを選んで下さい。
•	 �上記換算表はサンプル例です。実際のラウンド時には、使用ティーに設置されている

換算表（性別毎）を使用して下さい。
　　



20

第 3章

3-4.　JGA/USGA ハンディキャップインデックスの上限

JGA/USGA ハンディキャップインデックスの上限は、男子36.4、女子 40.4とする（第
10-5d 項参照）。

注：　スロープレーティング 113を超えるゴルフコースでは、JGA/USGA ハンディキャッ
プインデックス上限値をコースハンディキャップに換算すると、この上限値よりも大きい数
値になる。

例：　JGA/USGA ハンディキャップインデックス 36.4 のプレーヤーは、スロープレーティ
ング 133のコースでは、コースハンディキャップ43となる。

プレーヤーは、この上限を超えるローカルハンディキャップを持つことができるが、その場
合、ハンディキャップカードやレポートには必ず略称コード「L」を付記してローカルハンディ
キャップであることを明確にしなければならない（例：41.5L）。このようなローカルハンディ
キャップを倶楽部間競技で使用する場合は、本項で定める JGA/USGA ハンディキャップ
インデックス上限値に引き下げて使用することをUSGAは奨励している。

3-5.　異なるティーを使用する競技、男女が同じティーを使用する競技

■ a. 異なるティー：男子 vs 男子、女子 vs 女子、男子 vs 女子
通常、異なるティーにはそれぞれ異なるレーティングが設定されている。JGA/USGAコース
レーティングはスクラッチゴルファーの想定スコアを表したものであり、レーティングが高い
コースほど難易度が高くなる。従って、JGA/USGAコースレーティングの高いティーを使
用するプレーヤーは、双方の JGA/USGAコースレーティングの差（小数点以下を四捨五
入した整数）をコースハンディキャップに追加する（裁定 3-5/1参照）。

例1：　ミドルティー（男子 JGA/USGAコースレーティング 70.3）を使用する男子プレー
ヤーと、バックティー（男子 JGA/USGAコースレーティング 72.6）を使用する男子プレー
ヤーが対戦する場合、バックティーのプレーヤーはコースハンディキャップに 2 打を追加
する（72.6 －70.3 ＝ 2.3 →四捨五入→ 2）。

例 2：　フォワードティー（女子 JGA/USGAコースレーティング 73.4）を使用する女子
プレーヤーと、ミドルティー（男子 JGA/USGAコースレーティング 70.9）を使用する男
子プレーヤーが対戦する場合、フォワードティーの女子プレーヤーはコースハンディキャッ
プに3打を追加する（73.4－70.9 ＝2.5 →四捨五入→3）。

■ b. 同じティー：男子 vs 女子
男子と女子が対戦する場合、同じティーからプレーしてもレーティングは男女で異なる。通常、
JGA/USGAコースレーティングは男子より女子の方が高いため、女子プレーヤーは、双
方の JGA/USGAコースレーティングの差（小数点以下を四捨五入した整数）をコースハ
ンディキャップに追加する。
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例：　ミドルティー（女子 JGA/USGAコースレーティング 77.3）を使用する女子プレーヤー
と、同じミドルティー（男子 JGA/USGAコースレーティング 70.9）を使用する男子プレー
ヤーが対戦する場合、女子プレーヤーはコースハンディキャップに6 打を追加する（77.3
－70.9 ＝ 6.4 →四捨五入→ 6）。

上記のハンディキャップ調整を行った結果が使用するティーのスロープレーティングに設定
されたコースハンディキャップ最大値を超える場合でも、レーティングの高いティーを使用
するプレーヤーのコースハンディキャップには、必ず追加ストロークを加えなければならな
い。但し別の方法として、JGA/USGAコースレーティングが低いティーを使用するプレーヤー
のコースハンディキャップから、該当するストロークを差し引くことも可能。

第3-5 項の正しい適用手順：

ステップ1：　第 3-3 項に従って、使用するティーのコースハンディキャップを計算する。

各プレーヤーのコースハンディキャップは、プレーするティーに設置されている男女別の
コースハンディキャップ換算表を使用するか、またはコースハンディキャップ計算式（JGA/
USGA ハンディキャップインデックス×プレーするティーのスロープレーティング÷113）
を使用して決定する。

例：　JGA/USGA ハンディキャップインデックス 26.5 の女子プレーヤーが、スロープレー
ティング 120 のティーからプレーする場合、コースハンディキャップは 28となる（第 3-3 項
のコースハンディキャップ計算式参照）。

JGA/USGA ハンディキャップインデックス 26.5 の男子プレーヤーが、スロープレーティ
ング 115 のティーからプレーする場合、コースハンディキャップは 27となる（第 3-3 項のコー
スハンディキャップ計算式参照）。

ステップ2：　第 9-4 項に従って、ハンディキャップアローワンスを適用する（適用可能な
場合）。

例：　フォアボールストロークプレー競技で男子は 90 パーセント、女子は 95 パーセントの
JGA/USGA ハンディキャップインデックスを採用すると委員会が決定したとする。

ステップ 1でコースハンディキャップ 27となった男子は、コースハンディキャップ 24となる
（27×0.9 ＝24.3 →四捨五入→24）。

ステップ 1でコースハンディキャップ 28となった女子は、コースハンディキャップ 27となる
（28×0.95＝26.6 →四捨五入→27）。

ステップ3：　それぞれの使用ティーに設定されている JGA/USGAコースレーティングの
差を計算する（小数点以下を四捨五入した整数）。
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例：　男子はミドルティー（男子 JGA/USGAコースレーティング 73.7）、女子はフロント
ティー（女子 JGA/USGAコースレーティング 69.8）を使用する。双方のレーティングの
差を計算すると、73.3－ 69.8 ＝ 3.9 →四捨五入→ 4となる。

上記で算出したレーティング差を、JGA/USGAコースレーティングの高いティーを使用する
プレーヤーのコースハンディキャップに追加する。但し別の方法として、JGA/USGAコー
スレーティングが低いティーを使用するプレーヤーのコースハンディキャップから、該当す
るストロークを差し引くことも可能（裁定 3-5/1参照）。

例：　JGA/USGAコースレーティングの高いティー（73.7）を使用する男子のコースハンディ
キャップは、ステップ 2で導き出した数値に4 打を追加して28となり、女子はステップ 2
のまま27となる。

一方、JGA/USGAコースレーティングが低いティーを使用する女子のコースハンディキャッ
プから該当するストロークを差し引いた場合、ステップ 2の数値から4打を引いて23となり
（27－ 4＝23）、男子はステップ 2のまま24となる。

注：　ステップ 2およびステップ 3で与えたり受けるストロークは、ハンディキャップ査定の
ためにストロークコントロール（ESC）を実施する際には無視する（第 4-3 項、例 2および
例 3 参照）。例えば、第 3-5 項の調整でコースハンディキャップ 25に 3 打追加した場合、
競技上の正しいコースハンディキャップは 28だが（第 3-6 項参照）、ストロークコントロー
ル（ESC）を実施する際のコースハンディキャップは 25である。
	 	

第3-5項の図例
公平な競技の促進

プレーヤーA
ゴールドティー

VS
使用ティー

プレーヤー B
ブルーティー

	
	
	
	
	

	
	
	

付則 D－第 3-5 項、および第 9-3c 項の解説文書サンプル例参照。

JGA/USGAハンディキャップインデックス
スロープレーティング
コースハンディキャップ

JGA/USGAコースレーティング
目標スコア

目標スコア
コースハンディキャップ（第 3-5 項調整後）

＝ネットスコア

	 10.4
	 130
	 12
＋	71.1
	 83

	 83
－	12   
＝	71

	 10.4
	 140
	 13
＋	73.2
	 86

	 86
－	15   
＝	71
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3-6.　競技における正しいハンディキャップの適用

「ゴルフ規則」の規則 6-2 では、競技において正しいハンディキャップを適用することをプレー
ヤーに義務づけている。競技における正しいハンディキャップとは、ハンディキャップアロー
ワンス、競技の条件、異なるティーを使用する競技、または男女が同じティーを使用する競
技の結果として、与えたり受けるハンディキャップストロークを調整したコースハンディキャッ
プをいう（第 9-4 項、および第 3-5 項参照）。

■ a. マッチプレー
ハンディキャップ競技では、マッチを始める前に、プレーヤーは互いにそれぞれのコースハ
ンディキャップを決める。プレーヤーがそのプレーヤーに認められるコースハンディキャッ
プよりも多いコースハンディキャップを宣言した上でマッチを始め、このことが与えたり受け
るストローク数に影響した場合、そのプレーヤーは競技失格となる。それ以外の場合には、
プレーヤーは宣言したコースハンディキャップでプレーしなければならない。

■ b. ストロークプレー
ハンディキャップ競技では、プレーヤーは毎ラウンド、委員会にスコアカードを提出する前に、
スコアカードに自分のコースハンディキャップが記入されていることを確認しなければなら
ない。提出されたスコアカード（規則 6-6b）にコースハンディキャップの記入がない場合、
または記入されたコースハンディキャップが認められているものよりも多くそのために受ける
ハンディキャップストローク数に影響した場合、そのプレーヤーは競技失格となる。それ以
外の場合には、提出されたスコアカードはそのまま有効である。

注：　ハンディキャップストロークを与えたり受けるホールを知っておくことは、プレーヤー
の責任である。

【裁定集】第 3章：　プレーヤー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3-2/1.　ハンディキャップインデックス（N）（9 ホールハンディキャップインデックス）
を持つプレーヤーが 18 ホール競技に参加する場合

質問：　ハンディキャップインデックス（N）（第10-5 項参照）を持つプレーヤーが 18ホー
ル競技への参加を望んでいるが、そのプレーヤーは18ホールのJGA/USGAハンディキャッ
プインデックスを持っていない。このプレーヤーはどのように18ホールのハンディキャップを
算出すればよいか？

回答：　9ホールハンディキャップインデックスを持つプレーヤーは、それを2倍して18ホー
ルのプレーに使用する。但し、9ホールハンディキャップインデックスは、18ホールの JGA/
USGA ハンディキャップインデックスよりも正確でないということが言える。半分のホール数
のスコアに基づいているために、そのプレーヤーが受けるストロークは、18ホールの JGA/
USGAハンディキャップインデックスよりも一般的に1または 2打少なくなる。
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3-2/2.　18 ホールの JGA/USGA ハンディキャップインデックスと、ハンディキャッ
プインデックス（N）（9 ホールハンディキャップインデックス）を持つプレーヤー

質問：　あるプレーヤーが 18ホールの JGA/USGAハンディキャップインデックスとハンディ
キャップインデックス（N）を持っているが、ハンディキャップインデックス（N）を2倍して
も18ホールのJGA/USGAハンディキャップインデックスと同じにならない。このプレーヤー
は競技ではどちらのハンディキャップインデックスを使用すればよいか？

回答：　18ホール競技では18ホールのJGA/USGAハンディキャップインデックスを使用し、
ハンディキャップインデックス（N）は 9ホール競技で使用する。

3-5/1.　JGA/USGA コースレーティングが異なる 2 つのティーを使用する競技で、
参加者の多数がレーティングの高いティーを使用する場合のレーティング差調整方法

質問：　異なる2つのティーの JGA/USGAコースレーティングの差を調整する場合、レー
ティングの高いティーを使用するプレーヤーのコースハンディキャップにレーティング差を追
加しなければならないとなっている。参加者100名の競技で88名がバックティーを使用し、
12 名がフォワードティーを使用する場合、レーティングの差を88 名のコースハンディキャッ
プに加えるのではなく、委員会は12 名のコースハンディキャップから差し引くことができる
か？

回答：　できる。全体的な影響は変わらないため、このような場合、委員会はレーティング
差を差し引いて調整することができる。

3-5/2.　ゴルフ倶楽部は、JGA ハンディキャップ規定（USGA システム準拠）第 3-5
項の規定に則さない措置をとることができるか？

質問：　異なるティーを使用した競技において、ゴルフ倶楽部は JGAハンディキャップ規定
（USGAシステム準拠）第 3-5 項の規定に則さない措置をとることができるか？

回答：　できない。異なるティーを使用する競技でJGAハンディキャップ規定（USGAシス
テム準拠）第 3-5 項の規定を適用しないことは、「ゴルフ規則」の適用を排除することになり、
競技を管理する委員会は「ゴルフ規則」の適用を排除する権限を持たない。

3-6/1.　プレーヤーが JGA ハンディキャップ規定（USGA システム準拠）で認めら
れるハンディキャップよりも多いハンディキャップをマッチで使用した場合

質問：　コースハンディキャップ 23のプレーヤーAと、コースハンディキャップ 31のプレー
ヤーBがマッチで対戦した。第 9-4a(i) 項に定められているハンディキャップアローワンス
を適用して、両者のコースハンディキャップの差である8打がプレーヤーBに与えられ、そ
のマッチはプレーヤーBが1アップで勝った。しかしプレーヤーAがプレーヤーBのハンディ
キャップについて質問したところ、JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）に定
められているストロークコントロール（ESC）によるホールスコア調整を行っていなかったこと
をプレーヤーBは認めた。もしESCによるホールスコア調整を行っていれば、プレーヤー
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Bのコースハンディキャップは 29であったと判断し、委員会はプレーヤーBを規則 6-2aの
違反で失格とした。委員会の裁定は正しいか？

回答：　「ゴルフ規則」の規則6-2aには次のように明記している。『ハンディキャップ競技では、
マッチを始める前に、プレーヤーは互いにそれぞれのハンディキャップを決める。プレーヤー
がそのプレーヤーに認められるハンディキャップよりも多いハンディキャップを宣言した上で
マッチを始め、このことが与えたり受けるストローク数に影響した場合、そのプレーヤーは
競技失格となる。それ以外の場合には、プレーヤーは宣言したハンディキャップでプレーし
なければならない。』

たとえ ESCによるホールスコアの調整をプレーヤーBが怠ったためにコースハンディキャッ
プが正確でないとしても、プレーヤーBのコースハンディキャップは 31である。従って、プ
レーヤーBは規則 6-2aに違反しておらず、マッチの結果はそのままである。

プレーヤーがハンディキャップ査定のために各ホールのスコアを正しく記入したり提出したか
どうかを、競技を開催する委員会が判断するのは現実的ではなく、「ゴルフ規則」は、プレー
ヤーがこれらを正しく行っていることを前提としている。従ってこのような場合には、ハンディ
キャップ査定のために提出したスコアにストロークコントロールを適用しなかったことを理由
に、JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）第 8-4c 項の規定に基づいて、ハン
ディキャップ委員会がプレーヤーBに対して適切な処置を下す。

第 4章：　ホールスコアの調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

ゴルフのゲームでは、プレーヤーが常に最善のプレーに務めることを前提としている。JGA
ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）は、ホールアウトしていな
いホール、プレーしなかったホール、または「ゴルフ規則」に従ってプレーされなかったホー
ルのスコアを記入すること、並びにストロークコントロールのホール上限スコアを超えるスコ
アを下方修正することを、各プレーヤーに義務づけている。

4-1.　ホールアウトしていないホール、コンシードされたストローク

ホールアウトしなかったホールやストロークがコンシードされたホールがある場合、プレー
ヤーはハンディキャップ査定のために、そのホールに最も可能性の高いスコアを記入しなけ
ればならない。最も可能性の高いスコアは、第 4-3 項に定義されているそのプレーヤーの
ストロークコントロールの上限スコアを超えることはできない。最も可能性の高いスコアは、
略称コード「X」を付記して記入する（裁定 4-1-1参照）。

ホールアウトしなかった理由がハンディキャップの改ざん目的でなければ、プレーヤーが1ラ
ウンド中に認められるホールアウトしなかったホールの数に上限はない。
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例1：　プレーヤーAとプレーヤーBは、フォアボールストロークプレー競技にパートナーと
して参加した。両者ともにハンディキャップを受けないホールで、プレーヤーAは第2打をホー
ルまで残り6メートルにつけ、プレーヤーBは残り8メートルにつけた。プレーヤーBが先
に第 3打のパットを入れ、プレーヤーAはプレーヤーBのスコアを上回る可能性が無くなっ
たために球をピックアップした。この場合、プレーヤーAの最も可能性の高いスコアは「4」
となり、スコアカードには「X-4」と記入する。

例2：　プレーヤーAとプレーヤーBがマッチプレーで対戦した。両者ともにハンディキャッ
プを受けないホールで、プレーヤーAはスコア「4」で先にホールアウトし、プレーヤーBはカッ
プまで10メートルの第 5打を残した。このホールのプレーヤーBの負けが決定したために、
プレーヤーBは球をピックアップした。この場合、プレーヤーBの最も可能性の高いスコ
アは「6」となり、スコアカードには「X-6」と記入する。

例3：　プレーヤーAとプレーヤーBがマッチプレーで対戦した。両者ともにハンディキャッ
プを受けないホールで、プレーヤーAは第 4 打をカップまで 30 センチにつけ、プレーヤー
Bは残り3メートルの第3打パットを外した。両者はともにコンシードし、このホールを分けた。
この場合、プレーヤーAとプレーヤーBの最も可能性の高いスコアは「5」となり、スコアカー
ドには両者とも「X-5」と記入する。

4-2.　プレーしなかったホール、「ゴルフ規則」従ってプレーされなかったホール

プレーしなかったホールやゴルフ規則に従ってプレーされなかったホール（プリファードライ
の場合を除く）がある場合、プレーヤーはハンディキャップ査定のために、そのホールのパー
にそのホールでプレーヤーが受けるハンディキャップストロークを加えたスコアを記入しなけ
ればならない。このスコアは、略称コード「X」を付記して記入する。

例：　コースハンディキャップ 10 のプレーヤーは、ハンディキャップホールの最初の10ホー
ルで各ハンディキャップストローク1打を受ける。6 番目のハンディキャップホール（パー4）
がグリーン改造中だったためにプレーしなかった場合、そのホールのスコアはパー（4）にハ
ンディキャップストローク（1）を加えたものでなければならず、スコアカードには「X-5」と
記入する。

注：　「ゴルフ規則」に従ってプレーされなかったホールが多数に及ぶ場合は、そのラウン
ドのスコアをハンディキャップ査定のために提出してはならない。

4-3.　ストロークコントロール（ESC）

トーナメントスコアを含む、ハンディキャップ査定のために提出するすべてのスコアには、ス
トロークコントロール（ESC）を適用しなければならない。ストロークコントロールは、プレー
ヤーの潜在技量をよりハンディキャップに反映させることを目的として、ハンディキャップ査
定のために1ホールのスコアに上限を定めて調整する。

ESCを適用していないスコアによって査定されたハンディキャップを、JGA/USGA ハン
ディキャップインデックスと呼ぶことはできない。
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ESCは、下記の表に基づいて、プレーヤーの実際のスコアまたは最も可能性の高いスコア
が 1ホールのスコア上限を超えた場合に、使用するティーのコースハンディキャップに応じ
て適用する（9ホールのストロークコントロールについては第10-5c 項参照）。

ストロークコントロール
コースハンディキャップ 1ホールのスコア上限

9以下 ダブルボギー
10～ 19 7
20 ～ 29 8
30 ～ 39 9
40 以上 10

例：　コースハンディキャップ 6 のプレーヤーは、1ホールのスコア上限は「パー＋2打」（ダ
ブルボギー）。コースハンディキャップ 13 のプレーヤーは、ホールのパーに関係なく1ホー
ルのスコア上限は「7打」。コースハンディキャップ42 のプレーヤーは、ホールのパーに関
係なく1ホールのスコア上限は「10 打」である。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスを取得していないプレーヤーは、JGA/USGA
ハンディキャップインデックス上限値（男子36.4、女子 40.4）を使用してコースハンディ
キャップを決定し、ストロークコントロールを実施しなければならない。

ストロークコントロールを適用する各ホールのスコアに上限はない。

例：　コースハンディキャップ 23 のプレーヤーが、1ラウンド中 3ホールでそれぞれスコ
ア「9」、「10」、「11」を出した。この場合、各ホールの ESC上限は「8」なので、ESC適
用後のこのプレーヤーの調整グロススコアは、実際のスコアよりも6 打少なくなり（［9－8］
＋［10－ 8］＋［11－ 8］＝ 6）、スコア記録にはこの調整グロススコアを記録する。

競技の条件、ハンディキャップアローワンス、異なるティーを使用する競技、または男女が
同じティーを使用する競技などによってハンディキャップに調整が加えられる場合でも（第
3-5 項、第 9-3c 項、第 9-4 項参照）、ストロークコントロールを実施する際にはプレーヤー
の実際の JGA/USGA ハンディキャップインデックスを使用してコースハンディキャップを
決定する。

例1：　JGA/USGA ハンディキャップインデックス 35.4、コースハンディキャップ 39 の
プレーヤーが、競技の条件として JGA/USGA ハンディキャップインデックス 25.4 を上限
に定める競技に参加し、コースハンディキャップ 28 でプレーした。しかしストロークコント
ロールを実施する際は、このプレーヤーはコースハンディキャップ 39を使用する。
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例 2：　コースハンディキャップ 30 のプレーヤーがフォアボール競技に参加し、ハンディ
キャップアローワンス 90 パーセントの適用を受けてコースハンディキャップ 27でプレーし
た。しかしストロークコントロールを実施する際は、このプレーヤーはコースハンディキャッ
プ 30を使用する。

例 3：　JGA/USGA ハンディキャップインデックス 25.4、コースハンディキャップ 28 の
プレーヤーが、異なるティーを使用する競技に参加した。レーティングの高いティー（JGA/
USGAコースレーティング 73.0）とレーティングの低いティー（JGA/USGAコースレーティ
ング 71.2）のレーティング差は2打である（73.0－71.2＝1.8→四捨五入→2）。このプレー
ヤーはレーティングの高いティーを使用したため、追加 2打のハンディキャップストロークを
受け、コースハンディキャップ 30 でプレーした。しかしストロークコントロールを実施す
る際は、このプレーヤーはコースハンディキャップ 28を使用する。

例 4：　JGA/USGA ハンディキャップインデックス 25.4、コースハンディキャップ 28 の
プレーヤーが、参加した競技をスコア「92」（ストロークコントロールを適用していないグロ
ススコア）でプレーした。トーナメントでは「92」のスコアを提出したが、ハンディキャップ
査定のためにスコアを提出する際には、必ずストロークコントロールによる調整を加えなけ
ればならない。

プレーヤーはいかなる場合においても、本章の規定を JGA/USGA ハンディキャップイン
デックスの改ざん目的に使用してはならない。もしそのような目的で本章の規定を使用した
場合、ハンディキャップ委員会はそのプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデッ
クスを第 8-4 項に基づいて修正するか、或いは無効としなければならない。

【裁定集】第 4章：　ホールスコアの調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4-1/1.　ホールアウトしなかったホールの「最も可能性の高いスコア」

質問：　ホールアウトしなかったホールでは、プレーヤーはハンディキャップ査定のために、
そのホールに「最も可能性の高いスコア」を記入しなければならず、このスコアは、そのプレー
ヤーのストロークコントロール上限を超えることはできないと、第 4章「ホールスコアの調整」
で明記されている。「最も可能性の高いスコア」の具体的な意味は？

回答：　「最も可能性の高いスコア」は、各プレーヤーが自身のプレーに基づいて判断しな
ければならないものであり、実際に費やしたストロークに、50 パーセント以上の確率でそこ
からホールアウトするまでに費やすであろうとプレーヤー自身が判断したストローク数を足し
たものである。プレーヤーは個々の状況を、合理的な予測に基づいて評価しなければなら
ない。

またプレーヤーは「最も可能性の高いスコア」とストロークコントロールの上限スコアを比較し、
そのうち小さいスコアを採用する。例えば、「最も可能性の高いスコア」が「8」、ESC上限ス
コアが「7」の場合、ハンディキャップ査定のためにスコアカードには「X-7」と記入する。
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プレーヤーおよびハンディキャップ委員会の責任

第 5章：　スコア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

5-1.　採用可能なスコア

ハンディキャップの公平性を高めるには、プレーヤーの潜在技量を反映した完全なスコア記
録に関する正確な情報が必要である。各プレーヤーは、本章で定義されている採用可能な
スコアすべてを提出する責任を負わなければならない。第 4章で定めるすべての調整（スト
ロークコントロールを含む）は、トーナメントスコアを含むすべてのスコアに適用しなけれ
ばならない。

■ a. スコアの提出
13ホール以上プレーした場合は、プレーヤーは18ホールのスコアを提出しなければならな
い。7～12ホールをプレーした場合は、プレーヤーは 9ホールのスコアを提出しなければ
ならない（裁定 5-1a/3 参照）。

■ b. すべてのコースのスコア
プレーヤーはアクティブシーズン中、JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレー
ティングを持つすべてのコース（ホームコース、アウェイコース共に）のスコアを、適切な
JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングを付記して提出しなければな
らない（裁定 5-1b/1参照）。

■ c. すべての形式の競技のスコア
マッチプレーおよびストロークプレーのスコアは、ハンディキャップ査定のために提出しなけ
ればならない。マッチプレー形式、複数ボール形式、またはチーム戦形式においてホールア
ウトしていないホールがある場合や、そのホールの負けが決定して球をピックアップした場合
も、これに含まれる（裁定 5-1c/1、および第 4章参照）。

■ d. ゴルフ規則に従ったプレーのスコア
スコアは、ゴルフ規則の理念に則ったプレーによるものでなければならない（裁定 5-1d/1、
および 5-1d/2 参照）。

■ e. 失格
プレーヤーが競技失格となった場合でも、採用可能なスコアであれば、ハンディキャップ査
定のために調整グロススコアを提出しなければならない。例えば、スコアカードの署名を怠っ
たために競技失格となたプレーヤーのスコアが、ハンディキャップ査定に採用可能なスコア
の場合である。
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■ f. 採用できないスコア
下記の条件に基づくスコアはハンディキャップ査定に採用することはできず、プレーヤーの
スコア記録に登録してはならない。

	 （i）	 �プレーしたホールが 7ホール未満の場合

	 （ii）	 �JGA（承認されたゴルフ協会）が定めた非アクティブシーズン中のゴルフコース
でプレーが行われた場合

	 （iii）	 �ゴルフ規則の理念に従ってプレーされなかったホールが多数に及ぶ場合（プリ
ファードライの場合を除く）

	 （iv）	 �18 ホールのコース距離が 3,000 ヤード未満の場合（9ホールのコースは1,500
ヤード未満の場合）

	 （v）	 �競技の条件としてクラブの本数が 14 本未満に制限されている場合、または使
用できるクラブの種類が制限されている場合（例：アイアンのみを使用する競技
など）

	 （vi）	 �JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングを持たないコース
でプレーした場合

	 （vii）	 �規則に適合しないクラブ、球、またはティーペグを使用した場合

	 （viii）	 �ゴルフ規則14-3 に関連して、ストローク中に人工の機器や異常な用具を使用し
たり、用具を異常な方法で使用した場合（例外については裁定 5-1f/2 参照）

5-2.　スコアの提出

■ a. 通則
プレーしたコースにてラウンド終了後直ちに、プレーヤー自らが直接スコアを提出することは、
スコアの検証を実施するための望ましい方法である。このスコア提出方法は、可能な限り実
施されなければならない。スコア提出場所は、プレーヤーがなるべく容易に毎ラウンドのス
コアを提出できるように設置するべきである。レポート形態はゴルフ倶楽部または JGA（承
認されたゴルフ協会）の責任であり、ハンディキャップ委員会が採用した手続きに従って実
施する。提出されたスコアは、その日のうちに全会員に開示し、スコア検証を受けられるよ
うにしなければならない（裁定 5-2a/1）。
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ハンディキャップ査定のために、プレーヤーは、プレーしたコースにてラウンド終了後直ちに、
以下の情報を自ら提出しなければならない。もしそれが不可能な場合は、次回のハンディ
キャップ更新日の前にスコア記録が最新の状態になるように、できるだけ速やかに提出しな
ければならない（裁定 5-2a/2）。

	 （i）	 �プレーヤー名前、または ID 番号

	 （ii）	 �日付

	 （iii）	 �コース名 *

	 （iv）	 �プレーしたコースの JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティング

	 （v）	 �調整グロススコア

	 （vi）	 �トーナメントスコアまたはインターネット上で提出されたスコアのスコアタイプ
（スコアタイプ参照）

*タイプ 1およびタイプ 2ゴルフ倶楽部は奨励、タイプ 3ゴルフ倶楽部は義務。

ハンディキャップ委員会は、Eメール、ファックス、インターネット、郵送によるスコア提出
を認めることができる。但し、電話による口頭でのスコア提出は認められない。

Eメール、ファックス、インターネット、郵送で倶楽部に提出されたスコアは、プレーヤー自
らが直接スコアを提出した場合と同様に、スコア検証を受けなければならない。Eメール、
ファックス、インターネット、郵送によるスコア提出をゴルフ倶楽部が認めた場合は、ハンディ
キャップ委員会はこれらのスコア受付に関する責任者1名を配置しなければならない。また
インターネットでのスコア提出を認める場合は、倶楽部の全会員がインターネット上ですべて
のスコアを検証できるようにしなければならない。

提出するのは合計スコアで良く、ホールバイホールのスコアは必要ない。ハンディキャップ委
員会は委員会の責任遂行の補助として、定期的にスコアカード現物の提出やアテスト署名を
プレーヤーに求めることができるが、このことを採用可能なスコアの条件として使用してはな
らない。ハンディキャップ査定に採用可能なスコアは、スコアカード現物の有無に拘わらず
採用される（裁定 5-2a/3、および 5-2a/4 参照）。

■ b. １８ホール未満のスコアの提出
13ホール以上プレーした場合は、プレーヤーは18ホールのスコアを提出しなければならな
い。7～12ホールをプレーした場合は、プレーヤーは 9ホールのスコアを提出しなければ
ならない。いずれの場合も、プレーしていないホールについては、そのホールのパーにそのホー
ルでプレーヤーが受けるハンディキャップストロークを加えたスコアを記入しなければならな
い。（第 4章、および第 5-1a 項参照）。
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例：　コースハンディキャップ 30 のプレーヤーが、日没のために16ホールでプレーを終了
した。17番ホールはハンディキャップナンバー18のパー3なので、このプレーヤーの17番
のスコアは、パー（3）＋ハンディキャップストローク（1）＝「X-4」となる。18 番ホールはハ
ンディキャップナンバー12のパー 4 なので、このホールのスコアは、パー（4）＋ハンディキャッ
プストローク（2）＝「X-6」となる。

■ c. ９ホールスコアの提出
9ホールのスコアをハンディキャップ査定に採用するためには、以下の条件を満たさなけれ
ばならない。

	 （i）	 �コースが 9ホールの JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティ
ングを持っていなければならない。

	 （ii）	 �最低 7ホール以上プレーしなければならない。

プレーヤーがスコア記録に登録できる9ホールスコアの数に制限はない。提出したスコアの
大部分が 9ホールスコアであっても、そのプレーヤーは、9ホールのハンディキャップインデッ
クス（ハンディキャップインデックス(N)）ではなく（計算式は第10-5 項参照）、18ホール
の JGA/USGA ハンディキャップインデックス（第10-2 項参照）を使用することができる（裁
定 5-2c/1参照）。

■ d. ９ホールスコアの取扱について
提出された9ホールスコアは、以下のように取り扱う。

	 （i）	 �9ホールスコアをトーナメントスコア（Tスコア）に指定してはならない。

	 （ii）	 �2 つの 9ホールスコアを連結して18ホールスコアにする場合、JGA/USGAコー
スレーティングは各 9ホールの合計、スロープレーティングは各 9ホールの平均
（小数点以下を四捨五入した整数）を使用する。

	 （iii）	 �2 つの 9ホールスコアが連結された18ホールスコアは、略称コード「C」を付
記して記録する（例 85C）。またその2つの 9ホールのうちいずれかがインター
ネット経由で提出されたものである場合（第 5-2a(vi) 項参照）、略称コード「CI」
を付記して記録する。

	 （iv）	 �9ホールスコアは、スコアタイプに拘わらず、プレーヤーのスコア記録への提出
順で連結する。例えば、異なるコースのミドルティーとバックティーの 9ホール
スコアを、提出順に基づいて連結する。

	 	 �9ホールスコアを連結した18ホールスコアには、2つの 9ホールスコアのうち最
も新しい方の日付とコース名（必要に応じて）を付記する（例：4月29日と5月
4日の場合は 5月4日を採用）。
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	 	 �スコア記録に登録されている20番目に古い18ホールスコアよりも新しい9ホー
ルスコアは、他の 9ホールスコアと連結することができる。9ホールスコアの連
結はプレーヤーのスコア記録への提出順に基づいて行い、必ずしも日付順であ
る必要はない。

プレーヤーがスコア記録に登録できる9ホールスコアの数に制限はない。提出したスコアの
大部分が 9ホールスコアであっても、そのプレーヤーは、9ホールのハンディキャップインデッ
クス（ハンディキャップインデックス(N)）ではなく（計算式は第10-5 項参照）、18ホール
の JGA/USGA ハンディキャップインデックス（第10-2 項参照）を使用することができる（裁
定 5-2c/1参照）。

■ e. トーナメントスコアの提出
トーナメントスコアとは、競技を管理する委員会によって開催される競技で出されたスコア
をいう。競技は正規のラウンドに基づいて優勝者を決定しなければならず、ゴルフ規則に従っ
てプレーされなければならない。

委員会は（競技を管理する委員会と協議したうえでハンディキャップ委員会がこれを担うの
が望ましい）、その競技がトーナメントスコアの条件を満たしているかどうかを事前に決定し、
スコア提出の際に略称コード「T」を付記しなければならないかどうかを事前に通知しなけ
ればならない。日常的に行われている競技（オープンコンペなど）は、伝統、スケジュール、
競技形態、および倶楽部の会員制度に関して重要度が高くないため、通常はトーナメントス
コアに指定されない。

■ f. プレーヤーの代わりに委員会がスコアを提出する場合
プレーヤーがスコア提出を怠った場合、ハンディキャップ委員会はそのプレーヤーの承諾な
しにスコアを提出することができる（第 8-4b 項参照）。競技においては、その競技を管理
する委員会が参加者すべてのスコアを提出することができる。プレーヤーと委員会によるス
コアの重複提出を避けるため、委員会はスコアを提出する際に必ずプレーヤーにその旨を通
知しなければならない。

■ g. レーティング査定済みコースの未査定ティーインググラウンドを使用したスコアの提出
JGA（承認されたゴルフ協会）は、最も使用頻度の高いティーインググラウンドに JGA/
USGAコースレーティングとスロープレーティングを査定する。もしプレーしたティーイング
グラウンドに該当する性別の JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティングが査
定されていない場合、プレーヤーは一時的な措置として以下の手順を適用することができる。

	 ・	 �該当する性別のレーティングが査定されている最も近いティーインググラウンドを選ぶ。

	 ・	 �選択したティーインググラウンドとプレーするティーインググラウンドのヤーデージ差
を算出する。

	 ・	 �次頁に記載した表を使用して、ヤーデージ差によるレーティング調整値を導き出す。
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女子：未査定ティーインググラウンドのレーティング調整表

査定済み
ティーとの
ヤーデージ差

JGA/USGA
コース

レーティング
調整値

スロープ
レーティング
調整値

査定済み
ティーとの
ヤーデージ差

JGA/USGA
コース

レーティング
調整値

スロープ
レーティング
調整値

0 ～ 8 0.0 0 621 ～ 638 3.5 7
9 ～ 26 0.1 0 639 ～ 656 3.6 8
27 ～ 44 0.2 0 657 ～ 674 3.7 8
45 ～ 62 0.3 1 675 ～ 692 3.8 8
63 ～ 80 0.4 1 693 ～ 710 3.9 8
81 ～ 98 0.5 1 711 ～ 728 4.0 8
99 ～116 0.6 1 729 ～ 746 4.1 9
117 ～134 0.7 1 747 ～ 764 4.2 9
135 ～152 0.8 2 765 ～ 782 4.3 9
153 ～170 0.9 2 783 ～ 800 4.4 9
171 ～188 1.0 2 801 ～ 818 4.5 10
189 ～ 206 1.1 2 819 ～ 836 4.6 10
207 ～ 224 1.2 2 837 ～ 854 4.7 10
225 ～ 242 1.3 3 855 ～ 872 4.8 10
243 ～ 260 1.4 3 873 ～ 890 4.9 10
261 ～ 278 1.5 3 891 ～ 908 5.0 11
279 ～ 296 1.6 3 909 ～ 926 5.1 11
297 ～ 314 1.7 4 927 ～ 944 5.2 11
315 ～ 332 1.8 4 945 ～ 962 5.3 11
333 ～ 350 1.9 4 963 ～ 980 5.4 11
351 ～ 368 2.0 4 981 ～ 998 5.5 12
369 ～ 386 2.1 4 999 ～1016 5.6 12
387 ～ 404 2.2 5 1017 ～1034 5.7 12
405 ～ 422 2.3 5 1035 ～1052 5.8 12
423 ～ 440 2.4 5 1053 ～1070 5.9 13
441 ～ 458 2.5 5 1071～1088 6.0 13
459 ～ 476 2.6 5 1089 ～1106 6.1 13
477 ～ 494 2.7 6 1107 ～1124 6.2 13
495 ～ 512 2.8 6 1125 ～1142 6.3 13
513 ～ 530 2.9 6 1143 ～1160 6.4 14
531 ～ 548 3.0 6 1161 ～1178 6.5 14
549 ～ 566 3.1 7 1179 ～1196 6.6 14
567 ～ 584 3.2 7 1197 ～1211 6.7 14
585 ～ 602 3.3 7 1212 ～1232 6.8 14
603 ～ 620 3.4 7 1233 ～1250 6.9 15

調整表の使用方法：　査定済みティーインググラウンドと未査定ティーインググラウンドのヤーデージ差に
該当する欄を選択し、JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティングの調整値を導き出す。未査定
ティーインググラウンドのヤーデージが査定済みティーインググラウンドより長い場合、上記の調整値を査定
済みティーインググラウンドのレーティングに加える。未査定ティーインググラウンドのヤーデージが査定済み
ティーインググラウンドより短い場合、上記の調整値を査定済みティーインググラウンドのレーティングから差
し引く。
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男子：未査定ティーインググラウンドのレーティング調整表

査定済み
ティーとの
ヤーデージ差

JGA/USGA
コース

レーティング
調整値

スロープ
レーティング
調整値

査定済み
ティーとの
ヤーデージ差

JGA/USGA
コース

レーティング
調整値

スロープ
レーティング
調整値

0 ～10 0.0 0 407 ～ 428 1.9 5
11 ～ 32 0.1 0 429 ～ 450 2.0 5
33 ～ 54 0.2 0 451 ～ 472 2.1 5
55 ～ 76 0.3 1 473 ～ 494 2.2 5
77 ～ 98 0.4 1 495 ～ 516 2.3 5
99 ～120 0.5 1 517 ～ 538 2.4 6
121 ～142 0.6 1 539 ～ 560 2.5 6
143 ～164 0.7 2 561 ～ 582 2.6 6
165 ～186 0.8 2 583 ～ 604 2.7 6
187 ～ 208 0.9 2 605 ～ 626 2.8 7
209 ～ 230 1.0 2 627 ～ 648 2.9 7
231 ～ 252 1.1 3 649 ～ 670 3.0 7
253 ～ 274 1.2 3 671 ～ 692 3.1 7
275 ～ 296 1.3 3 693 ～ 714 3.2 8
297 ～ 318 1.4 3 715 ～ 736 3.3 8
319 ～ 340 1.5 4 737 ～ 758 3.4 8
341 ～ 362 1.6 4 759 ～ 780 3.5 8
363 ～ 384 1.7 4 781 ～ 802 3.6 9
385 ～ 406 1.8 4

調整表の使用方法：　査定済みティーインググラウンドと未査定ティーインググラウンドのヤーデージ差に該当
する欄を選択し、JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティングの調整値を導き出す。未査定ティー
インググラウンドのヤーデージが査定済みティーインググラウンドより長い場合、上記の調整値を査定済み
ティーインググラウンドのレーティングに加える。未査定ティーインググラウンドのヤーデージが査定済みティー
インググラウンドより短い場合、上記の調整値を査定済みティーインググラウンドのレーティングから差し引く。

未査定ティーインググラウンドのヤーデージが査定済みティーインググラウンドより長い場合、
上記表の調整値を査定済みティーインググラウンドのレーティングに加える。未査定ティーイ
ンググラウンドのヤーデージが査定済みティーインググラウンドより短い場合は、上記表の調
整値を査定済みティーインググラウンドのレーティングから差し引く。

この方法は、プレーヤーが異なるティーインググラウンドを組み合せてプレーする場合にも
適用できる。その場合は、まずプレーする合計ヤーデージを決定し、上記の手順を適用する。

競技を管理する委員会が異なるティーインググラウンドを組み合わせて競技を開催する場
合も、この方法を適用することができる。但しこの方法で決定したレーティングは、正式な
JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングではない。

9ホールのレーティングを調整する場合は、JGA/USGAコースレーティングは実際のヤー
デージ差に基づいて決定し、スロープレーティングはヤーデージ差を2倍した数値に基づい
て決定する。
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例1：　女子レーティングが査定されていないミドルティーから女子がプレーした。フォワー
ドティーの女子 JGA/USGAコースレーティングは 71.6、スロープレーティングは119、ミ
ドルティーのヤーデージはフォワードティーより396ヤード長い。この場合、女子調整表を
使用して、査定済みティーインググラウンドとのヤーデージ差「387～ 404」から、JGA/
USGAコースレーティング調整値「2.2」、スロープレーティング調整値「5」を選択し、そ
れぞれをフォワードティーのレーティングに加える。提出スコアには、JGA/USGAコースレー
ティング 73.8（71.6＋2.2）、スロープレーティング 124（119＋5）を記入する。

例2：　男子レーティングが査定されていないフォワードティーから男子が 9ホールをプレー
した。ミドルティーの男子 9ホール JGA/USGAコースレーティングは 34.8、スロープレー
ティングは117、フォワードティーのヤーデージはミドルティーより195ヤード短い。この場合、
男子調整表を使用して、査定済みティーインググラウンドとのヤーデージ差「187～ 208」か
ら JGA/USGAコースレーティング調整値「0.9」を選択し、2倍のヤーデージ差（195×2
＝ 390）に該当する「385 ～ 406」からスロープレーティング調整値「4」を選択。それぞ
れをミドルティーのレーティングから差し引く。提出スコアには、JGA/USGAコースレーティ
ング 33.9（34.8 － 0.9）、スロープレーティング 113（117－ 4）を記入する。

注1：　必要な JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティング（男女共に）
が査定されていないコースをプレーした場合、プレーヤーは JGA（承認されたゴルフ協会）
に連絡すること。

注 2：　査定済みティーインググラウンドとのヤーデージ差が女子1,250 ヤード、男子 802
ヤードを超える場合、そのヤーデージ差を2で割った数値を調整表に適用し、これに該当
するJGA/USGAコースレーティングとスロープレーティングの調整値を2倍する。例えば、
男子のヤーデージ差が 1,400 ヤードの場合、ヤーデージ差 700 ヤードに該当する「693 ～
714」を選択し、調整値は JGA/USGAコースレーティングが「3.2×2＝ 6.4」、スロープレー
ティングは「8×2＝16」となる。

【裁定集】第 5章：　スコア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5-1a/1.　任意に選択した 9ホールを 2回プレーしたスコアの使用

質問：　ある倶楽部では、悪天候の時に多くのメンバーが、クラブハウスに近い9ホール（1、
2、3、13、14、15、16、17、18 番）をプレーすることが多い。この 9ホールを2 回プレー
したスコアは、ハンディキャップ査定に採用できるか？

回答：　できる。このようなプレー方法がよく行われている場合は、倶楽部は JGA（承認さ
れたゴルフ協会）から、このプレー方法でハンディキャップディファレンシャルを決定できる
JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングを取得することができる。
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5-1a/2.　1人でプレーした時のスコア

質問：　プレーヤーが1人でプレーした時のスコアは、ハンディキャップ査定に採用できるか？

回答：　できる。但し、ゴルフ規則に従ってプレーした場合に限る。

5-1a/3.　臨時のグリーンまたはティーインググラウンドを使用したスコアを、ハン
ディキャップ査定に採用する

質問：　臨時のグリーンまたはティーインググラウンドを使用した場合、倶楽部はそのスコア
をハンディキャップ査定に採用できるか？

回答：　できる。コース改造中でもゴルフ規則に従ってプレーできる場合は、そのスコアは
提出するべきである。レーティングの変更については、倶楽部は必ず JGA（承認されたゴル
フ協会）に相談しなければならない。

5-1b/1.　アウェイスコアを認めない倶楽部

質問：　倶楽部は、アウェイスコアをハンディキャップ査定に採用することを拒否できるか？

回答：　できない。プレーヤーがすべての採用可能なスコアを提出してスコア検証を受ける
ことは、JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の基本理念である。

5-1c/1.　マッチプレーとストロークプレーが複合された場合のスコアの取扱

質問：　倶楽部選手権のマッチプレー競技で対戦した 2人のプレーヤーが、同時にストロー
クプレーでも競った。このようなプレー方法はゴルフ規則 33-1で禁止されている。2人のプ
レーヤーは、このスコアをハンディキャップ査定のために提出できるか？

回答：　ストロークプレーのスコアは、ハンディキャップ査定に採用できる。

5-1d/1.　レッスンを受けながらプレーしたスコア

質問：　レッスンを受けながらプレーしたスコアを提出できるか？

回答：　できない。レッスンを受けながらのプレーはゴルフ規則に従って行われたプレーで
はなく（規則 8-1参照）、そのスコアは JGA/USGA ハンディキャップインデックスの計算に
使用することはできない。

5-1d/2.　1人のプレーヤーがラウンドを通して 2つの球をプレーした場合のスコア

質問：　あるプレーヤーは、しばしば 1人でラウンドし、ラウンド全体を通して2つの球を
プレーする。このプレーヤーは、それぞれの球のスコアをハンディキャップ査定のために提
出することができるか？
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回答：　できない。2つの球をプレーすることは、ゴルフ規則に従ったプレーとはみなされず
（規則 7-2 参照）、いずれの球でプレーしたスコアも提出することはできない。

5-1f/1.　パー 3コースのスコア

質問：　距離 3,000 ヤード未満のパー3コースでのスコアが JGA/USGAハンディキャップ
インデックスの査定に採用できないのは何故か？

回答：　一般的にこのようなコースでは、14 本すべてのクラブを使用することが求められず、
そのスコアを通常のコースと同じ基準でハンディキャップ査定に使用するのは公平ではない。
また、このようなショートコースでのスコアは、使用クラブの種類を制限した競技でのスコア
と同様である。従って、ハンディキャップ査定に採用することはできない。

但し、パー3コースのスコアは、そのようなショートコースでの使用に限定したハンディキャッ
プ（ショートコースハンディキャップ）を査定するために採用することができる。詳細は付則
Aを参照。

5-1f/2.　距離計測機器を使用したプレーのスコア

質問：　距離計測機器を使用したプレーのスコアは、ハンディキャップ査定に採用できるか？

回答：　使用した距離計測機器が距離のみを測定する機器であれば、委員会が距離測定
機器の使用を認めるローカルルールを制定しているか否かに拘わらず、そのスコアはハンディ
キャップ査定に採用することができる。しかし、プレーヤーのプレーに影響する可能性のあ
るその他の条件（例えば風や傾斜など）を測定する機器を使用することは認められず、その
ような付属の機能を実際に使用したかどうかに拘わらず、その機器を使用したプレーのスコ
アはハンディキャップ査定に採用することができない。（改訂項目）

5-1f/3.　ストローク中に人工の機器を使用したプレーのスコア

質問：　ストローク中にタオルを脇の下に挟むなど、人工の機器を使用したプレーのスコアは、
ハンディキャップ査定に採用できるか？

回答：　できない。規則14-3 に定められているように、ストローク中に人工の機器を使用
した場合、そのスコアは第 5-1f(viii) 項に基づいて、ハンディキャップ査定に採用することは
できない。
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5-2a/1.　指定期間内のスコア提出

質問：　倶楽部会員のなかにはプレー日の2ヶ月後にスコアを提出する者がいる。プレー日
から2 週間以内のスコア提出をハンディキャップ委員会が義務づけることは適切か？

回答：　適切である。通常、スコアはラウンド終了直後、または可及的速やかに提出すべき
である。ハンディキャップ委員会は、情状を酌量したうえで、スコア提出の合理的な期限を
定めることができる。

5-2a/2.　スコア提出が遅れてハンディキャップ更新日に間に合わなかった場合

質問：　5月1日はハンディキャップ更新日だったが、4月30日にプレーしたプレーヤーが
スコアを提出したのは 5月2日だった。この場合、ハンディキャップ委員会はどのような措
置をとれば良いか？

回答：　可能であれば、4月30日のスコアを追加してこれらのプレーヤーのハンディキャッ
プを直ちに再計算する。ハンディキャップ計算を外部委託している倶楽部など、もしそれが
不可能な場合は、そのスコアは次回のハンディキャップ更新日まで持ち越す。

5-2a/3.　スコアカードの提出

質問：　ハンディキャップ委員会は、プレーヤーに対してスコアカード現物の提出を義務づ
けることはできるか？

回答：　できない。ハンディキャップ委員会は、プレーヤーのスコア調整が正確に実施され
ているかどうかを確認するために、定期的にスコアカード現物の提出を求めることはできる
が、仮にスコアカードの提出がなくても、スコア記録やJGA/USGAハンディキャップインデッ
クスに関するペナルティーを課すことがあってはならない。

5-2a/4.　JGA/USGAハンディキャップインデックスの停止または修正を受けたプ
レーヤーに対する、スコアカード提出の義務づけ

質問：　ハンディキャップ委員会によってJGA/USGA ハンディキャップインデックスが停止
されたり修正されたプレーヤーが、新たに JGA/USGAハンディキャップインデックスの取得
を認められた場合、ハンディキャップ委員会はそのプレーヤーに対してスコアカードの提出を
義務づけることはできるか？

回答：　できる。ハンディキャップ委員会によってJGA/USGA ハンディキャップインデック
スが停止されたり修正されたプレーヤーに対して、ハンディキャップ委員会は観察期間内の
スコアカード提出を要請することができる。
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5-2a/5.　フォアボール競技でスコア未記入のホールがある場合

質問：　倶楽部主催のフォアボール競技に参加したプレーヤーは、ゴルフ規則 31-3 に従っ
て、2つのホールでパートナーのスコアを採用したため自分のスコアを記入しなかった。ハン
ディキャップ査定のために、委員会はこのプレーヤーの2ホールのスコアをどのように記入す
れば良いか？

回答：　プレーヤー自身がスコア未記入ホールのスコアを覚えている場合は、そのプレーヤー
はストロークコントロールの上限範囲内で実際のスコアを記入しなければならない。プレー
ヤーが球をピックアップした場合は、委員会はそのプレーヤーがホールアウトしたものと仮
定して、最も可能性の高いスコアを記入しなければならない（第 4-1項参照）。しかしなが
ら、これらの情報が得られない場合は、委員会はスコア未記入ホールに、そのホールのパー
にプレーヤーが受けるハンディキャップストロークを加えたスコアを記入しなければならない
（第 4章、および裁定 4-1/1参照）。

注：　ハンディキャップ査定のためにプレーヤーに認められる1ラウンドのスコア未記入ホー
ル数には上限がある。プレーヤーは、18ホールスコアでは13ホール以上プレーしなければ
ならず、9ホールスコアでは 7ホール以上プレーしなければならない。従って、18ホールス
コアで認められるスコア未記入ホールは最大 5ホール、9ホールスコアでは最大 2ホールと
なる。

5-2a/6.　インターネットでのスコア提出

質問：　インターネットでのスコア提出に関する重要なポイントは？

回答：　インターネットの簡便性により、ゴルフ倶楽部とハンディキャップ委員会はインター
ネットによるスコア提出を積極的に推進できるとUSGAは考えている。インターネットでのス
コア提出を実施する場合は、倶楽部の全会員がインターネット上ですべてのスコアを検証で
きるようにすることが義務づけられている。会員同士で常時スコアを検証し合えるこの方法
は、スコア検証の機能を向上させることができ、ゴルフ倶楽部とJGAハンディキャップ規定
（USGAシステム準拠）の基礎をより強固にすると考えられる。

5-2a/7.　18 ホール未満でマッチが終了し、その後プレーヤーが残りホールをプレー
した場合のスコア

質問：　16 番ホールでマッチの勝敗が決した後、プレーヤーは残り2ホールをプレーした。
この2ホールのスコアはどのように記入すれば良いか？

回答：　このプレーヤーの実際のスコアを記入すべきである。マッチ終了後ホールのスコ
アが過大であると委員会が判断した場合は、第 8 章の規定を適用することができる（第
8-4c(v) 項参照）。
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5-2a/8.　モバイル端末またはワイヤレス機器によるスコア提出

質問：　プレーヤーは、モバイル端末やワイヤレス機器を使用して個人的にスコアを提出で
きるか？

回答：　できる。インターネットのスコア提出を認めている倶楽部の会員は、このような方
法でスコアを提出することができる。このような方法はコンピューター端末を使用したイン
ターネットのスコア提出と同様であるため、これらの機器の使用は認められる。

5-2a/9.　ウェブサイト上でのハンディキャップ取得

質問：　個人はウェブサイト上でJGA/USGAハンディキャップインデックスを取得できるか？

回答：　できない。但し、ライセンス認可を受け、JGAハンディキャップ規定（USGAシス
テム準拠）を完全に順守し、主にウェブサイトを通して会員とコミュニケーションを図るゴル
フ倶楽部から、個人は JGA/USGAハンディキャップインデックスを取得することができる（裁
定 2/7参照）。

5-2c/1.　9ホールスコアの連結方法

質問：　27ホールの総当たり戦形式のように、複数の 9ホールをプレーする競技の場合、
各 9ホールスコアはどのように連結すれば良いか？

回答：　9ホール毎の総当たり戦、または27ホールや複数の9ホールで争う競技方法の場合、
USGAは以下の方法で各 9ホールスコアを連結することを奨励している：
1番目と2 番目にプレーした9ホールのスコアを連結して18ホールスコアとする。3 番目に
プレーした9ホールのスコアは、9ホールスコアとして提出し、別の 9ホールスコアと連結し
た時点でスコア記録に登録する。

また例外として、例えば 1人のプレーヤーが 1日に 27ホールをプレーし、そのうち最初の 9
ホールが練習ラウンドだった場合、最初にプレーした練習ラウンドの 9ホールを 9ホールス
コアとして提出し、続く2つの 9ホールスコアを連結して18ホールスコアとする。

上記いずれの場合も、連結した 2つの 9ホールスコアは、18ホールのトーナメントスコアに
指定することができる。

第 6章：　スコア記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。
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6-1.　継続的な記録

スコア記録では、新しいシーズン（または暦年）のスコアを、前のシーズンのスコアに追加し
ていかなければならない。スコア記録は、年をまたいで継続的に管理されなければならない
（裁定 6-1/1参照）。

6-2.　非アクティブシーズン

地域を管轄するJGA（承認されたゴルフ協会）は、管轄地域内の非アクティブシーズン期
間を制定する責任を持つ。JGA（承認されたゴルフ協会）が管轄する地域内のゴルフ倶楽
部は、JGAの加盟倶楽部であるか否かに拘わらず、JGA が定めた非アクティブシーズンを
守らなければならない（裁定 6-2/1参照）。

非アクティブシーズン中のスコアは、ハンディキャップ査定に採用することができない。但し、
プレーヤーが JGA/USGA ハンディキャップインデックスの発給を受けるゴルフ倶楽部が
非アクティブシーズン中であっても、プレーしたコースがアクティブシーズン中だった場合
は、そのスコアはハンディキャップ査定のために提出しなければならない。倶楽部のハンディ
キャップ委員会は、プレーヤーがアウェイスコアを次回の JGA/USGA ハンディキャップイ
ンデックス更新日までに提出できるようにしなければならない。また可能であれば、倶楽部
はアクティブシーズン開始時点で、プレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデッ
クスを再計算しなければならない。

例：　ミシガン州のゴルフ倶楽部に所属するプレーヤーが 1月にフロリダ州でプレーした場
合、フロリダでのスコアはそのプレーヤーが所属するミシガン州のゴルフ倶楽部に提出しな
ければならない。もしこのプレーヤーがフロリダ州のゴルフ倶楽部にも所属している場合は、
このスコアはフロリダ州のゴルフ倶楽部に提出しなければならない。

6-3.　ハンディキャップリストとスコア記録

スコア記録の閲覧は、スコア検証の重要な構成要素である。そのために倶楽部は、最新の
ハンディキャップ更新日時点における会員の JGA/USGA ハンディキャップインデックス
リストとスコア記録を、全会員が容易に閲覧できる場所で開示しなければならない（裁定
6-3/1、および 6-3/2 参照）。

ハンディキャップレポートは各プレーヤーの正しい記録履歴であり、最新の JGA/USGA ハ
ンディキャップインデックスと共に、少なくとも最新 20 枚のスコア（スコア記録が 20 未満
の場合はそれに準じる）と、各スコアのプレー日付、JGA/USGAコースレーティングおよ
びスロープレーティング、コース名 * が記録されていなければならない。ハンディキャップ
情報が蓄積されているコンピューターに会員が直接アクセスできる場合は、コンピューター
上でスコア記録を開示することも可能だが、スコア検証のためには、直近の更新日時点にお
ける最新のスコア記録とインターネットで提出されたスコア（認められる場合）を、倶楽部は
紙面上で開示すべきである。

*タイプ 1およびタイプ 2ゴルフ倶楽部は奨励、タイプ 3ゴルフ倶楽部は義務。
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6-4.　ハンディキャップカード

プレーヤーには、各自の JGA/USGA
ハンディキャップインデックスが示さ
れたハンディキャップカードが発行さ
れる。カードに表示されるハンディ
キャップは、JGA（承認されたゴル
フ協会）または JGA ハンディキャッ
プ規定（USGAシステム準拠）を順
守するゴルフ倶楽部が発給したもの
であり、JGA/USGAハンディキャッ
プインデックスと明記されていなけ
ればならない。JGA/USGA ハン
ディキャップインデックスを発給したゴルフ倶楽部または JGA（承認されたゴルフ協会）の
名称もカードに記載しなければならない。コンピューター計算プログラムを提供したり発給
元を支援している団体名を表示することは可能だが、その際に表示サイズが高さ1/4 インチ
（6mm）未満且つ発行元名より小さくなくてはならない。

6-5.　複数倶楽部に所属するプレーヤー

複数のゴルフ倶楽部に所属するプレーヤーとは、以下いずれかに該当する場合をいう。

	 （a）	 �JGA（承認されたゴルフ協会）またはコンピューター計算プログラム（そのよう
なプログラムが提供されている場合）に複数倶楽部所属会員（マルチメンバー）
として登録され、すべての倶楽部のスコアがコンピューター上でそのプレーヤー
のスコア記録に登録される場合。

	 （b）	 �すべての倶楽部のスコアを、JGA/USGAコースレーティングとスロープレー
ティング、および日付と共に、プレーヤーが直接提出しているか、または Eメー
ル、ファックス、インターネット、郵送で提出（第 5-2 項参照）している場合（倶
楽部が認める場合）。

プレーヤーが複数の倶楽部で JGA/USGA ハンディキャップインデックスを保持し、且つ
それらの倶楽部がオンラインネットワーク計算プログラムを使用していない場合は、すべて
の採用可能なスコアをすべての倶楽部に提出しなければならない（裁定 6-5/1参照）。倶楽
部間でハンディキャップ更新日が異なったり、郵送遅延などの問題が生じたり、または倶楽
部間でアクティブシーズンの時期が異なったりしない限り、このことによってすべての倶楽
部で JGA/USGA ハンディキャップインデックスを均一に保つことができる。採用可能な
すべてのスコアをすべての倶楽部に提出することを怠ると、最新 20 枚中ベストディファレン
シャル10 枚に基づいた JGA/USGA ハンディキャップインデックスではなくなり、結果的
に JGA/USGA ハンディキャップインデックスと呼べなくなる。すべてのスコアをすべての
倶楽部に提出したにも拘わらず倶楽部間で JGA/USGA ハンディキャップインデックスが
異なる場合は、競技を管理する委員会はそのプレーヤーに対して、そのなかで最も低いもの
の使用を求めることができる（裁定 6-5/2、および 6-5/3 参照）。

HDCP
インデックス

13.7
スコア履歴　＊は最新の採用スコア

氏名 京橋　太郎
 日本ゴルフ協会
倶楽部名 JGAゴルフ倶楽部

発行日 08/01/20
提出スコア数 20

1 93 88* 91 86* 92
6 96* 89 92 92 88*
11 90* 89* 98 97*A 89*
16 84* 96 86 87*A 93
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6-6.　プレーヤーが所属倶楽部を変更する場合

所属倶楽部を変更する場合は、プレーヤーは変更後の新しい倶楽部に、適切な JGA/
USGAコースレーティングおよびスロープレーティングを付記した最新のスコア 20 枚と採
用可能なトーナメントスコアを日付順で提出する。この情報は、そのプレーヤーのスコア
記録として新しい倶楽部に登録されるが、通常次回のハンディキャップ更新日までは JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを変更することはない。またプレーヤーは、スコア記
録に最低 5 枚のスコアを登録しなければならない。スコア記録が登録されない場合は、5
枚のスコアが提出されてハンディキャップ更新が実施されるまで、そのプレーヤーは JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを持たない状態となる。最低 5 枚のスコアがスコア記
録に登録されるまでの間は、ハンディキャップ委員会は暫定措置としてそのプレーヤーに修
正ハンディキャップインデックスを発行することができる（第3-1項、および第 8-2h項参照）。

6-7.　倶楽部を退会した会員の記録

退会した会員のスコア記録は、新しいゴルフ倶楽部がそれを必要とする場合に備えて、最低
1年間は旧所属ゴルフ倶楽部またはJGA（承認されたゴルフ協会）が保存しておくべきである。

退会した会員の JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、それを発行したゴルフ倶
楽部が定める次回ハンディキャップ更新日まで有効である。そのプレーヤーが別のゴルフ
倶楽部に入会した場合、新しい倶楽部の次回ハンディキャップ更新日に、旧所属倶楽部
から引き継がれたスコア記録と暫定期間中に登録されたスコアに基づいて、新しい JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを発行する。この暫定期間中、ハンディキャップ委員
会は、入手可能なスコアに基づいて、修正ハンディキャップインデックス（ハンディキャッ
プインデックス(M)）を発行することができる。但し、JGA/USGAハンディキャップインデッ
クスまたはハンディキャップインデックス(M)を発行するためには、プレーヤーのスコア記
録には最低 5 枚のスコアが登録されていなければならない（第 8-2i 項参照）。

【裁定集】第6章：　スコア記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6-1/1.　長期間に渡ってゴルフのプレーを辞めていたプレーヤーが、プレーを再開し
た場合の取扱い

質問：　JGA/USGAハンディキャップインデックスを持つプレーヤーが、長期間ゴルフのプ
レーを辞めていたが、再びプレーを再開した。このプレーヤーは以前のJGA/USGAハンディ
キャップインデックスを使用すべきか？　それとも新たに取得すべきか？

回答：　予定されている次回のハンディキャップ更新日まで、そのプレーヤーは JGA/
USGAハンディキャップインデックスを持たない状態となる。但し、プレーヤーのスコア記録
に最低5枚のスコアが登録されている場合、所属倶楽部のハンディキャップ委員会はハンディ
キャップ更新日の前に、修正ハンディキャップインデックス（ハンディキャップインデックス (M)）
を発行することができる。



第 6章

45

プレーを再開した時点でスコア記録が登録されていない場合は、5 枚のスコアが提出されて
ハンディキャップ更新が実施されるまで、そのプレーヤーは JGA/USGAハンディキャップイ
ンデックスを持たない状態となる。

6-2/1.　アクティブシーズンと非アクティブシーズンの制定

質問：　米国では南部の州は年間を通してゴルフをプレーできるが、北部の州はそうではな
い。JGA（承認されたゴルフ協会）は非アクティブシーズンをどのように制定するのか？

回答：　承認されたゴルフ協会は、北部の州では非アクティブシーズンを制定できるが、南
部の州では制定できない。

6-3/1.　スコア検証を目的としたスコア記録の開示

質問：　ハンディキャップを持つプレーヤーの概要スコア記録は、ゴルフ倶楽部のウェブサイ
トおよびハンディキャップ計算プログラムのウェブサイトで開示されている。倶楽部会員、ハ
ンディキャップ委員会、およびプレーヤーが参加する競技の役員は、これらのウェブサイト
を通してプレーヤーの詳細スコア記録を閲覧できる。これはプレーヤーの個人情報保護に
反しないか？

回答：　反しない。JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の
根幹はスコア検証であり、JGA/USGA ハンディキャップインデックスリストを含むスコア記
録は、倶楽部会員およびハンディキャップ委員会を含む（但しこれらに限定しない）他者に
よる閲覧を受ける。ゴルファーは JGA/USGAハンディキャップインデックスの取得を決めた
時点で、これらの情報開示を含む規定の運用を承諾しており、個人情報保護に関する問題
はない。（改訂項目）

6-3/2.　容易に閲覧できるスコア記録

質問：　第 5-2 項には、提出されたスコアはすぐに閲覧されると記されている。第 6-3 項で
は、スコア記録（JGA/USGA ハンディキャップインデックスリスト含む）は容易に閲覧でき
る場所で開示しなければならないと定めている。これを満たす具体的な要件は？

回答：　情報は容易に閲覧できる状態で開示しなければならない。例えば、提出されたス
コア、スコア記録、および JGA/USGA ハンディキャップインデックスリストを閲覧できる場
所が 1ヶ所しかなく、その場所が管理者の自宅内、ゴルフショップのカウンター内、または
他者が簡単に立ち入れない場所だった場合、必要な条件は満たされていない。もしゴルフ
倶楽部の全会員がインターネットに接続できるのであれば、提出されたスコア、スコア記録、
および JGA/USGAハンディキャップインデックスリストを倶楽部のウェブサイト上で表示する
ことは、必要条件を満たすことになる。会員の情報にアクセスする唯一の手段としてその会
員の ID 番号を使用することは、容易に閲覧できる状態とは見なされない。つまり氏名検索
機能のような追加手段を提供しなければならない。
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6-3/3.　所属倶楽部のスコア検証情報の開示

質問：　倶楽部または JGA（承認されたゴルフ協会）は、倶楽部のハンディキャップ委員長、
および競技を管理する委員会に対して、プレーヤーの詳細スコア記録を開示することはでき
るか？

回答：　できる。このことはスコア検証の本質であり、倶楽部または JGA（承認されたゴル
フ協会）が、これらの者に対して詳細スコア記録を提供することをUSGAは奨励している。（新
規追加項目）

6-3/4.　競技役員がスコア記録の提出を求めた場合

質問：　ゴルフ倶楽部のハンディキャップ委員会、またはゴルファーが参加する競技を管理
する委員会が、別の倶楽部に会員のスコア記録を提供するよう求めた。この要請を拒むこと
は、JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の違反となるか？

回答：　このような要請を拒むことは JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップ
システム準拠）の違反ではないが、スコア検証が広範囲で実施できるように、倶楽部がこ
のような要請を受け入れることをUSGAは奨励している。競技を管理する委員会は、もしこ
のような要請が却下された場合、ゴルファーの参加を断ることができる。（新規追加項目）

6-5/1.　所属倶楽部に対するスコア検証情報の提供

質問：　近隣地域内の3つのゴルフ倶楽部に所属するプレーヤーがいる。しかしその地域
では複数倶楽部所属会員に対応するネットワークサービスが提供されていないため、プレー
ヤーが第 6-5 項に従って 3つの倶楽部すべてにスコアを提出するのは容易ではない。この
プレーヤーに対して特例措置をとることはできるか？

回答：　できる。プレーヤーが近隣地域内の3つのゴルフ倶楽部に所属し、その地域では
複数倶楽部所属会員に対応するネットワークサービスが提供されておらず、且つプレーヤー
が第 6-5 項に従って 3つの倶楽部すべてにスコアを提出するのは容易ではないため、その
プレーヤーは JGA/USGA ハンディキャップインデックスの発給を受ける倶楽部を1ヶ所に
指定することができる。その場合、以下を追加の条件とする。

通常、指定する倶楽部は、そのプレーヤーが最も多くプレーする倶楽部であるべきである。

そのプレーヤーが所属する地域内の他の倶楽部は、ハンディキャップ記録からそのプレー
ヤーを削除し、JGA/USGA ハンディキャップインデックスの発給を停止することに合意しな
ければならない。そのプレーヤーのすべてのスコアは、プレーした場所に拘わらず、指定し
た倶楽部に提出するか、または指定した倶楽部を経由して提出しなければならない。
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6-5/2.　複数倶楽部会員の JGA/USGAハンディキャップインデックスが、非アクティ
ブシーズン中の倶楽部の方がアクティブシーズン中の倶楽部より低い場合

質問：　プレーヤーはミネソタ州のMゴルフ倶楽部とアリゾナ州のAゴルフ倶楽部に所属し
ている。Mゴルフ倶楽部のJGA/USGAハンディキャップインデックスは冬季クローズとなっ
た10月15日時点で15.2 である。その後プレーヤーは数ヶ月間をアリゾナで過ごし、最
新 20 枚のスコアで査定したAゴルフ倶楽部のJGA/USGAハンディキャップインデックスは
16.8となった。第 6-5 項に従えば、プレーヤーは低い方のJGA/USGAハンディキャップイ
ンデックス15.2を、Mゴルフ倶楽部の次回ハンディキャップ更新日（4月15日）まで使用
しなければならないことになるが、最新のスコアで査定した JGA/USGAハンディキャップイ
ンデックス16.8を使用することはできないのか？

回答：　できる。Aゴルフ倶楽部のJGA/USGAハンディキャップインデックスは最新のスコ
ア 20 枚で査定されているが、Mゴルフ倶楽部は非アクティブシーズン中のため最新のスコ
アが反映されていない。従って、この場合は高い方のJGA/USGAハンディキャップインデッ
クスを使用するのが公平である。

6-5/3.　複数倶楽部会員の JGA/USGAハンディキャップインデックスが修正された
場合

質問：　複数の倶楽部に所属するプレーヤーが、そのうち1つの倶楽部で第 8 章の規定に
基づいてJGA/USGA ハンディキャップインデックスの修正を受けた。このことは他の倶楽
部にも通知すべきか？

回答：　JGA/USGA ハンディキャップインデックスを修正した倶楽部が、そのプレーヤー
が所属するすべての倶楽部にその旨を通知することを、USGAは奨励している。修正された
JGA/USGAハンディキャップインデックスは、すべての倶楽部で適用されるべきである。

第 7章：　プリファードライ（ウィンタールール）　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

7-1.　プリファードライ適用時のスコアの採用

プリファードライ（ウィンタールール）を認めるローカルルールを採用した場合のスコアは、
ハンディキャップ査定のために提出しなければならない。但し、委員会（コースを管理する
委員会と協議したうえでハンディキャップ委員会がこれを担うのが望ましい）が、コースの
状態が非常に悪いためにそのスコアを提出すべきでないと判断した場合は例外とする。コー
スの状態を理由に、プレーヤー個人がスコア提出の可否を判断することはない。仮にプレー
ヤー個人がこのローカルルールのような措置を適用できると判断しても、委員会がそのよう
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なルールを採用していなければ、プレーヤーはスコアをハンディキャップ査定のために提出
しなければならない。

不良なコース状態やぬかるみがあるなどの悪条件が、特に冬季に、広範囲にわたって見られ
るような場合、委員会はコースを保護するために、あるいはフェアで愉快なゴルフプレーを
楽しめるようにするために、救済を認める臨時のローカルルールを作成できる。ただし、こ
のローカルルールは、状態が改善されたらすぐに採用を停止すべきである。

委員会がこのようなローカルルールの採用を決定した場合、「ゴルフ規則」付則Ⅰ(B)ローカ
ルルールの参考例 4c、および規則 33-8aを適用するべきである。但し、これは期間限定
の措置であるため、ローカルルールの参考例 4cをスコアカードに記載することはできない。

以下、「ゴルフ規則」付則Ⅰ(B)4cより。

プリファードライとウィンタールール
フェアプレーを妨げるような一時的な異常な状態があり、しかもそれがあまり広範囲にわた
るものでないときは、そのような所は修理地と標示することができる（ゴルフ規則 25 参照）。

しかしながら、豪雪や雪解け、長雨や酷暑のような悪条件がフェアウェイをひどい状態にし、
時には、大型芝刈機類を使えなくすることもある。そのような不良な状態がコース全域にわ
たって拡がっているために、委員会がプリファードライやウィンタールールを認める方がフェ
アプレーを積極的に進めることになり、またコースを保護することになると考えた場合には、
次のようなローカルルールの採用を勧める。

スルーザグリーン（またはより限定的に例えば、「6 番ホールでは」）の「芝草を短く刈ってあ
る区域」にある球は、罰なしに拾い上げてふくことができる。球を拾い上げる前に、プレーヤー
はその位置をマークしなければならない。球を拾い上げたあと、プレーヤーはその球を元の
位置より、（ここに、例えば 6インチ (15cm)とか1クラブレングスなどと許容限度を記載の
こと）の範囲内で、ホールに近づかず、ハザード内でもグリーン上でもない所にプレースし
なければならない。

プレーヤーは自分の球を一度だけプレースすることができ、球がプレースされた時点でそ
の球はインプレーとなる（規則 20-4 参照）。球がプレースされた箇所に止まらない場合は、
規則 20-3d が適用となる。プレースした球がプレースした箇所に止まり、そのあとで球が動
いても、罰はない。その球は他の規則の規定が適用となるのでなければあるがままにプレー
されなければならない。

プレーヤーが球を拾い上げる前にその位置をマークしなかったり他の方法（クラブで球を転
がすなど）で球を動かした場合、プレーヤーは1打の罰を受ける。

注：「芝草を短く刈ってある区域」とは、フェアウェイの芝の長さかそれより短く刈ってあるコー
ス上のすべての区域（ラフを通り抜ける通路を含む）をいう。
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このローカルルール違反の罰は
　マッチプレーでは　そのホールの負け
　ストロークプレーでは　2打
プレーヤーがこのローカルルールの一般の罰を受ける場合、このローカルルールによる罰（1打
の罰）は加える必要はない。

例えば、ストロークプレーで、プレーヤーがこのローカルルールが採用されていないのに誤っ
て行使したことで 2打の罰を受けた場合、球を拾い上げる前にその位置をマークしなかった
ことによる1打の罰は受けない。

7-2.　プリファードライ適用時の注意点

プリファードライとウィンタールールを認めるローカルルールを採用する前に、委員会は以下
のことを考慮しておくべきである。

	 （a）	 �このようなローカルルールは、球はあるがままにプレーするという基本理念に
対立する。

	 （b）	 �プリファードライはコースの保護という名目で採用することがあるが、実際には
良好な状態の芝に球を動かすことを認めてその部分の芝を削るため、逆にコー
スを痛める。

	 （c）	 �一般的にプリファードライを採用するとプレーヤーのスコアは良くなり、その結
果 JGA/USGA ハンディキャップインデックスは低くなるため、プリファードラ
イでプレーしたことのないプレーヤーと対戦した時に不利となる。

	 （d）	 �プリファードライを過度に採用すると、あるがままの状態で球をプレーしなけれ
ばならない時にプレーヤーが不利を被る。

7-3.　通常のコース難易度の維持

プリファードライを認めるローカルルールを採用する場合、委員会はティーマーカーの位置を
調整するなどして、そのコースの通常の難易度をできるだけ変えないように務めるべきである
（第15 章「コースセッティング」参照）。
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ハンディキャップ委員会の責任

第 8章：　ハンディキャップ委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

ハンディキャップ委員会は、JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステ
ム準拠）の根幹である。JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を使用する各
ゴルフ倶楽部は、それぞれが発行する JGA/USGA ハンディキャップインデックスを保全
するために必ずハンディキャップ委員会を設置しなければならない。この委員会は、会員が
JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を順守するように務めなければならない。

8-1.　ハンディキャップ委員長

ハンディキャップ委員長は、十分に時間をかけて JGA ハンディキャップ規定（USGAシ
ステム準拠）の基本知識を把握する必要がある。ハンディキャップ委員長が会員に提供
する情報が多いほど、会員からより多くの協力を得ることができる（裁定 8-1/1、および
8-1/1.5 参照）。

8-2.　任務と責任

ゴルフ倶楽部のハンディキャップ委員会は、各会員の JGA/USGA ハンディキャップイン
デックス計算を含む JGAハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）のすべてに関し
て責任を持つ。ハンディキャップ委員会は、ハンディキャップ査定のために提出されたすべ
ての採用可能なスコアを確認し、スコア検証を受けられるようにしなければならない。また
ハンディキャップ委員会は、コースの状態が不良な場合にスコアの提出を停止する権限を
持つ。長期に渡ってスコア提出を停止する場合、ゴルフ倶楽部は JGA（承認されたゴルフ協
会）から許可を得なければならない。

■ a. 会員への通知
シーズンが始まる前に、JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の説明、すべて
の採用可能スコアを提出することの重要性、およびハンディキャップ委員会の方針について、
会員に対して通知することが望ましい。会員は、以下について説明を受けるものとする。

	 （i）	 �スコアの提出方法、提出場所

	 （ii）	 �ハンディキャップカード発行の有無

	 （iii）	 �JGA/USGA ハンディキャップインデックスの更新方法

	 （iv）	 �JGA（承認されたゴルフ協会）が定めたハンディキャップ更新日
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	 （v）	 �JGA（承認されたゴルフ協会）が定めた非アクティブシーズンの期間（第 6-2
項参照）

	 （vi）	 �アクティブシーズン開始前のアウェイスコアの提出方法

	 （vii）	 �JGA/USGA ハンディキャップインデックスの修正に関するハンディキャップ
委員会の責任（第 8-4 項、および第10-3 項参照）

	 （viii）	 �スコア提出を怠ったプレーヤーに対するペナルティー（第 8-4c(iv) 項参照）

	 （ix）	 �トーナメントスコアの指定方法（第 8-2l 項、および第10-3 項参照）

■ b. 倶楽部における JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングの表示
各ティーインググラウンドの JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティング
は、スコアカードに印刷するとともに、できれば JGA（承認されたゴルフ協会）が認定した
掲示板などを使用して目立つ場所に表示する。またこれらのレーティングは、スコア提出用
のコンピューター上でも簡単に検索できるようにしておく。

■ c. 同一地域内コースのJGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングの表示
同一地域内にあるコースの JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティング
は、JGA（承認されたゴルフ協会）によって提供されたリストをスコア提出場所に掲示する。
スコア提出にコンピューターを使用する場合は、このリストをコンピューター上で簡単に検索
できるようにする。

■ d. コースハンディキャップ換算表の掲示
JGA（承認されたゴルフ協会）がゴルフ倶楽部に発行した各ティーインググラウンドのコース
ハンディキャップ換算表は、倶楽部内の目立つ場所、1番ティーインググラウンド付近、お
よびその他 JGA/USGA ハンディキャップインデックスをコースハンディキャップに換算す
るうえで適切な場所に掲示しなければならない。JGA（承認されたゴルフ協会）からこれら
の換算表を入手し、しかるべき場所に掲示することはハンディキャップ委員会の責任である。
換算表には、JGA/USGA ハンディキャップインデックスと対応するコースハンディキャッ
プの一覧リストに加えて、そのティーインググラウンドの JGA/USGAコースレーティングと
スロープレーティングを表示する。コースハンディキャップ換算表は、レーティングを発行
した JGA（承認されたゴルフ協会）から入手することもできる。

■ e. 他のコースとの JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングの比較
ハンディキャップ委員会は、JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティング
を他のコースと比較するべきである。JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレー
ティングは、各ティーインググラウンドに男女別で査定されなければならない。

倶楽部は、JGA（承認されたゴルフ協会）が発行した JGA/USGAコースレーティングお
よびスロープレーティングを使用しなければならない。査定されたレーティングに不服があ
る場合、倶楽部は JGA（承認されたゴルフ協会）に対して見直しを求めることができる。
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■ f. 競技結果の検査
ハンディキャップ委員会は、競技の結果を検査すべきである。もし非常に優れたネットスコ
アのプレーヤーがいる場合は、ハンディキャップ委員会は第 8-4 項、および第10-3 項の規
定に基づいてしかるべき措置をとる（付則 E 参照）。ゴルフ倶楽部またはハンディキャップ委
員会は、非常に優れたトーナメントスコアを出したプレーヤーが所属するゴルフ倶楽部また
は JGA（承認されたゴルフ協会）に、その旨を報告する。

■ g. プレーヤーの記録の管理
ハンディキャップ委員会は、プレーヤーの記録の管理（JGA/USGA ハンディキャップイ
ンデックスリストの開示を含む）に責任を持たなければならない。直近のハンディキャップ
更新日時点での最新スコア記録は、スコア検証の定義に定められているようにすべての会員
と他者に開示されなければならない。委員会のなかでプレーヤーの記録管理の責任者1名
を任命し、各会員の JGA/USGA ハンディキャップインデックス更新作業に取り組むこと
が望ましい。

ハンディキャップ計算にコンピューターや計算プログラムを使用している場合でも、入力され
たデータや計算結果を検証し、JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシス
テム準拠）のその他の規定を適用することは、ハンディキャップ委員会の責任である。

■h. 新規会員の記録
新規会員のスコア記録（各スコアおよび付随する JGA/USGAコースレーティングとスロー
プレーティングを含む）を入手することは、ハンディキャップ委員会の責任である。ハンディ
キャップ委員会は、プレーヤーの旧所属ゴルフ倶楽部、JGA（承認されたゴルフ協会）、計
算プログラム、またはプレーヤー本人から、スコア記録を入手することができる。もしスコア
記録が入手できない場合は、新規会員は最低 5 枚のスコアを提出してハンディキャップ更新
日に JGA/USGA ハンディキャップインデックスを取得するか、あるいは最低 5 枚のスコア
がスコア記録に登録されるまでの暫定措置として、ハンディキャップ委員会が修正ハンディ
キャップインデックスを発行することができる（第 6-6 項、および裁定 6-1/1参照）。

■ i. 倶楽部を退会した会員の記録
退会した会員のスコア記録は、新しいゴルフ倶楽部がそれを必要とする場合に備えて、最
低1年間は旧所属ゴルフ倶楽部または JGA（承認されたゴルフ協会）が保存しておくべき
である。

退会した会員の JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、それを発行したゴルフ倶
楽部が定める次回ハンディキャップ更新日まで有効である。そのプレーヤーが別のゴルフ倶
楽部に入会した場合は、第 6-7 項を参照。
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■ j. 記録や計算結果の訂正
ハンディキャップ委員会は、スコア記録や計算プログラムによる計算結果の正確性を検証し
なければならない。もし間違いが存在する場合は、委員会は JGA（承認されたゴルフ協会）
または計算プログラム管理者に連絡し、次回のハンディキャップ更新日までのできるだけ早
い時期にスコア記録を訂正させなければならない。ハンディキャップ委員会は、スコア記録
の間違いが発覚後できるだけ早く、訂正した JGA/USGA ハンディキャップインデックスを
発行しなければならない。ゴルフ倶楽部は、JGAや計算プログラム管理者に協力を求めるこ
とができ、すべてのレポートは訂正された情報に基づいて修正されなければならない。

■ k. ハンディキャップカード
ハンディキャップ委員会は、JGA/USGA ハンディキャップインデックスが表示されたハン
ディキャップカードを各プレーヤーに発行することができる（第 6-4 項参照）。

■ l. 他の委員会との連携
ハンディキャップ委員会は、定期的に以下の項目について（但しこれらに限定しない）他の
委員会と協議するものとする。

	 ・	 �USGAのガイドラインに基づいたハンディキャップホールのハンディキャップナン
バー割り当て（第17章参照）

	 ・	 �コースセッティングおよびパーの設定（第15 章、および第16 章参照）

	 ・	 �コースの状態が不良な場合のスコア提出の停止

	 ・	 �トーナメントスコア指定の可否に関するトーナメント委員会、または競技を管理する
委員会との協議（第 2章、第 8-2 項、第 10 章、および裁定10-3/1～10-3/6 参照）

	 ・	 �コース難易度の維持（第15 章）

	 ・	 �プリファードライに関するローカルルールの制定（第 7-1項参照）

他の委員会との連携において、ハンディキャップに関する情報を随時提供することはハンディ
キャップ委員会の責任である。

■m. コンプライアンス順守の要件
ゴルフ倶楽部が JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）を順
守しているかどうかを確認するために、次頁のチェックリストを使用する（倶楽部コンプライ
アンスチェックリスト、P54 参照）。
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倶楽部コンプライアンスチェックリスト
ゴルフ倶楽部の順守要件

•	 本規定が定めるゴルフ倶楽部の定義を満たしているか？

•	 �ハンディキャップ委員会は主に会員で構成されているか？　委員長は会員か？　　
（第 8-1項）

•	 �プレーヤーのスコア提出時に、各ティーインググラウンドの正しい JGA/USGAコース
レーティングとスロープレーティングを登録できるようになっているか？（第 5-2 項、
第 8-2b ～ c 項）

•	 ホームとアウェイのスコアをすべて提出するように義務づけているか？（第 5-1項）

•	 スコア提出前に本規定が定めるホールスコア調整を義務づけているか？（第 4章）
•	 9ホールスコアの提出を義務づけているか？（第 5-2c ～ d 項）

•	 ゴルフ規則の理念順守を強く求めているか？（第 5-1d 項）

•	 �JGA（承認されたゴルフ協会）が定めるハンディキャップ更新スケジュールとスコア提
出期間を守っているか？（第 8-3a ～ b 項）

•	 すべての採用可能なスコアが正しく登録されているか？（第 5-2 項）

•	 �ハンディキャップの計算や調整は、JGA/USGAハンディキャップ計算式に基づいて行
われているか？（第 8-4 項、第 10 章）

•	 �全会員の最新のスコア記録と JGA/USGA ハンディキャップインデックスリストは、
他者による検証を容易に受けられる状態になっているか？（第 6-3 項）

•	 �プレーヤーの潜在技能を反映していない JGA/USGA ハンディキャップインデックス
の増減修正を実施しているか？（第 8-4c 項）

•	 �恒久的なコース改造があった時は JGA（承認されたゴルフ協会）に通知し、新しい
JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングが査定できるようにして
いるか？（第14-5b 項）

•	 �男子36.4、女子 40.4 の上限を超えるハンディキャップは、略称コード「L」を付記し
てローカルハンディキャップとして識別しているか？（第 3-4 項）

•	 �JGA（承認されたゴルフ協会）が発行した最新の JGA/USGAコースレーティングお
よびスロープレーティングを使用しているか？（第14 章）

•	 �USGAハンディキャップセミナー（USGAまたは JGA（承認されたゴルフ協会）が開催）
にゴルフ倶楽部の代表者が参加し、システムに関するテストに合格しているか？

•	 �JGA/USGA ハンディキャップインデックスの発給をJGA（承認されたゴルフ協会）
に認められているか？

上記設問の回答がすべて「はい」の場合は、そのゴルフ倶楽部は JGA ハンディキャップ規
定（USGA ハンディキャップシステム準拠）を順守しており、JGA/USGA ハンディキャッ
プインデックスを発行することができる。

上記設問の回答にひとつでも「いいえ」がある場合、JGA（承認されたゴルフ協会）に連絡し、
コンプライアンス順守に必要なしかるべき措置をとる。
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8-3.　ハンディキャップの更新

ゴルフ倶楽部のハンディキャップ委員会は、JGA（承認されたゴルフ協会）が定めるハンディ
キャップ更新のスケジュールと手順に従う責任がある。

■ a. 更新スケジュール、更新頻度、および非アクティブシーズン
同一地域内のゴルフ倶楽部が発行する JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、同
じ日付で更新されなければならない。JGA/USGA ハンディキャップインデックスの更新頻
度は、JGA（承認されたゴルフ協会）が定めたアクティブシーズン中、1ヶ月に1度以上且
つ2 週間に1度以下でなければならない。JGA（承認されたゴルフ協会）は、管轄地域内
において以下を定めなければならない。

	 （i）	 �JGA/USGA ハンディキャップインデックスの更新日

	 （ii）	 �非アクティブシーズンの開始日と終了日

上記のスケジュールは、地域内にあるすべての加盟倶楽部および非加盟倶楽部に通知する。

非アクティブシーズンを採用している承認されたゴルフ協会は、ハンディキャップ更新日を
非アクティブシーズン中に設定することができる。但し更新頻度は、1ヶ月に1度以上且つ
2 週間に1度以下でなければならない。

JGA（承認されたゴルフ協会）に加盟していない倶楽部も、地域を管轄する承認されたゴ
ルフ協会が定めたハンディキャップ更新スケジュールと非アクティブシーズンに従わなければ
ならない。

上記に定める更新頻度を超えたハンディキャップは（例えば提出スコア1枚毎に更新するな
ど）、JGA/USGA ハンディキャップインデックスではなく、略称コード「L」を付記してロー
カルハンディキャップとして識別しなければならない。競技を管理する委員会が参加者に
JGA/USGA ハンディキャップインデックスの保有を義務づけるよう、USGAは奨励して
いる。

■ b. 非アクティブシーズン中のスコア
地域を管轄する承認されたゴルフ協会が定めた非アクティブシーズン中のスコアは、ハン
ディキャップ査定に採用してはならない（例えば、12月にニューヨークでプレーした時のスコ
アなど）。但し、所属倶楽部の非アクティブシーズン期間中に、プレーヤーがアクティブシー
ズン中のコースでプレーした場合は（例えば 12月にフロリダでプレーした場合など）、その
スコアを所属倶楽部のアクティブシーズン開始日またはできるだけ速やかに提出しなければ
ならない。アクティブシーズン中の地域でプレーした時は、すべてのスコア（または 20 枚を
超える場合は最低 20 枚）と採用できるトーナメントスコアを提出しなければならない。ま
た可能であれば、倶楽部はアクティブシーズン開始時点で、プレーヤーのハンディキャップ
インデックスを再計算しなければならない。
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8-4.　ペナルティースコア、JGA/USGA ハンディキャップインデックスの修正と停止

■ a. 通則
プレーヤーは必ずJGA/USGA ハンディキャップインデックスを取得しなければならず、
ゴルフ倶楽部のハンディキャップ委員会にプレー技量を証明する完全な情報を提供しな
いプレーヤーは、JGA/USGA ハンディキャップインデックスを取得することはできない。
JGA/USGA ハンディキャップインデックスの変更は JGA ハンディキャップ規定（USGA
ハンディキャップシステム準拠）のみに従って行われなければならず、プレーヤーの JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを変更できるのは、そのプレーヤーのハンディキャッ
プを管理するハンディキャップ委員会のみである。シーズンや年のはじめに自動的に
JGA/USGA ハンディキャップインデックスを増やしてはならない。JGA/USGA ハンディ
キャップインデックスは、シーズンや年をまたいで継続的に管理されなければならない（裁
定 8-4a/1、および第 6-1項参照）。

■ b. ペナルティースコア
採用可能なスコアをプレーヤーがラウンド終了後速やかに提出しなかった場合、ハンディ
キャップ委員会はそのプレーヤーのスコア記録に登録されている最も低いハンディキャップ
ディファレンシャルに相当するスコア、および／またはペナルティースコア、およびレーティン
グを提出するべきである。但し、提出されなかったスコアが異常に高かった場合、ハンディ
キャップ委員会はそのプレーヤーのスコア記録に登録されている最も高いハンディキャップ
ディファレンシャルに相当するスコア、および／またはペナルティースコア、およびレーティン
グを提出するべきである。

■ c. ハンディキャップ委員会による JGA/USGAハンディキャップインデックスの修正
プレーヤーの潜在技量を反映した JGA/USGA ハンディキャップインデックスを発給する
ことは、ハンディキャップ委員会の責任である。以下に記載した状況が発生した場合、ハン
ディキャップ委員会はプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスを修正する
必要がある。但し、以下の状況に限らず必要な場合には、ハンディキャップ委員会の判断
で JGA/USGA ハンディキャップインデックスを修正できる。JGA/USGA ハンディキャッ
プインデックスの修正を実施する前に、ハンディキャップ委員会はプレーヤーに対して、直
接または書面にて状況を説明する機会を与えなければならない。修正された JGA/USGA
ハンディキャップインデックスには略称コード「M」を付記し、ハンディキャップ委員会によっ
て修正されたハンディキャップインデックス(M)であることを識別する（例：4.9M）。

注：　JGA/USGA ハンディキャップインデックスの修正に関する通知文書サンプル例につ
いては、付則 B 参照。

	 （i）	 �システムが対応できない速さで上達した場合
	 	 �ゴルフを始めたばかりのプレーヤーは急速に上達することがあり、通常の査定

手順では潜在技量を JGA/USGA ハンディキャップインデックスに反映でき
ない場合がある。例えば、練習やラウンドレッスン（裁定 5-1/d1参照）でゴ
ルフ上達を図ったプレーヤーは、スコア記録には潜在技量が示されないため、
JGA/USGA ハンディキャップインデックスの修正が必要となる場合がある。
また、プレーヤーのハンディキャップ更新が 1ヶ月に1度のみの場合、ハンディ
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キャップ委員会はそのプレーヤーの翌月の上達を加味して JGA/USGA ハン
ディキャップインデックスの修正を検討することができる。

	 （ii）	 �大量のアウェイスコアやインターネットスコアがインデックスを変える場合
	 	 �アウェイスコアやインターネットスコアを大量に提出したために JGA/USGA ハ

ンディキャップインデックスが 3.0ストローク以上増加し、その後プレーヤー
が所属倶楽部でプレーした時のスコアによってこの増加が過大であることが明
らかになった場合、ハンディキャップ委員会はそのプレーヤーの JGA/USGA
ハンディキャップインデックスを下方修正しなければならない。

	 （iii）	 �一時的な身体障害
	 	 �プレーヤーが一時的にプレーから遠ざかったりプレーを辞めたことで JGA/

USGA ハンディキャップインデックスを増やしてはならないが、一時的な身体
障害を理由にハンディキャップインデックスを増やすことはできる。上方修正さ
れたハンディキャップは JGA/USGA ハンディキャップインデックスではなく、
略称コード「L」を付記して倶楽部内の使用に限定したローカルハンディキャッ
プとして識別しなければならない。例えば、手術を受けたプレーヤーには回復
するまでの期間、高いハンディキャップを与えることができる（裁定 8-4c/1、
8-4c/2、およびローカルハンディキャップの定義参照）。

	 （iv）	 �スコア提出を怠った場合
	 	 �プレーヤーがすべての採用可能なスコアを提出しなかった場合、あるいは JGA

ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）の精神を順守
しなかった場合、そのプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデック
スには上方修正または下方修正が加えられなければならない。修正の幅はハン
ディキャップ委員会が決定しなければならない。

	 （v）	 �スコアを改ざんした場合
	 	 �プレーヤーがスコアを改ざんした場合、ハンディキャップ委員会はそのプレー

ヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスを修正または停止しなけれ
ばならない（第 8-4f 項参照）。スコア改ざん例には、以下のものが含まれる。

	 	 �(a)	 �誤ったスコアを提出した場合

	 	 �(b)	 �スコアの提出を避けるために6ホールでプレーを終了した場合

	 	 �(c)	 �スコアの提出を避けるために 2つ以上の球を繰り返しプレーした場合

	 	 �(d)	 �第 4 章に定められたホールスコアの調整を行わなかった場合

	 	 �(e)	 �故意に過少スコアを申告した場合

	 	 �(f)	 �故意に余分なストロークを打ってスコアを増やした場合



58

第 8章

	 （vi）	 �第 5-1f 項の継続的な違反
		  �ハンディキャップ委員会は、第 5-1f 項の規定を継続的に違反しているプレー

ヤーを特定し、そのようなラウンドのスコアはハンディキャップ査定に採用でき
ないことをそのプレーヤーに通知しなければならない。もしプレーヤーがハン
ディキャップ委員会の通知を受けた後に違反を続けた場合、ハンディキャップ
委員会はこのプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックス停止を
検討することができる。

■ d. ハンディキャップ委員会による修正の適用期間
ハンディキャップ委員会は、JGA/USGA ハンディキャップインデックスの修正または停止
期間を決定しなければならない。そのためにハンディキャップ委員会はハンディキャップ更
新日毎に、修正されたハンディキャップインデックス(M)と第10-2 項に定める通常の計算
方法で算出したJGA/USGAハンディキャップインデックスを比較するべきである。例えば、
修正されたハンディキャップインデックス 4.9Mのプレーヤーが、その後のスコア記録でこ
れよりも低い JGA/USGA ハンディキャップインデックスが算出された場合（例えば4.0）、
ハンディキャップ委員会は修正を解除することができる。

■ e. トーナメントスコアの検証
ハンディキャップ委員会は、非常に優れたトーナメントスコアによる JGA/USGA ハンディ
キャップインデックスの引き下げを検証しなければならない。この JGA/USGA ハンディ
キャップインデックスの引き下げは第10-3 項によって自動的に算出される。

ハンディキャップ委員会は、第10-3 項に基づいて引き下げられた JGA/USGA ハンディ
キャップインデックスをハンディキャップ更新日毎に見直し、下記いずれかの措置をとる。

	 ・	 �第 10-3d 項の規定に従って JGA/USGA ハンディキャップインデックスの引き下
げをそのまま継続する。

	 ・	 �更なる JGA/USGA ハンディキャップインデックス引き下げを適用する（第10-3e
項参照）。

	 ・	 �引き下げを取り消す（オーバーライド）。例えば、プレーヤーが大量のトーナメント
スコア（例えば 50 枚）を提出していて、そのうち初期のスコアに基づいて JGA/
USGA ハンディキャップインデックスの引き下げが行われている場合、ハンディ
キャップ委員会は引き下げを取り消すことができる。

	 	
■ f. JGA/USGAハンディキャップインデックスの停止
プレーヤーが JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）に定め
られているプレーヤーの責任を繰り返し果たさなかった場合、ハンディキャップ委員会はそ
のプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスを停止しなければならない。但
し停止措置をとる前に、ハンディキャップ委員会はその旨をプレーヤーに通知し、プレーヤー
が直接または書面にてハンディキャップ委員会に回答する機会を与えなければならない。
停止した JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、ハンディキャップ委員会が定める
条件に基づいて復活させることができる（裁定 5-2a/4 参照）。�
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【裁定集】第8章：　ハンディキャップ委員会　　　　　　　　　　　　　　　　

8-1/1.　倶楽部のオーナーと従業員

質問：　ハンディキャップ委員会の定義では、倶楽部の従業員は委員長になれないとなって
いる。ゴルフ倶楽部のオーナーは従業員の1人とみなされるか？　ゴルフ倶楽部を運営する
第三者機関の従業員、或いはゴルフ倶楽部を所有または運営する自治体の職員は、委員長
になれないのか？

回答：　倶楽部の所属プロと同様、上記に示された者はいずれも倶楽部会員に対して満足
を提供する立場の人間であるため、公平な役割を担うことは難しい。従ってこれらの「従業員」
は、彼らが雇われているゴルフ倶楽部のハンディキャップ委員長になることはできない。

8-1/1.5.　ハンディキャップ委員会の報酬

質問：　ゴルフ倶楽部を運営する会社がハンディキャップ委員長に報酬を支払っている。こ
れは認められるか？

回答：　認められない。ハンディキャップ委員会のメンバー（委員長含む）の任務を遂行す
る対価として報酬を受け取っている者は従業員とみなされ、ハンディキャップ委員長を務め
る資格はない。報酬（またはUSGA が報酬と同等であるとみなすもの）を受け取った者は、
裁定 8-1/1と同様に従業員のような立場に立たされる。報酬に含まれるのは（但しこれらに
限定しない）、収益の歩合、旅費の支払い、コース売上増に伴う金銭的利益、手数料、奨
励金、などである。但し、ハンディキャップ委員会メンバーまたは委員長は、任務遂行に対
して以下のような恩恵を受けることができる：　年会費の免除、年間グリーンフィーの免除、
または倶楽部の練習場の無償使用など。（新規項目）

8-2m/1.　倶楽部の代表者が退職した場合

質問：　USGAハンディキャップセミナーに参加した倶楽部の代表者が退職した場合、その
倶楽部のハンディキャップライセンス契約は無効となるか？

回答：　無効とはならない。ライセンス契約期間中に倶楽部の代表者がセミナーに参加し、
JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）に関する知識テストに
合格していれば、契約は期間満了まで有効である。但し、各ゴルフ倶楽部には、上記の要
件を満たす最低1名の代表者が常に在籍するべく務めることを奨励する。承認されたゴルフ
協会は加盟倶楽部に対して、加盟倶楽部としての恩恵を受けるための必要条件として、セミ
ナーに参加しテストに合格した代表者を常時在籍させることを義務づけることができる。但
し、このような条件によって、その倶楽部に対するJGAハンディキャップ規定（USGAハンディ
キャップシステム準拠）使用ライセンスの認可要件が影響を受けることはない。（新規項目）



60

第 8章

8-3a/1.　更新された JGA/USGA ハンディキャップインデックスの公表日

質問：　倶楽部がハンディキャップ計算プログラム管理者から更新された JGA/USGAハン
ディキャップインデックスリストを受け取る日付は月によって異なる。例えば 6月は倶楽部が
リストを受け取ったのは 6月25日だったが、翌月は 7月30日だった。この場合、倶楽部
はリストを受領後すぐに公表しても良いか？　それとも承認されたゴルフ協会が更新日として
公式に定めている毎月1日に公表すべきか？

回答：　公式に定められている更新日が毎月1日であることから、更新された JGA/USGA
ハンディキャップインデックスリストは毎月1日に公表すべきである。リストを倶楽部が受け
取ってから公表するまでの期間は、ハンディキャップ計算プログラム管理者と調整して最短
にすべきである。

8-4a/1.　JGA/USGA ハンディキャップインデックス引き上げ幅の上限設定

質問：　1回の更新でプレーヤーのJGA/USGAハンディキャップインデックスを引き上げら
れる幅に上限を設けたい。倶楽部はそのような規定を採用することができるか？

回答：　できない。

8-4c/1.　一時的な身体障害を持つプレーヤーの扱い

質問：　JGA/USGA ハンディキャップインデックス11.1のプレーヤーが、股関節置換手術
を受けたために一時的にプレーすることができなくなった。その後プレーヤーは再びプレー
を再開したが、術後の影響で最新 3 枚のスコアは104、100、102 であった。このプレーヤー
は体調が回復するまでの間、特別なハンディキャップ修正措置を受けることができるか？

回答：　第 8-4c(iii) 項の規定に基づいて、このプレーヤーはハンディキャップ修正を受け
ることができる。このプレーヤーには、一時的な身体障害を持つ間、現状の技量を反映さ
せた臨時のローカルハンディキャップを発給するべきである。このハンディキャップには略称
コード「L」を付記し、倶楽部内の使用に限定したローカルハンディキャップとして識別しな
ければならない。臨時のローカルハンディキャップは、倶楽部のハンディキャップ委員会ま
たは競技を管理する委員会が許可した場合に限り使用することができる。（改訂項目）
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8-4a/2.　身体障害を持つプレーヤーの扱い

質問：　重度の身体障害を持つプレーヤーが、長期間に渡る療養を経て再びプレーできる
状態に回復したが、障害を負う以前に査定された JGA/USGAハンディキャップインデックス
でのプレーはもはや不可能である。この場合、特別なハンディキャップ修正の適用は可能か？

回答：　可能。但し、この場合の身体障害は恒久的であり、第 8-4c(iii) 項で想定している
身体障害よりも障害の程度は大きい。

従って、ハンディキャップ委員会はこのプレーヤーの以前のスコア記録を破棄し、新たに5
枚のスコアが提出されるまでローカルハンディキャップの使用を認めることができる。5 枚の
スコアが提出された時点で、新たに JGA/USGAハンディキャップインデックスを発給する。

8-4c/3.　季節変動がもたらす JGA/USGA ハンディキャップインデックスへの影響

質問：　ほぼ毎年、あるプレーヤーのスコアは特定の季節になると非常に良くなり（または悪
くなり）、それによってJGA/USGAハンディキャップインデックスも変化する。しかしプレー
ヤー曰く、このスコアの変動は季節的なコースコンディションの違いによるものであるとのこ
と。ハンディキャップ委員会は、このプレーヤーのJGA/USGAハンディキャップインデック
スに季節的な修正を適用することができるか？

回答：　できる。コースコンディションの自然な変化はプレーヤーの潜在技量に影響を及ぼ
すものではなく、JGA/USGAハンディキャップインデックスの変動に結びつけるべきではな
い。ハンディキャップ委員会は、このようなスコアがプレーヤーの潜在技量と異なると判断
した場合、そのプレーヤーのJGA/USGAハンディキャップインデックスを修正できる。

このような季節的なコースコンディションの違いによるスコア変動が多くのプレーヤーに見受
けられ、且つハンディキャップ委員会がレーティング通りにコース難易度を維持することが困
難と判断した場合、ハンディキャップ委員会はスコア提出の一時停止を検討すべきである。
但し、この停止期間が長期に及ぶ場合は、レーティングを査定した JGA（承認されたゴル
フ協会）の許可を得なければならない。（新規追加項目）

第 9章：　ハンディキャップ競技　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

9-1.　競技に必要なハンディキャップ

ゴルフ協会、ゴルフ倶楽部、その他の団体が開催する競技に参加するために、プレーヤー
が JGA/USGA ハンディキャップインデックスを持つことを、USGAは勧めている（裁定
9-1/1、9-1/2 参照）。
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■ a. 有効期限内のハンディキャップ
JGA/USGA ハンディキャップインデックスが競技の参加資格に含まれている場合、プレー
ヤーはエントリー時点で有効な JGA/USGA ハンディキャップインデックスを提出しなけれ
ばならない。

■ b. 委員会によって修正されたハンディキャップインデックス
本規定マニュアルで別途定めている場合を除き、ハンディキャップ委員会によって修正され
たハンディキャップインデックスは、そのプレーヤーのハンディキャップインデックスであ
る（ローカルハンディキャップの定義、第 3-4 項、第 8-4c 項、第 8-4d 項、第 8-4f 項、
および第 10-3e 項参照）。

9-2.　JGA/USGA ハンディキャップインデックスの使用

■ a. 競技開始時
競技開始時に使用する JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、競技を管理する委
員会が決定しなければならない。競技開始時点で有効な JGA/USGA ハンディキャップイ
ンデックスの使用を委員会が義務づけることを、USGAは奨励している。

■ b. 競技中のハンディキャップ変更
競技中にプレーヤーのコースハンディキャップ変更を認めるかどうかは、競技を管理する委
員会の判断であり、その決定は競技開始前に発表する。「ゴルフ規則」の規則 33-1は、『委
員会は、競技規定を作らなければならない』と定めている。

個別な特例として、委員会はプレーヤーのコースハンディキャップを競技のラウンド間また
は前に変更することができる。但し、JGA/USGA ハンディキャップインデックスを修正で
きるのは、プレーヤーの所属倶楽部のハンディキャップ委員会のみである（第 8-4c 項参照）。

また可能な場合は、各ラウンド当日における有効な JGA/USGA ハンディキャップインデッ
クスをプレーヤーが使用することを、USGAは勧めている。例えば、競技期間がハンディキャッ
プ更新日の前後にわたる場合、各ラウンド当日の有効な JGA/USGA ハンディキャップイ
ンデックスを使用するべきである（裁定 9-2b/1参照）。

■ c. 複数の JGA/USGA ハンディキャップインデックスを持っているプレーヤー
プレーヤーが複数のゴルフ倶楽部に所属し、ハンディキャップ更新日の違いによってそれぞ
れの JGA/USGA ハンディキャップインデックスが異なる場合、競技を管理する委員会は、
そのプレーヤーに対して最も低いものを使用することを義務づけるべきである（第 6-5 項、
および裁定 6-5/2 参照）。

9-3.　ハンディキャップストロークの割り当て

■ a. ハンディキャップストロークの適用方法
グロススコアにハンディキャップストロークを適用する場合は、スコアカードに記入されてい
るハンディキャップ（通常はコースハンディキャップ）をグロススコアから引いて、そのプレー
ヤーのネットスコアを決定する。
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競技を管理する委員会は、プレー終了後に、各ホールのスコアを加算し、スコアカードに記
入されているハンディキャップをグロススコアに適用し、ネットスコアを決定することに責任
がある（「ゴルフ規則」規則 33-5 参照）。

プレー中に各ホールでハンディキャップストロークを適用する際、通常プレーヤーはスコア
カードに記載されたハンディキャップナンバー（ハンディキャップストロークを与えたり受ける
べきホールの順番）に従う。例えば、ハンディキャップストローク3打を受けるプレーヤーは、
ハンディキャップナンバー1から3の各ホールで1打づつ受ける。但し、競技を管理する委
員会は、この順番を特別に設定することが認められており、その場合はハンディキャップス
トロークを与えたり受けるべきホールの順番を示す「ハンディキャップストローク表」を公表
しなければならない。例えば、スコアカードに記載されたハンディキャップナンバーは「3番ホー
ル＝1」、「13 番ホール＝2」、「8 番ホール＝3」の場合でも、委員会は「4 番ホール＝1」、「12
番ホール＝2」、「7番ホール＝3」とすることができる（「ゴルフ規則」規則 33-4 参照）。

男女混合競技でプレーヤーが各自の球をプレーし且つ各ホールのハンディキャップナンバー
が男女で異なる場合、プレーヤーはそれぞれのハンディキャップナンバーに従ってハンディ
キャップストロークを受ける。

パートナー間で良い方のティーショットを選ぶ男女混合のフォアサムマッチプレー競技の場合
は、男子のハンディキャップナンバーに従う。

プラスコースハンディキャップのプレーヤーは、ハンディキャップナンバー18のホールから
ハンディキャップストロークを加えていかなければならない。例えば、ストロークプレーのパー
トナー競技の場合、コースハンディキャップ「＋1」のプレーヤーのサイドは、ハンディキャッ
プナンバー18のホールのスコアに1打を加えなければならない。またマッチプレーでハンディ
キャップの少ないサイドにコースハンディキャップ「＋1」のプレーヤーがいる場合は、その
サイドはスクラッチでプレーし、もう一方のサイドのコースハンディキャップに1打を加える（裁
定 9-3a/1、9-3a2、9-3a/3 参照）。

プラスハンディキャップのプレーヤーが同じサイドにいる場合は、プレー形態に応じてハン
ディキャップアローワンスを適用し（第9-4項参照）、そのプレーヤーのコースハンディキャッ
プをゼロ（0）に近づける。これは同じサイドでプレーするプラスハンディキャップのプレーヤー
ともう1人のプレーヤーのコースハンディキャップの開きを、できるだけ適正に近づけるため
に行う。

例：　コースハンディキャップ「＋5」のプレーヤーAと、コースハンディキャップ「10」の
プレーヤーBが同じサイドで競技に参加した。両者のコースハンディキャップの開きは15
打である。80パーセントのハンディキャップアローワンスを適用すると、プレーヤーAのコー
スハンディキャップは「＋5×80％＝＋4」、プレーヤーBは「10×80％＝ 8」となり、両者
のコースハンディキャップの開きは12 打に縮まる。
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■ b. JGA/USGA ハンディキャップインデックスの基準は 18 ホール
JGA/USGAハンディキャップインデックスは18ホールを基準としている。競技が複数ラウ
ンドに及ぶ場合でも、第 9-4 項のハンディキャップアローワンスは18ホール毎に適用する。

■ c. 異なるティーインググラウンドを使用する競技、男女が同じティーインググラウン
ドを使用する競技

	 （i）	� 異なるティーインググラウンド：男子 vs 男子、女子 vs 女子、男子 vs 女子
	 	 �通常、異なるティーインググラウンドにはそれぞれ異なるレーティングが設定さ

れている。JGA/USGAコースレーティングはスクラッチゴルファーの想定スコ
アを表したものであり、レーティングが高いコースほど難易度が高くなる。従っ
て、JGA/USGAコースレーティングの高いティーインググラウンドを使用する
プレーヤーは、双方の JGA/USGAコースレーティングの差（小数点以下を四
捨五入した整数）をコースハンディキャップに追加する（裁定 3-5/1参照）。

	 	 �例 1：　ミドルティー（男子 JGA/USGAコースレーティング 70.3）を使用
する男子プレーヤーと、バックティー（男子 JGA/USGAコースレーティング
72.6）を使用する男子プレーヤーが対戦する場合、バックティーのプレーヤー
はコースハンディキャップに 2打を追加する（72.6－70.3＝2.3 →四捨五入
→2）。

	 	 �例 2：　フォワードティー（女子 JGA/USGAコースレーティング 73.4）を使
用する女子プレーヤーと、ミドルティー（男子 JGA/USGAコースレーティング
70.9）を使用する男子プレーヤーが対戦する場合、フォワードティーの女子プ
レーヤーはコースハンディキャップに 3打を追加する（73.4－70.9 ＝2.5 →
四捨五入→3）。

	 （ii）	� 同じティーインググラウンド：男子 vs 女子
	 	 �男子と女子が対戦する場合、同じティーインググラウンドからプレーしてもレー

ティングは男女で異なる。通常、JGA/USGAコースレーティングは男子より女
子の方が高いため、女子プレーヤーは、双方の JGA/USGAコースレーティ
ングの差（小数点以下を四捨五入した整数）をコースハンディキャップに追加
する（例外については裁定 3-5/1参照）。

	 	 �例：　ミドルティー（女子 JGA/USGAコースレーティング 77.3）を使用する
女子プレーヤーと、同じミドルティー（男子 JGA/USGAコースレーティング
70.9）を使用する男子プレーヤーが対戦する場合、女子はコースハンディキャッ
プに6打を追加する（77.3－70.9 ＝ 6.4 →四捨五入→ 6）。

	 （iii）	� 異なるティーインググラウンドを使用するフォアサム競技、男女が同じ
ティーインググラウンドを使用するフォアサム競技

	 	 �フォアサム競技で異なるティーインググラウンドを使用する場合、または男女が
同じティーインググラウンドを使用する場合、それぞれの JGA/USGAコース
レーティング差の半分をコースハンディキャップの調整に使用する。
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	 	 �例：　プレーヤーA（男子）とプレーヤーB（女子）がパートナーを組み、フォ
アサム競技でプレーヤー C（男子）とプレーヤーD（女子）のチームと対戦し
た。男子は JGA/USGAコースレーティング71.2の白ティーマーカーを使用し、
女子は JGA/USGAコースレーティング 73.6 の赤ティーマーカーを使用した。
2つのティーインググラウンドのレーティング差は 2.4である。このレーティング
差の半分は、小数点以下を四捨五入した整数で1となる（2.4÷2＝1.2 →四捨
五入→1）。この場合、各チームのコースハンディキャップを決定した後、両チー
ムのコースハンディキャップに1打を加える。もしプレーヤーAとプレーヤーB
が共に男子だった場合は、男女がパートナーを組むプレーヤーCとプレーヤー
Dのチームだけに1打のハンディキャップストロークを追加する。

	 	 �フォアサム競技でチーム毎に使用するティーインググラウンドが異なる場合は、
JGA/USGAコースレーティングの高いティーインググラウンドを使用するチー
ムは、双方の JGA/USGAコースレーティングの差（小数点以下を四捨五入し
た整数）をコースハンディキャップに追加する（裁定 3-5/1参照）。

	 	 �例：　プレーヤーAとプレーヤーBがパートナーを組む男子チームが、フォ
アサム競技でプレーヤー CとプレーヤーDの女子チームと対戦した。男子は
JGA/USGAコースレーティング 71.2 の白ティーマーカーを使用し、女子は
JGA/USGAコースレーティング 73.6 の赤ティーマーカーを使用した。2 つ
のティーインググラウンドのレーティング差は 2.4であり、小数点以下を四捨五
入した整数で 2となる（2.4 →四捨五入→ 2）。この場合、各チームのコースハ
ンディキャップを決定した後、女子チームのコースハンディキャップに 2 打を
加える。

	 	 �注：　上記の手順で適用した追加ハンディキャップストロークは、ハンディキャッ
プ査定のために行うストロークコントロールの際には除外する（第 4-3 項・例
3 参照）。

9-4.　ハンディキャップアローワンス

ハンディキャップアローワンスは、JGA/USGA ハンディキャップインデックスの査定には
何ら影響を及ぼさないが、フェアで公正な競技を実施するためにその使用を奨励する。

ハンディキャップアローワンスはすべての形式のプレーを公平に行うためのものである。
100 パーセントのコースハンディキャップを使用した方がプレーヤーにとって公平なプレー
形式もあるが、チーム競技では、100 パーセントのコースハンディキャップを使用するとハ
ンディキャップの多いチームがハンディキャップの少ないチームよりも有利になることがある
ため、100 パーセント未満のコースハンディキャップを使用することを勧める。
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ハンディキャップアローワンスを正しく適用するために、以下の手順に従う。

	 ステップ 1：　�まず、プレーヤーのコースハンディキャップ（使用するティーインググラ
ウンドに応じて）を決定しなければならない。

	 ステップ 2：　�次に、プレー形式に応じて適切なハンディキャップアローワンスを適用
する。

	 ステップ 3：　�異なるティーインググラウンドを使用する競技または男女が同じティーイ
ンググラウンドを使用する競技の場合は（第 3-5 項、および第 9-3c 項
参照）、使用するティーインググラウンドの JGA/USGAコースレーティ
ング差に基づく調整を加えなければならない。

注：　上記ステップ 2とステップ 3を順序通りに適用することは重要である。レーティング
の異なるティーインググラウンドを使った競技の場合、このことによってレーティングの高い
ティーインググラウンドを使用するプレーヤーが、レーティング差を正確にコースハンディ
キャップに追加することができる。

例えば、JGA/USGAコースレーティングが 4 打異なる2つのティーインググラウンドを使
用した競技で、ハンディキャップアローワンス 80 パーセントが適用された場合、レーティン
グの高いティーインググラウンドを使用するコースハンディキャップ 30 のプレーヤーAは、
まずステップ 2でハンディキャップアローワンスを適用してコースハンディキャップ 24（30
×80％＝24）となり、次にレーティング差を加えてコースハンディキャップ 28（24＋ 4＝
28）となる。しかしこの手順を逆にすると、「ステップ 3：30＋ 4＝34」→「ステップ 2：
34×80％＝27.2＝27」となり、ハンディキャップストロークを1打失うことになる。

上記調整を行った結果が使用するティーインググラウンドのスロープレーティングに設定さ
れたコースハンディキャップ上限を超える場合でも、ステップ 3の追加ストロークをコース
ハンディキャップに加算する。

注：　ステップ 2および／またはステップ 3の算出結果が小数の場合、小数点以下を四捨
五入した整数で表示する。

■ a. マッチプレー
マッチプレーでは、ゲームは各ホールごとに行われる。「ゴルフ規則」で別の規定がある場
合を除き、少ないストローク数で自分サイドの球をホールに入れたサイドがそのホールの勝
ちを得、ハンディキャップマッチでは少ないネットスコアのサイドがそのホールの勝者となる。
一方のサイドが残りのホール数よりも多く勝ち越した時に、マッチ（委員会が別途定めた場
合を除き、正規のラウンドから成る）はそのサイドの勝ちである。タイの場合には、委員会は、
マッチの勝ちが決まるのに必要な数だけ、正規のラウンドを延長することができる（「ゴルフ
規則」規則 2-1、および規則 2-3）。また委員会は、異なるティーインググラウンドを使用す
る競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技のハンディキャップ調整を適用
する前に、適切なハンディキャップアローワンスを決定しなければならない（第 9-3 項参照）。
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	 （i）	� シングルマッチプレー
	 	 �シングルマッチプレーでは、一方のプレーヤーが残りのホール数よりも多く勝ち

越した時に、マッチはそのプレーヤーの勝ちである。ハンディキャップアローワ
ンスを決定後、異なるティーインググラウンドを使用する競技や男女が同じティー
インググラウンドを使用する競技は第 9-3c 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　2人のプレーヤーのコースハンディキャップ
の差（100%）をハンディキャップの多いプレーヤーが受け、ハンディキャップの
少ないプレーヤーはスクラッチでプレーする（裁定9-4a/1、および9-4a/3参照）。

	 	 �例：　コースハンディキャップ 17のプレーヤーはコースハンディキャップ 13
のプレーヤーから、ハンディキャップストローク4 打を受け、ハンディキャップ
ナンバー1から4のホールで1打ずつ受ける。

	 （ii）	� シングルマッチプレーのボギー競技とパー競技
	 	 �ボギー競技またはパー競技は、ホールごとに決められているスコアに対してプ

レーする競技形式であり、得点のつけ方は、マッチプレーの場合と同様である。
競技者がスコアを申告しなかったホールは負けとして扱われる。各ホールの勝ち
負けを集計して最高の成績を得た競技者が、優勝者である（「ゴルフ規則」規
則 32-1）。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラウ
ンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第
9-3c 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　各プレーヤーは100%のコースハンディキャッ
プを受ける。

	 	 �例：　コースハンディキャップ 17のプレーヤーは、ハンディキャップナンバー1
から17のホールでハンディキャップストロークを1打ずつ受ける。

	 （iii）	� フォアボールマッチプレー
	 	 �フォアボールマッチプレーは、2人のうちの良い方のスコア対他の2人のうちの良

い方のスコアでマッチを競う（「ゴルフ規則」規則30、および用語の定義）。ハンディ
キャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラウンドを使用する競技
や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第 9-3c 項を適用しなけ
ればならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　プレーヤー 4人のうち最もハンディキャップ
の少ないプレーヤーはスクラッチでプレーする。他の3人はそれぞれ、最もハ
ンディキャップの少ないプレーヤーのコースハンディキャップとの差（100%）を
ハンディキャップストロークとして受ける（裁定 9-4a/2 参照）。

	 	 �例：　プレーヤーA、B、C、Dのコースハンディキャップは、A＝ 5、B＝
10、C＝15、D＝20。プレーヤーAはスクラッチでプレーし、プレーヤーB
は 5打、Cは10 打、Dは15 打のハンディキャップストロークを受ける。
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	 	 �男女混合フォアボールマッチプレーの場合は、それぞれのハンディキャップスト
ローク表に基づいてハンディキャップストロークを割り当てる。競技を管理する
委員会は使用するティーインググラウンドを指定する。

	 （iv）	� フォアボールマッチプレーのボギー競技とパー競技
	 	 �フォアボールマッチプレー形式のボギー競技とパー競技は、2人のうちの良い方

のスコア対他の2人のうちの良い方のスコアでマッチを競い、各ホールごとに決
められているパーやボギーに対してプレーする。各ホールの勝ち負けを集計して
最高の成績を得たチームが、優勝者である。ハンディキャップアローワンスを
決定後、異なるティーインググラウンドを使用する競技や男女が同じティーイン
ググラウンドを使用する競技は第 9-3c 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　男子は 90 パーセント、女子は 95 パーセント
のコースハンディキャップを適用。

	 	 �例：　共に男子のプレーヤーAとBは、コースハンディキャップ 10 のプレー
ヤーAがハンディキャップストローク9打を受け（10×90%＝9）、コースハンディ
キャップ 16 のプレーヤーBはハンディキャップストローク14 打を受ける（16×
90%＝14.4 →四捨五入→14）。ハンディキャップストロークの割り当ては、そ
れぞれのハンディキャップストローク表に基づく。

	 （v）	� パートナーの合計スコアによるフォアボールマッチプレー
	 	 �パートナーの合計スコアによるフォアボールマッチプレーは、同じサイドのプレー

ヤー2人がそれぞれ自分の球をプレーし、各ホールのパートナーの合計スコア
でマッチを競う。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーイング
グラウンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技
は第 9-3c 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　4人のプレーヤーのうち最もハンディキャップ
の少ないプレーヤーはスクラッチでプレーする。他の3人はそれぞれ、最もハ
ンディキャップの少ないプレーヤーのコースハンディキャップとの差（100%）を
ハンディキャップストロークとして受ける。

	 	 �例：　プレーヤーA、B、C、Dのコースハンディキャップは、A＝ 5、B＝
10、C＝15、D＝20。プレーヤーAはスクラッチでプレーし、プレーヤーB
は 5打、Cは10 打、Dは15 打のハンディキャップストロークを受ける。

	 （vi）	� ベストボール団体戦マッチプレーのボギー競技とパー競技
	 	 �ベストボールマッチプレー形式のボギー競技とパー競技は、4人のうち最も良い

スコアで各ホールごとにパーやボギーに対してプレーする。各ホールの勝ち負け
を集計して最高の成績を得たチームが、優勝者である。ハンディキャップアロー
ワンスを決定後、異なるティーインググラウンドを使用する競技や男女が同じ
ティーインググラウンドを使用する競技は第9-3c項を適用しなければならない。
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	 	 �ハンディキャップアローワンス：　男子は 80 パーセント、女子は 90 パーセント
のコースハンディキャップを適用。

	 	 �例：　プレーヤーA、B、C、D（すべて男子）のコースハンディキャップは、A＝5、
B＝10、C＝15、D＝20。全員80 パーセントのアローワンスを適用し、プレー
ヤーA＝ 4、B＝ 8、C＝12、D＝16となる。4人の中のベストネットスコア
で各ホールのパーまたはボギーに挑む。ハンディキャップストロークの割り当て
は、それぞれのハンディキャップストローク表に基づく。

	 （vii）	� フォアサムマッチプレー
	 	 �フォアサムマッチプレーは、2対 2でマッチを競い、両サイドともそれぞれ1つ

の球をプレーする。各ラウンドとも正規のラウンド中は、パートナー同士は交互
にティーインググラウンドからプレーし、また各ホールのプレー中も交互にプレー
しなければならない（「ゴルフ規則」規則 29-1、および用語の定義）。ハンディ
キャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラウンドを使用する競技
や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第 9-3c(iii) 項を適用し
なければならない。

	 	 ��ハンディキャップアローワンス：　パートナーのコースハンディキャップ合計が
多いサイドは、少ないサイドのコースハンディキャップ合計との差の50 パーセ
ントを受ける（但しティーショットでパートナー間の良い方を選べる場合は40パー
セント）。ハンディキャップが少ないサイドはスクラッチでプレーする。

	 	 �例：　サイドAの合計コースハンディキャップは15で、サイド Bの合計コース
ハンディキャップは 36。ハンディキャップの多いサイド Bはハンディキャップス
トローク11打を受ける（36－15＝21×50%＝10.5 →四捨五入→11）。ハン
ディキャップストロークの割り当ては、それぞれのハンディキャップストローク表
に基づく。

	 （viii）	� フォアサムマッチプレーのボギー競技とパー競技
	 	 �フォアサムマッチプレー形式のボギー競技とパー競技は、各ホールごとにパーや

ボギーに対するプレーでマッチを競う。各ホールの勝ち負けを集計して最高の
成績を得たサイドが、優勝者である。ハンディキャップアローワンスを決定後、
異なるティーインググラウンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウン
ドを使用する競技は第 9-3c(iii) 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　パートナーのコースハンディキャップ合計の
50 パーセントを適用する（但しティーショットでパートナー間の良い方を選べる
場合は40 パーセント）。

	 	 �例：　パートナーを組むプレーヤーAとBのコースハンディキャップは、A＝
5、B＝10。このサイドは合計コースハンディキャップの50 パーセントの 8打
を受ける（(5＋10)×50%＝7.5 →四捨五入→ 8）。ハンディキャップストローク
の割り当ては、それぞれのハンディキャップストローク表に基づく。
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	 （ix）	� チャップマンマッチプレー（またはパインハーストマッチプレー）
	 	 �チャップマンマッチプレー（またはパインハーストマッチプレー）は、2 対 2で

マッチを競う。ティーショットは全員が打ち、第 2打はそれぞれのパートナーの
球をプレーする。第 3打は各サイドで選択した球をもう一方のパートナーがプ
レーし、以降そのホールを終えるまで、両サイドともそれぞれ1つの球を交互に
プレーする。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラ
ウンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第
9-3c(iii) 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　両サイドともコースハンディキャップの多い
パートナーが 60 パーセント、少ないパートナーが 40 パーセントのアローワンス
を適用した後、2人の合計コースハンディキャップの多いサイドが、少ないサイ
ドとの差をハンディキャップストロークとして受ける。合計コースハンディキャッ
プが少ないサイドはスクラッチでプレーする。

	 	 �例：　コースハンディキャップ 5 のプレーヤーAとコースハンディキャップ 10
のプレーヤーBがパートナーを組むサイドABは、［A：5×60%＝3］＋［B：
10×40%＝ 4］＝合計コースハンディキャップ 7。コースハンディキャップ 14
のプレーヤー Cとコースハンディキャップ 17のプレーヤーDがパートナーを
組むサイドCD は、［C：14×60% ＝ 8.4 ＝ 8］＋［D：17×40% ＝ 6.8 ＝ 7］
＝合計コースハンディキャップ 15となる。

	 	 �合計コースハンディキャップ 7のサイドABがスクラッチでプレーし、合計コー
スハンディキャップ 15のサイドCDはハンディキャップナンバー1から8のホー
ルでハンディキャップストローク1打ずつを受ける。

■ b. ストロークプレー
ストロークプレーでは、1または複数の正規のラウンドで最小のネットスコアの競技者が優
勝者となる（「ゴルフ規則」規則 3-1）。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティー
インググラウンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第
9-3c 項を適用しなければならない。

	 （i）	� ストロークプレー個人競技
	 	 �ハンディキャップアローワンス：　各競技者は100 パーセントのコースハンディ

キャップを受ける（プラスコースハンディキャップはグロススコアに加算してネッ
トスコアを決定しなければならない）。

	 	 �例：　コースハンディキャップ 10 のプレーヤーAは、グロススコア 82の場合
はネットスコア 72。コースハンディキャップ＋2のプレーヤーBは、グロスス
コア 70 の場合はネットスコア 72となる。
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	 （ii）	� フォアボールストロークプレー
	 	 �フォアボールストロークプレーは、2人の競技者がパートナーとしてそれぞれ自

分の球をプレーする。パートナーのうちの少ないスコアがそのホールのスコアと
なる。（「ゴルフ規則」規則30、およびフォアボールの用語の定義）。ハンディキャッ
プアローワンスを決定後、異なるティーインググラウンドを使用する競技や男女
が同じティーインググラウンドを使用する競技は第 9-3c 項を適用しなければな
らない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　男子は 90 パーセント、女子は 95 パーセント
のコースハンディキャップを適用。

	 	 �例1：　パートナーを組むプレーヤーAとB（共に男子）は、コースハンディキャッ
プ 8のプレーヤーAがハンディキャップストローク7打を受け（8×90%＝7.2→
四捨五入→7）、コースハンディキャップ 20 のプレーヤーBはハンディキャップ
ストローク18 打を受ける（20×90%＝18）。

	 	 �男女混合フォアボールストロークプレーの場合は、それぞれのハンディキャップ
ストローク表に基づいてハンディキャップストロークを割り当て、使用するティー
インググラウンドは競技を管理する委員会が決定しなければならない。

	 	 �例 2：　男子がミドルティーを使用し、女子がフォワードティーを使用する場合
は、男子はミドルティーのハンディキャップナンバーに従い、女子はフォワード
ティーのハンディキャップナンバーに従ってハンディキャップストロークを割り当
てなければならない。

	 	 �注：　同じサイドのパートナー間のコースハンディキャップ差（アローワンス適
用後）は、8打を超えることができないというフォアボールストロークプレーの
競技の条件を、委員会が検討することを勧める。パートナー間のコースハンディ
キャップ差が大きいサイドは、小さいサイドより有利になる。8打を超える差が
ある場合は、そのサイドのプレーヤー2人のコースハンディキャップに、追加
の10 パーセント引き下げを適用する。

	 	 �例3：　上記「例1」で、同じサイドのプレーヤーAとプレーヤーBのコースハンディ
キャップ差は、アローワンス適用後、8打を超えていた（18 打－7打＝11打）
ため、両者に追加の10 パーセント引き下げを適用する。その結果、プレーヤー
Aのコースハンディキャップは6（7－ 0.7＝ 6.3 →四捨五入→ 6）、プレーヤー
Bのコースハンディキャップは16（18－1.8＝16.2 →四捨五入→16）となる。
それぞれのハンディキャップストローク表に基づいてハンディキャップストローク
を割り当てる。
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	 （iii）	� パートナーの合計スコアによるストロークプレー
	 	 �パートナーの合計スコアによるストロークプレーは、同じサイドのプレーヤー2

人がそれぞれ自分の球をプレーし、そのラウンドの両者の合計スコアが、その
サイドのスコアとなる。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーイ
ンググラウンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する
競技は第 9-3c 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　各パートナーは共に100 パーセントのコース
ハンディキャップを適用する。

	 	 �例：　プレーヤーAとプレーヤーBがパートナーを組んだ。コースハンディキャッ
プは、A＝12、B＝26、両者のスコアは A＝87、B＝101。このサイドのチー
ムスコアは、（A：87－12）＋（B：101－26）＝75＋75＝150となる。

	 （iv）	� ベストボール団体戦ストロークプレー
	 	 �ベストボールストロークプレーは、4人のプレーヤーがそれぞれ自分の球をプレー

し、そのうち最も良いスコアが各ホールのチームスコアとなる。ハンディキャッ
プアローワンスを決定後、異なるティーインググラウンドを使用する競技や男女
が同じティーインググラウンドを使用する競技は第 9-3c 項を適用しなければな
らない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　男子は 80 パーセント、女子は 90 パーセント
のコースハンディキャップを適用。

	 	 �例：　男女混合チームのプレーヤーA、B、C、D（ABは男子、CDは女子）
のコースハンディキャップは、A＝ 8、B＝10、C＝12、D＝14。男子のA
とBは 80 パーセントのアローワンスを適用し、A＝ 6（8×80%＝ 6.4 →四捨
五入→ 6）、B＝ 8（10×80%＝ 8）、女子のCとDは 90 パーセントを適用し、
C＝11（12×90%＝10.8 →四捨五入→11）、D＝13（14×90%＝12.6 →四
捨五入→13）となる。各ホールの最も少ないネットスコアを加算したものが正
規のラウンドの合計スコアとなる。ハンディキャップストロークの割り当ては、そ
れぞれのハンディキャップストローク表に基づく。

	 （v）	 4 人中 2 人の�ベストボール団体戦ストロークプレー
	 	 �4 人中 2人のベストボールストロークプレーは、4人のプレーヤーがそれぞれ自

分の球をプレーし、そのうち最も良い2人のスコアが各ホールのチームスコアと
なる。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラウンドを
使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第 9-3c 項
を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　男子は 90 パーセント、女子は 95 パーセント
のコースハンディキャップを適用。
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	 	 �例：　プレーヤーA、B、C、D（すべて女子）のコースハンディキャップは、
A＝11、B＝16、C＝ 22、D ＝ 35。全員 95 パーセントのアローワンスを
適用し、プレーヤーA＝10（11×95% ＝10.45 →四捨五入→11）、B＝15
（16×95% ＝15.2 →四捨五入→15）、C ＝ 21（22×95% ＝ 20.9 →四捨五
入→ 21）、D＝ 33（35×95% ＝ 33.25 →四捨五入→ 33）となる。ハンディ
キャップストロークの割り当ては、それぞれのハンディキャップストローク表に
基づく。

	 （vi）	� フォアサムストロークプレー
	 	 �フォアサムストロークプレーは、2 対 2 で競い、両サイドともそれぞれ1つの

球をプレーする。パートナー同士は交互にティーインググラウンドからプレーし、
また各ホールのプレー中も交互にプレーしなければならない（「ゴルフ規則」規
則 29-1）。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラウ
ンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第
9-3c(iii) 項を適用しなければならない。

	 	 ��ハンディキャップアローワンス：　パートナーの合計コースハンディキャップの
50 パーセントを適用する。但しティーショットでパートナー間の良い方を選べる
場合は40 パーセント。パートナーの合計コースハンディキャップがプラスハン
ディキャップの場合は、グロススコアに加算してネットスコアを決定しなければ
ならない。

	 	 �例：　同じサイドのプレーヤーAはコースハンディキャップ 5、プレーヤーB
はコースハンディキャップ 12。このサイドの合計コースハンディキャップは17
（5 ＋12 ＝ 17）となり、これに50 パーセントのアローワンスを適用して9打
のハンディキャップストロークを受ける（17×50%＝ 8.5 →四捨五入→ 9）。

	 （vii）	� チャップマンストロークプレー（またはパインハーストストロークプレー）
	 	 �チャップマンストロークプレー（またはパインハーストストロークプレー）は 2対

2で競う。ティーショットは全員が打ち、第 2打はそれぞれのパートナーの球を
プレーする。第 3打は各サイドで選択した球をもう一方のパートナーがプレー
し、以降そのホールを終えるまで、両サイドともそれぞれ1つの球を交互にプ
レーする。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラウ
ンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第
9-3c(iii) 項を適用しなければならない。

	 	 �ハンディキャップアローワンス：　両サイドともコースハンディキャップの多い
パートナーが 60 パーセント、少ないパートナーが 40 パーセントのアローワンス
を適用する。

	 	 �例：　同じサイドのプレーヤーAはコースハンディキャップ 10、プレーヤーB
はコースハンディキャップ 18。プレーヤーAは 60 パーセントのアローワンス
を適用してコースハンディキャップ 6（10×60%＝ 6）となり、プレーヤーBは
40 パーセントのアローワンスを適用してコースハンディキャップ 7（17×40%＝
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7.2 →四捨五入→7）となる。このサイドの合計コースハンディキャップは13（6
＋7＝13）となる。

	 （viii）	� ステーブルフォード競技
	 	 �ステーブルフォード競技での得点は、ホールごとに決められているスコアとの比

較で競技者に以下の点数が与えられ、それを集計して決める。

プレーしたホールで 点数
決められたスコアより2打以上多いか、ス
コアの申告がないとき

0点

決められたスコアより1打多いとき 1点
決められたスコアと同じとき 2点
決められたスコアより1打少ないとき 3点
決められたスコアより2打少ないとき 4点
決められたスコアより3打少ないとき 5点
決められたスコアより4打少ないとき 6点

	 	 �競技者の得点数を集計して最高点を得た競技者が、優勝者である（「ゴルフ規則」
規則 32-1b）。ハンディキャップアローワンスを決定後、異なるティーインググラ
ウンドを使用する競技や男女が同じティーインググラウンドを使用する競技は第
9-3c 項を適用しなければならない。

	 	 ��ハンディキャップアローワンス：　100 パーセントのコースハンディキャップを
適用し、ハンディキャップストロークの割り当ては、それぞれのハンディキャッ
プストローク表に基づく。

	 	 �例：　コースハンディキャップ 16 のプレーヤーAが、ハンディキャップナンバー
15のパー 4ホールでグロススコアが 5だった。プレーヤーAはこのホールでハ
ンディキャップストローク1打を受けるためネットスコアは4となり、2点を獲得
する。
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■ c. コースハンディキャップアローワンス換算表
本規定のハンディキャップアローワンスを適用する際の参考として、以下の換算表を使用する。

コースハンディキャップアローワンス換算表

コース
ハンディキャップ

アローワンス コース
ハンディキャップ

アローワンス
80% 90% 95% 80% 90% 95%

1 1 1 1 26 21 23 25
2 2 2 2 27 22 24 26
3 2 3 3 28 22 25 27
4 3 4 4 29 23 26 28
5 4 5 5 30 24 27 29
6 5 5 6 31 25 28 29
7 6 6 7 32 26 29 30
8 6 7 8 33 26 30 31
9 7 8 9 34 27 31 32
10 8 9 10 35 28 32 33
11 9 10 10 36 29 32 34
12 10 11 11 37 30 33 35
13 10 12 12 38 30 34 36
14 11 13 13 39 31 35 37
15 12 14 14 40 32 36 38
16 13 14 15 41 33 37 39
17 14 15 16 42 34 38 40
18 14 16 17 43 34 39 41
19 15 17 18 44 35 40 42
20 16 18 19 45 36 41 43
21 17 19 20 46 37 41 44
22 18 20 21 47 38 42 45
23 18 21 22 48 38 43 46
24 19 22 23 49 39 44 47
25 20 23 24 50 40 45 48
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9-5.　ハンディキャップ競技のタイの決定方法

（「ゴルフ規則」付則Ⅰを参照）

参考：　「サイド」とは1人のプレーヤー、または互いにパートナーである複数のプレーヤー
をいう。「サイド」は「チーム」と同義語とみなされる。

■ a. 委員会による決定手順
競技を管理する委員会は規則33-6に基づいてタイの決定の方法と時期を決める権限を持っ
ている。委員会はその内容を前もって公表しておくべきである。

USGAは以下を奨励する。

	 （i）	� マッチプレー
	 	 �マッチがオールスクエアーに終わったときは、どちらかのサイドが 1ホール勝つ

まで、1ホールずつプレーを続けて決着をつけるべきである。プレーオフはその
マッチを始めた同じホールから始め、ハンディキャップマッチでは与えたり受け
るべきハンディキャップストロークは正規のラウンドと同じにするべきである。

	 （ii）	 ストロークプレー
	 	 �ハンディキャップ・ストロークプレー競技でタイのときは、ハンディキャップ付き

のプレーオフを行うことを勧める。そのプレーオフは18ホールで行ってもよいし、
委員会が決めたそれよりも少ないホール数で行ってもよいが、どのようなプレー
オフも少なくとも3ホールで行うことを勧める。

	 	 �ハンディキャップストローク表が関係のない競技（個人戦ストロークプレー競技
など）で、18ホール未満のホール数でのプレーオフの場合には、プレーオフ・
ハンディキャップは、プレーするホール数と18ホールとの比率をそれぞれのプ
レーヤーのハンディキャップに乗じて決めるべきである。その場合、端数は四
捨五入とするべきである。

	 	 �例 1：　コースハンディキャップ 10 のプレーヤーAと、コースハンディキャッ
プ 7のプレーヤーBが、個人戦ストロークプレー競技でタイに並んだ。委員会
が 9ホール（18ホールの 50 パーセント）のプレーオフ実施を決めた場合、両
者のプレーオフ・ハンディキャップは、A＝5、B＝ 4となる。

	 	 �ハンディキャップストローク表が関係する競技（フォアボールストロークプレー競
技やステーブルフォード競技など）で、18ホール未満のホール数でのプレーオ
フの場合には、プレーヤー個々に対してハンディキャップストローク表を用いて
その競技に割り当てられた通りのハンディキャップストロークが採用されるべき
である。

	 	 �例 2：　フォアボールストロークプレー競技で、コースハンディキャップ 10 のプ
レーヤーAとコースハンディキャップ 7のプレーヤーB（共にアローワンス適
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用後）がパートナーを組むサイドが、プレーオフに進出した。ハンディキャップ
ナンバーはフロントナインに奇数、バックナインに偶数が割り当てられ、プレー
オフはバックナインの 9ホールで行われた。この場合、プレーヤーAはハンディ
キャップナンバー2、4、6、8、10 のホールで各1打のハンディキャップストロー
ク（合計 5打）を受け、プレーヤーBはハンディキャップナンバー2、4、6のホー
ルで各1打（合計 3打）を受ける。

	 （iii）	 プレーオフを行えない状況（マッチング・スコアカード）
	 	 �プレーオフを行なえない状況のときは、マッチング・スコアカードを勧める。た

だし、マッチング・カード方法は前もって発表しておくべきで、また、この方法
で勝者が決まらなかった場合にどのようにするのかを規定しておくべきである。
認められるマッチング・カードの方法として、最後の 9ホールの合計スコアを比
較し、最も成績のよい競技者を優勝者とする方法がある。タイの競技者が数人
いて、最後の 9ホールの合計スコアが同じであったときは最後の 6ホールの合
計スコア、それも同じであったときは最後の3ホールの合計スコアに基づいて優
勝者を決める。それでもなお同スコアのときは、18 番ホールのスコアで決める。
複数のティーインググラウンドからスタートさせる方式を採用している競技では、
「最後の 9ホール」とか「最後の 6ホール」は、それぞれ「10 番ホールから18
番ホール」、「13 番ホールから18 番ホール」と読み替えることを勧める。

	 	 �ハンディキャップストローク表が関係のない競技（個人戦ストロークプレー競技
など）で、最後の 9ホール、6ホール、3ホールというマッチングの方法が使わ
れる場合、それぞれコースハンディキャップの1/2、1/3、1/6 がそれぞれのホー
ルの合計スコアから差し引かれるべきである。その場合、端数は四捨五入とす
るべきである。

	 	 �
例 3：

ホール 10 11 12 13 14 15 16 17 18
プレーヤー（コースハンディキャップ）

プレーヤーE（11） 4 6 5 4 3 4 5 6 3 40
プレーヤーF（10） 5 4 4 4 4 4 5 4 4 39

	 	 �プレーヤーEとプレーヤーFの18ホールのネットスコアは同じ。

	 	 �「最後の 9ホール」：　プレーヤーEはハンディキャップ 6（11×50%＝ 5.5＝ 6）、
ネットスコア 34（40－ 6＝34）。プレーヤーFはハンディキャップ 5（10×50%
＝ 5）、ネットスコア34（39－5＝34）。まだ同スコア。

	 	 �「最後の6ホール」：　プレーヤーEはハンディキャップ4（11×33%＝3.63＝ 4）、
ネットスコア21（13～16番のグロススコア25－4＝21）。プレーヤーFはハンディ
キャップ 3（10×33%＝3.3＝3）、ネットスコア 23（13 ～16 番のグロススコア
26－3＝23）。従ってプレーヤーEの勝ち。
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	 	 �ハンディキャップストローク表が関係する競技（フォアボールストロークプレー、
マッチプレー、パー、ボギー、ステーブルフォード競技など）では、プレーヤー
個々に対してハンディキャップストローク表を用いてその競技に割り当てられた通
りのハンディキャップストロークが採用されるべきである。

�		  �例 4：　フォアボールストロークプレー競技で、委員会が最後の 9ホールのマッ
チング・スコアカードを採用した。各ホールでパートナーのうちの少ないネットス
コアを使用して、サイドABとサイドCDを比較したが、最後の 9ホールは共に
同スコアの34だった。そこで、次に最後の 6ホールで比較したところ、サイド
ABは 23、サイドCDは 21となり、サイドCDの勝ちとなる。

	 	 �
例 4：

ホール 10 11 12 13 14 15 16 17 18
ハンディキャップナンバー 3 5 11 9 7 15 17 1 13

プレーヤー（コースハンディキャップ）
プレーヤーA（5） 5* 4* 5 3 5 4 4 4* 5
プレーヤーB（22） 7** 5* 5* 6* 5* 6* 5* 8** 7*
サイドABネット 4 3 4 3 4 4 4 3 5 34
プレーヤーC（10） 6* 4* 6 3* 5* 6 3 6* 5
プレーヤーD（15） 7* 5* 6* 5* 5* 5* 5 4* 6*
サイドCDネット 5 3 5 2 4 4 3 3 5 34

　*  ＝ハンディキャップストローク1打
　**＝ハンディキャップストローク2打

【裁定集】第 9章：　ハンディキャップ競技　　　　　　　　　　　　　　　　

9-1/1.　所属倶楽部のスコアに基づく JGA/USGA ハンディキャップインデックスの
使用をプレーヤーに義務づける競技

質問：　ハンディキャップ競技の競技の条件で、所属倶楽部でプレーしたスコア4 枚に基
づいた JGA/USGAハンディキャップインデックスの使用を義務づけることは適切か？

回答：　競技を管理する委員会は、競技の条件を制定する権限を持つ（「ゴルフ規則」規
則 33-1参照）。但し委員会が、所属倶楽部でプレーしたスコア4 枚に基づいて査定したハ
ンディキャップの使用をプレーヤーに義務づけた場合、このハンディキャップをJGA/USGA
ハンディキャップインデックスと呼ぶことはできず、プレーヤーは JGA/USGAハンディキャッ
プインデックスを使用しないことになる。JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャッ
プシステム準拠）は、プレーした場所に拘わらずすべてのスコアを提出することをプレーヤー
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に義務づけている（第 5-1b 項参照）。競技をフェアで公正なものにするために、競技を管
理する委員会はプレーヤーに JGA/USGA ハンディキャップインデックスの使用を義務づけ
るよう、USGAは奨励している。

9-1/1.　10 枚未満のスコアに基づいて査定した JGA/USGA ハンディキャップイン
デックスの使用を禁止する競技

質問：　あるハンディキャップ競技では、委員会が 10 枚未満のスコアで査定した JGA/
USGAハンディキャップインデックスを持つプレーヤーの参加を禁止している。一般的に10
枚以上のスコアで査定したものよりも高くなるというのが理由である。この措置は適切か？

回答：　競技を管理する委員会は、競技の条件を制定する権限を持つ（「ゴルフ規則」規
則 33-1参照）。但し、10 枚未満のスコアで査定された JGA/USGA ハンディキャップイン
デックスを持つプレーヤーの競技参加を禁止することをUSGAは奨励していない。何故なら、
10 枚未満のスコアで査定した JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、10 枚以上の
スコアで査定した JGA/USGAハンディキャップインデックスと同様に有効だからである。し
かも、10 枚未満のスコアで査定したものを使用したプレーヤーが他のプレーヤーよりも有利
になることはない（第11-4 項参照）。

9-2b/1.　ラウンド中にプレー中断となり、プレーが再開される前にハンディキャップ
更新日が訪れた場合

質問：　日曜日に開催されたハンディキャップ競技が、競技開始後、プレーが雨のために中
断され、その日のうちに競技を終了することができなかった。

翌週の土曜日にプレーは再開されたが、その間に JGA/USGA ハンディキャップインデック
スリストが更新され、新しい JGA/USGAハンディキャップインデックスが公表された。

競技の条件では、プレーヤーは、プレーしたラウンドの当日における有効な JGA/USGAハ
ンディキャップインデックスを使用するべきであるとしているが、この場合は、プレーヤーは
ラウンド開始時のJGA/USGAハンディキャップインデックスを使用すべきか？　それともプ
レー再開時での有効な JGA/USGAハンディキャップインデックスを使用すべきか？

回答：　たとえラウンド中にプレーヤーのJGA/USGAハンディキャップインデックスが更新
された場合でも、ラウンド開始時において有効だった JGA/USGAハンディキャップインデッ
クスは、そのラウンドが終了するまで有効とすべきである。
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9-3a/1.　プラスハンディキャップのプレーヤーがシングルマッチプレーに参加した場
合のハンディキャップアローワンス決定方法

質問：　コースハンディキャップ＋2のプレーヤーAと、コースハンディキャップ 8のプレー
ヤーBがマッチで対戦した。この場合、プレーヤーBはハンディキャップストロークを何打
受けるか？

回答：　Bが 10 打を受け、AがスクラッチでプレーすることをUSGAは勧めている。

9-3a/2.　プラスハンディキャップのプレーヤーがフォアボールマッチプレーに参加し
た場合のハンディキャップアローワンス決定方法

質問：　フォアボールマッチプレーにプレーヤーA、B、C、Dの 4人が参加した。それぞ
れのコースハンディキャップは、A＝＋2、B＝ 6、C＝2、D＝ 4である。この場合、コー
スハンディキャップをどように割り当てるか？

回答：　プレーヤーAはスクラッチでプレーし、Bが 8打、Cが 4 打、Dが 6 打受けるこ
とをUSGAは勧めている（第 9-4a(iii) 項参照）。

9-3a/3.　フォアボールストロークプレーでパートナーがプラスハンディキャップの場
合のハンディキャップストローク決定方法

質問：　ネットスコアで競うフォアボールストロークプレーで、プレーヤーAとプレーヤーB
がパートナーを組んだ。コースハンディキャップはA＝＋2、B＝2である。両者はそれぞれ、
どのホールでハンディキャップストロークを与えたり受けるのか？

回答：　プレーヤーAはハンディキャップナンバー17と18のホールで各1打をグロススコ
アに加える。プレーヤーBはハンディキャップナンバー1と2のホールで各1打をグロスス
コアから差し引く（第 9-4b(ii) 項参照）。

9-3a/4.　ネットスコアがゼロまたはマイナスになる場合

質問：　ハンディキャップマッチで、パー3のホールに 2打のハンディキャップを貰っている
プレーヤーが、2打でホールアウト、またはホールインワンを記録した。この場合、プレーヤー
のネットスコアはそれぞれいくつになるか？

回答：　プレーヤーのスコアが2のときはネットスコアは「0（ゼロ）」、ホールインワンのときは「－
1」となる。なお、フォアボールストロークプレーやステーブルフォード競技ではスコアはホー
ルごとの計算となるので、これらの競技の場合についても同様な扱いとなる（「ゴルフ規則裁
定集」裁定 2-1/2 参照）。

9-4a/1.　シングルマッチプレーで共にフルハンディキャップを採用する

質問：　シングルマッチプレーで、コースハンディキャップ17のプレーヤーAとコースハンディ
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キャップ 13のプレーヤーBが対戦した。第 9-4a(i) 項の規定によれば、プレーヤーAはハ
ンディキャップナンバー1から4のホールで各1打ずつ受けることができるとなっているが、
両者は互いにフルハンディキャップを採用し、Aは17ホールで、Bは13ホールで各1打ず
つハンディキャップを受けることにした。これは正しいか？

回答：　正しくない。ハンディキャップホールは、マッチのなかで引き分けのホールの数をで
きるだけ多くするために設定するものであり、この場合はプレーヤーAが引き分けるために
ハンディキャップを最も必要とする4ホールに各1打ずつを割り当てる。もしこれらの4ホー
ルで両者がハンディキャップを受けると、技量の高いプレーヤーBが勝つ可能性が大きくな
る。またハンディキャップナンバー14から17の4ホールでプレーヤーAだけがハンディキャッ
プを受けることによって、これらのホールではプレーヤーAが勝つ可能性が大きくなる。つ
まり互いにフルハンディキャップを採用することは、引き分けのホールよりも勝敗がつくホール
の数を増やすことになり、結果的に技量の高いプレーヤー（この場合は B）が有利になって
しまう。

9-4a/2.　フォアボールマッチプレーで、プレーヤーの 1 人が不参の場合のハンディ
キャップアローワンス決定方法

質問：　フォアボールマッチで、ハンディキャップの一番少ないプレーヤーがプレーに加われ
ない場合、ハンディキャップアローワンスを決めるに当たって不参のプレーヤーは無視しても
よいか？

回答：　無視してはならない。他の3人はそれぞれのコースハンディキャップから不参のプレー
ヤーのコースハンディキャップを差し引き、その差（100%）をハンディキャップストロークと
して受けることができる。不参プレーヤーについて誤ったハンディキャップが申告されていた
場合には、本規定第 3-6a 項が適用となる（「ゴルフ規則」規則 30-3a、30-3e(i)、および「ゴ
ルフ規則裁定集」裁定 30-3a/3 参照）。

9-4a/3.　男子と女子のパーが異なるホールの結果

質問：　男子と女子がマッチプレー競技で対戦し、男子はパー4で女子はパー5のホールで、
共にスコアはパーだった。このホールの結果は？

回答：　パーは関係ない。そのホールを少ないストロークでホールアウトしたプレーヤーが、
そのホールの勝ちとなる。

9-4b/1.　プラスハンディキャップのプレーヤーがフォアサムストロークプレーに参加
した場合のハンディキャップアローワンス決定方法

質問：　フォアサムストロークプレーで、コースハンディキャップ＋1のプレーヤーとコースハ
ンディキャップ 12のプレーヤーがパートナーを組んだ。このサイドが受けるハンディキャッ
プストロークは？

回答：　6打である（11×50%＝ 5.5 →四捨五入→ 6）。
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計算式

第10章：　JGA/USGAハンディキャップ計算式　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

プレーヤーの潜在技量は JGA/USGA ハンディキャップインデックスによって示され、プ
レーヤーの複数の良いスコアを基準とした計算によって測定される。これらの良いスコア
とは、各スコアのハンディキャップディファレンシャルを算出することによって決定する。
JGA/USGA ハンディキャップインデックスは、ベストハンディキャップディファレンシャル
（1枚または複数）の平均に乗数 0.96を掛けたものをいい、2 枚以上の採用可能なトーナ
メントスコアがある場合には第10-3 項を適用する。

10-1.　ハンディキャップディファレンシャルの計算

ハンディキャップディファレンシャルは、次の 4つの要素を使用して算出する：　調整グロ
ススコア、JGA/USGAコースレーティング、スロープレーティング、113（標準難易度コー
スのスロープレーティング）。ハンディキャップディファレンシャルを決定するには、調整グ
ロススコアから JGA/USGAコースレーティングを引き、113を掛け、スロープレーティン
グで割る。端数を四捨五入した小数第1位の数値で表示する。

ハンディキャップディファレンシャル＝
（調整グロススコア－ JGA/USGAコースレーティング）×113÷スロープレーティング

■ a. プラスハンディキャップディファレンシャル
調整グロススコアがJGA/USGAコースレーティングよりも高い数値の場合、ハンディキャッ
プディファレンシャルは正の数（プラス）となる。下記は、JGA/USGAコースレーティング
71.5、スロープレーティング 125 のコースで、調整グロススコア 95 の場合の、ハンディキャッ
プディファレンシャル算出例である。

	調整グロススコア－JGA/USGAコースレーティング：	 95－71.5＝23.5

	 上記の差×標準スロープレーティング：	 23.5×113＝2655.5

	 上記結果 ÷スロープレーティング：	 2655.5÷125＝21.24

	 ハンディキャップディファレンシャル：	 21.2（小数第 2位四捨五入）

■ b. マイナスハンディキャップディファレンシャル
調整グロススコアが JGA/USGAコースレーティングよりも低い数値の場合、ハンディ
キャップディファレンシャルは負の数（マイナス）となる。下記は、JGA/USGAコースレーティ
ング 71.5、スロープレーティング 125 のコースで、調整グロススコア 69 の場合の、ハンディ
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キャップディファレンシャル算出例である。

	調整グロススコア－JGA/USGAコースレーティング：	 69－71.5＝ －2.5

	 上記の差×標準スロープレーティング：	 －2.5×113＝ －282.5

	 上記結果 ÷スロープレーティング：	 －282.5÷125＝ －2.26

	 ハンディキャップディファレンシャル：	 －2.3（少数第 2位四捨五入）

10-2.　JGA/USGA ハンディキャップインデックスの計算式

JGA/USGA ハンディキャップインデックスの計算式は、プレーヤーのスコア記録に登録
されているベストハンディキャップディファレンシャルに基づく。プレーヤーのスコア記録に
20枚以上のスコアが登録されている場合は、最新20枚のスコアのうちベストハンディキャッ
プディファレンシャル10 枚を使用して計算する。スコア記録に登録されているスコアの数が
少なくなると、使用するベストハンディキャップディファレンシャルの比率（最大 50 パーセ
ント）も小さくなる。例えば、スコア記録内のスコアが 9 ～10 枚の場合は、使用するベスト
ハンディキャップディファレンシャルは 3 枚（30 ～ 33 パーセント）となる。従って、プレー
ヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスの正確性は、提出された採用可能なス
コアの枚数に比例する。このため、提出された採用可能なスコアが 5 枚未満のプレーヤー
には、JGA/USGA ハンディキャップインデックスを発給してはならない。以下、承認された
ゴルフ協会、ゴルフ倶楽部、およびハンディキャップ計算プログラムがプレーヤーの JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを査定する手順を示す。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスの査定手順：

	 ステップ1：	 �下記の表を使用して、使用するベストハンディキャップディファレン
シャル枚数を決定する。

採用可能なスコア枚数
使用する

ディファレンシャル枚数
5～ 6 ベスト1枚
7～ 8 ベスト2 枚
9 ～10 ベスト3 枚
11～12 ベスト4 枚
13～14 ベスト5 枚
15 ～16 ベスト6 枚
17 ベスト7枚
18 ベスト8 枚
19 ベスト9 枚
20 ベスト10 枚
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	 ステップ2：	 �使用するハンディキャップディファレンシャルを決定する。

	 ステップ3：	 �使用するハンディキャップディファレンシャルの平均を求める。

	 ステップ4：	 �ハンディキャップディファレンシャル平均に乗数 0.96* を掛ける。

	 ステップ5：	 �端数を切り捨て、小数第1位の数値で表示する（四捨五入ではない
ので注意）。

例1：　採用可能スコア20 枚未満（11枚）の場合：

	 ベスト4 枚のハンディキャップディファレンシャル：	 104.1

	 上記の平均値：	 26.025

	 平均値に乗数 0.96を掛ける：	 24.984

	 少数第 2位切り捨て：	 24.9
	 （四捨五入しないこと）	

	 JGA/USGA ハンディキャップインデックス：	 24.9

* 乗数 0.96 は、JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）に組
み込まれた「上級者へのボーナス」という計算手法で、プレーヤーの技量向上意欲を促す
効果がある。ディファレンシャル平均からわずかな比率を差し引いた数値（96%）を JGA/
USGA ハンディキャップインデックス計算に使用することにより、プレーヤーの技量が高ま
るほど（つまりJGA/USGA ハンディキャップインデックスが低くなるほど）、そのプレーヤー
がハンディキャップ競技で好成績を収める可能性が若干増すようになっている。

例2：　採用可能スコア20 枚の場合：

	 ベスト10 枚のハンディキャップディファレンシャル：	 154.8

	 上記の平均値：	 15.48

	 平均値に乗数 0.96を掛ける：	 14.861

	 少数第 2位切り捨て：	 14.8
	 （四捨五入しないこと）	

	 JGA/USGA ハンディキャップインデックス：	 14.8

	 ステップ6：	 �採用可能なトーナメントスコアが 2 枚以上ある場合、第 10-3 項を
適用する。
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日付 調整
グロススコア

スコア
タイプ

JGA/USGA
コース

レーティング

スロープ
レーティング

ハンディキャップ
ディファレンシャル

1/15/08 90 H 70.1 116 19.4
1/11/08 91 H 70.1 116 20.4
1/5/08 94 A 72.3 123 19.9
1/3/08 *88 H 70.1 116 17.4
1/1/08 89 H 70.1 116 18.4
12/25/07 *90 A 72.3 123 16.3
12/13/07 *91 A 72.3 123 17.2
12/1/07 91 I 70.1 116 20.4
11/18/07 91 I 70.1 116 20.4
11/7/07 86 A 68.7 105 18.6
11/2/07 90 H 70.1 116 19.4
10/30/07 *92 AI 72.3 123 18.1
10/23/07 *85 T 68.0 107 18.0
10/13/07 *78 T 68.7 105 10.0
10/4/07 *82 H 70.1 116 11.6
9/30/07 *84 H 70.1 116 13.5
9/29/07 94 A 72.3 123 19.9
9/21/07 93 A 72.3 123 19.0
9/17/07 *89 A 72.3 123 15.3
9/12/07 *88 H 70.1 116 17.4

*ベスト10 枚のハンディキャップディファレンシャル
採用可能なトーナメントスコア・ベスト2枚

日付 USGA
修正スコア

スコア
タイプ

JGA/USGA
コース

レーティング

スロープ
レーティング

ハンディキャップ
ディファレンシャル

10/13/07 78 T 68.7 105 10.0
7/4/07 83 T 70.1 116 12.6

10-3.　非常に優れたトーナメントスコアによる、JGA/USGA ハンディキャップイン
デックス引き下げ

トーナメントスコアの定義（トーナメントスコアの用語の定義、および裁定10-3/1～10-
3/6 参照）に従って、委員会は（競技を管理する委員会と協議したうえでハンディキャップ
委員会がこれを担うのが望ましい）、その競技のスコアが、略称コード「T」を付記して提出
するトーナメントスコア（例：82T）に指定されるかどうかを事前に決定しなければならない。
第10-3 項では、このスコアを「Tスコア」と表記している箇所がある。
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■ a. 追加計算の適用
プレーヤーが 2 枚以上の採用可能なトーナメントスコアを持つ場合、プレーヤーの JGA/
USGA ハンディキャップインデックス査定に以下の追加計算を適用しなければならない。
採用可能なトーナメントスコアのベストディファレンシャル2 枚の平均が、第10-2 項で算出
したプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスより3.0 以上低い場合、そ
の JGA/USGA ハンディキャップインデックスをこの追加計算によって引き下げることがで
きる。

ハンディキャップ委員会またはハンディキャップ計算プログラムは、必ず下記の手順に従っ
て、第10-2 項で算出された JGA/USGA ハンディキャップインデックスを引き下げるかど
うかを決定しなければならない。

■ b. 手順

�例：　JGA/USGA ハンディキャップインデックス 17.3 のプレーヤーが、採用可能なトー
ナメントスコア 3 枚（82T、83T、85T）を持っている。これらはいずれも、JGA/USGAコー
スレーティング 70.6、スロープレーティング 130 のコースをプレーした時のスコアである。

	 ステップ1：	 �それぞれの採用可能なトーナメントスコアから JGA/USGAコース
レーティングを引き、113を掛け、スロープレーティングで割ることに
よってトーナメントスコアディファレンシャルを算出し、そのなかから
ベストディファレンシャル2 枚を決定する。

	 	 �82T：（82－70.6）×113÷130＝ 9.9

	 	 �83T：（83－70.6）×113÷130＝10.8

	 	 �85T：（85－70.6）×113÷130＝12.5

	 ステップ2：	 �第 10-2 項で査定した JGA/USGA ハンディキャップインデックス
から、2 番目に低いディファレンシャルを引き、計算結果が 3.0 以上
であれば次のステップに進む。

	 	 �17.3－10.8＝ 6.6

JGA/USGA
ハンディキャップ
インデックス

2番目に低い
Tスコアディファレンシャル

3.0 以上の場合、
第 10-3 項適用可能
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	 ステップ3：	 �トーナメントスコアベストディファレンシャル2 枚の平均値を求める。

	 	 �（9.9＋10.8）÷2＝10.35

Tスコアディファレンシャル
ベスト 2枚

Tスコアベスト 2枚
ディファレンシャル平均値

	 ステップ4：	 �平均値からプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデック
スを引く。

	 	 �17.3－10.35＝ 6.95 →四捨五入→7.0

JGA/USGA
ハンディキャップ
インデックス

この数値と採用可能なトーナメントスコアの数を
「ハンディキャップ引き下げ換算表」に適用

	 ステップ5：	 �ステップ4の算出結果（7.0）と、そのプレーヤーのスコア記録に登
録されているトーナメントスコア合計枚数を「ハンディキャップ引き下
げ換算表」に適用し、そのプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャッ
プインデックスの引き下げ幅を決定する。

	 ステップ6：	 �プレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスから「ハン
ディキャップ引き下げ換算表」で決定した引き下げ幅を差し引いた結
果が、そのプレーヤーの引き下げ JGA/USGA ハンディキャップイ
ンデックスとなる。その際、第 10-2 項で査定された JGA/USGA
ハンディキャップインデックスより1.0 以上低くなっていることを条件
とする。引き下げ JGA/USGA ハンディキャップインデックスをハン
ディキャップレポートやコンピューター画面上で表示する場合、略称
コード「R」を付記して識別する（例：12.3R）。

	 	 �17.3－5.0＝12.3R

JGA/USGA
ハンディキャップ
インデックス

「ハンディキャップ引き下げ換算表」
で決定した引き下げ幅

引き下げ
ハンディキャップ
インデックス
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ハンディキャップ引き下げ換算表

Ｔ
ス
コ
ア
ベ
ス
ト
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
２
枚
と
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
差

採用可能なトーナメントスコアの枚数
2 3 4 5-9 10-19 20-29 30-39 40 以上

3.0 ～ 3.4 － － － － － － － －
3.5 ～ 3.9 － － － － － － － －
4.0 ～ 4.4 1 － － － － － － －
4.5 ～ 4.9 1.8 1 － － － － － －
5.0 ～ 5.4 2.6 1.9 1 － － － － －
5.5 ～ 5.9 3.4 2.7 1.9 1 － － － －
6.0 ～ 6.4 4.1 3.5 2.8 1.9 1 － － －
6.5 ～ 6.9 4.8 4.3 3.7 2.9 2 1 － －
7.0 ～ 7.4 5.5 5.0 4.5 3.8 3 2.1 1 －
7.5 ～ 7.9 6.2 5.7 5.3 4.7 3.9 3.1 2.2 1
8.0 ～ 8.4 6.8 6.4 6 5.5 4.8 4.1 3.2 2.2
8.5 ～ 8.9 7.4 7.1 6.7 6.2 5.7 5 4.2 3.3
9.0 ～ 9.4 8.1 7.8 7.4 7 6.5 5.9 5.2 4.4
9.5 ～ 9.9 8.7 8.4 8.1 7.7 7.3 6.7 6.1 5.4
10.0 ～10.4 9.2 9.0 8.8 8.4 8 7.6 7 6.4
10.5 ～10.9 9.8 9.5 9.4 9.1 8.7 8.3 7.8 7.2
11.0 ～11.4 10.4 10.2 10 9.7 9.4 9.1 8.6 8.1
11.5 ～11.9 11.0 10.8 10.6 10.4 10.1 9.8 9.4 8.9
12.0 ～12.4 11.5 11.4 11.2 11 10.7 10.5 10.1 9.7
12.5 ～12.9 12.1 11.9 11.8 11.6 11.4 11.1 10.8 10.5
13.0 ～13.4 12.6 12.5 12.4 12.2 12 11.8 11.5 11.2
13.5 ～13.9 13.2 13.1 12.9 12.8 12.6 12.4 12.2 11.9
14.0 以上 13.7 13.6 13.5 13.4 13.2 13.0 12.8 12.6

例：　

	 「ハンディキャップ引き下げ換算表」からの決定値：	 5.0

	 JGA/USGA ハンディキャップインデックス－上記数値：	 17.3－ 5.0 ＝12.3

	 引き下げ JGA/USGA ハンディキャップインデックス：	 12.3R

■ c. トーナメントスコアの集計方法
	 （i）	 �Tスコア集計表：　採用可能なトーナメントスコアは、直近 12ヶ月間の枚数

に基づいて集計する。集計表の履歴にはすべてのTスコアを保存するわけでは
なく、そのために月毎の集計が必要である。Tスコア集計表は、直近 12ヶ月
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間の各月の集計記録と、最新 20 枚のスコアに含まれる登録後12ヶ月以上経
過したTスコアによって構成される。月毎の集計表には、プレーの日付ではなく、
スコア提出日に基づいて記録を加えていく。

	 （ii）	 �ベストTスコアファイル：　最大 6 枚の最も良い採用可能なトーナメントスコア
が、そのプレーヤーの最新 20 枚のスコアとは別に、「ベストTスコアファイル」
に保存される。

	 （iii）	 �Tスコアの追加：　新規に提出されたトーナメントスコアは、スコアおよびハン
ディキャップディファレンシャルとして、そのプレーヤーの通常のハンディキャッ
プ記録に加えられる。「ベストTスコアファイル」に登録されている採用可能な
トーナメントスコアが 6 枚未満の場合、新しいTスコアはそのファイルに追加
される。既に6枚のTスコアがファイルに登録されていて新しいTスコアがファ
イル内の Tスコアより良い場合は、スコアの日付に拘わらずファイル内の最も悪
いTスコアを削除し、新しいTスコアをファイルに追加する。

	 （iv）	 �古いTスコアの破棄：　ハンディキャップ更新日毎に、「ベストTスコアファイル」
内の各Tスコアが、登録後1年以上経過し且つそのプレーヤーの最新 20 枚の
スコアから外れていないかどうかを確認する。もしそうであれば、そのスコアを
記録から削除する。Tスコアを削除した場合、「ベストTスコアファイル」未登
録の採用可能なトーナメントスコアがあれば、そのなかで最も良いものを登録
する。

■ d. JGA/USGA ハンディキャップインデックス引き下げの継続と変化
非常に優れたトーナメントスコアによる JGA/USGA ハンディキャップインデックスの引き
下げは、ハンディキャップ更新日毎に再計算され、以下を含む様々な要素によって随時再
計算の結果が変化する可能性がある。

	 ・	 �新たに追加されたトーナメントスコア

	 ・	 �採用可能なトーナメントスコアの有効期限切れ

	 ・	 �第 10-2 項の計算結果の変動

	 ・	 �ベスト2 枚の Tスコアに関連する第10-2 項の計算結果の変動

■ e. ハンディキャップ委員会による JGA/USGA ハンディキャップインデックス引き
下げの見直し
ハンディキャップ委員会は、すべての JGA/USGA ハンディキャップインデックスの引き下
げを必ず見直さなければならない。見直しの結果、ハンディキャップ委員会は以下いずれか
の措置をとることができる。
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	 ・	 �第 10-3d 項の規定に従って JGA/USGA ハンディキャップインデックスの引き下
げをそのまま継続する。

	 ・	 �更なる JGA/USGA ハンディキャップインデックス引き下げを適用する。例えば、
委員会は、プレーヤーのプレー結果が第 10-3 項の引き下げによって示された潜
在技量を継続的に上回っているとの判断を下すことができる。その場合、ハンディ
キャップ更新日毎に見直しを継続的に実施し、既に引き下げられている JGA/
USGA ハンディキャップインデックスに更なる引き下げを適用することができる
（第 8-4e 項参照）。

	 ・	 �引き下げを取り消す（オーバーライド）。例えば、プレーヤーが負傷し、負傷する
以前のトーナメントスコアに基づいて引き下げが適用されている場合、委員会は
そのプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスの引き下げを取り
消すことができる。その際、委員会は第10-2 項に従ってそのプレーヤーの JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを再査定し、略称コード「R」の付記を取り
止める。尚、2 枚以上の非常に優れたトーナメントスコアが第10-3 項の引き下げ
要件に該当し続ける限り、委員会はハンディキャップ更新日毎に引き下げを取り消
す（オーバーライド）選択肢を保持し続ける。プレーヤーのスコア記録に含まれる
非常に優れたトーナメントスコアの枚数が2枚未満になった場合は、委員会はオー
バーライドの適用を中止し、第10-2項の通常の査定手順に従わなければならない。

	 ・	 �引き下げ幅を修正する。例えば、委員会は、第10-3 項の引き下げを100 パーセ
ント適用するとプレーヤーの潜在技量を正確に反映できないが、それでも引き下
げ措置は必要であるとの判断を下すことができる。その場合、委員会は、第10-2
項で査定されたプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスと算出
された引き下げ幅に修正を適用することができる。例えば、第 10-3 項で引き下
げられたプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスが 10.0R で、
第 10-2 項の査定結果が 15.0 だった場合、委員会は引き下げ適用後の JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを12.5Mに修正することが可能である。こ
の方法によって、引き下げを完全に取り消さずに適切な引き下げ幅を採用すること
ができる。

■ f. 報告の義務
JGA（承認されたゴルフ協会）とハンディキャップ計算プログラムは、第10-3b 項に基づい
て適用された JGA/USGA ハンディキャップインデックスの引き下げをゴルフ倶楽部に報
告しなければならない。もしコンピューターによる報告レポートが JGA（承認されたゴルフ
協会）に対して提供されている場合は、ハンディキャップ計算プログラムは JGA/USGA ハ
ンディキャップインデックスの引き下げをJGA（承認されたゴルフ協会）に報告しなければ
ならない。本章規定に従って引き下げが適用された JGA/USGAハンディキャップインデッ
クスは、略称コード「R」を付記して識別しなければならない。
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10-4.　コースハンディキャップ

コースハンディキャップは、プレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスにプ
レーするコースのスロープレーティングを掛け、これを113 で割ることによって決定する（第
3-3 項参照）。上記計算式の結果は小数点以下を四捨五入した整数で表示する。

10-5.　9 ホール・ハンディキャップ（ハンディキャップインデックス (N)）

■ a. ９ホール・ハンディキャップの使用と識別
ゴルフ倶楽部が JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）を順
守していれば、9ホール・ハンディキャップはハンディキャップインデックス (N)として認め
られる。9ホール・ハンディキャップまたはハンディキャップインデックス (N) は、倶楽部
間競技で 9ホール・ハンディキャップを持つ他のプレーヤーと対戦する場合に使用すること
ができる。JGA/USGAハンディキャップインデックスの使用が義務づけられている18ホー
ル競技では、ハンディキャップインデックス (N) を 2 倍して使用することができる。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスとハンディキャップインデックス (N) の両方を
持つプレーヤーは、9ホールの倶楽部間競技ではハンディキャップインデックス (N) を使用
し、18ホール競技では JGA/USGA ハンディキャップインデックスを使用するべきである。

JGA/USGA ハンディキャップインデックスしか持っていないプレーヤーが 9ホール競技に
参加する場合は、JGA/USGA ハンディキャップインデックスを2で割り端数を切り上げた
小数第1位までの数値を、使用するティーインググラウンドのコースハンディキャップ換算
表から9ホールのスロープレーティングを使用して、コースハンディキャップに換算する。

■ b. 査定方法
ゴルフ倶楽部がハンディキャップインデックス (N) を査定する場合、9ホールの調整グロス
スコアに、プレーした9ホールの JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティング
を適用してハンディキャップディファレンシャルを算出する。

注：　ハンディキャップインデックス (N) を持つプレーヤーが 18ホールをプレーした場合、
2つの 9ホールスコアをそのプレーヤーのスコア記録 (N)（9ホールのスコア記録）に登録
しなければならない。

例：　9ホールの JGA/USGAコースレーティングが 36.2、スロープレーティングが 121、
調整グロススコアが 45の場合、この 9ホールのハンディキャップディファレンシャルは、
「（45－36.2）×113÷121＝ 8.2」となる。仮に9ホールハンディキャップディファレンシャ
ルのベスト10 枚の平均が 8.9 だとすれば、ハンディキャップインデックス (N) は「8.9×0.96
＝ 8.5」となり、「8.5N」と識別して登録する。
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■ c. ９ホールのストロークコントロール
ストロークコントロールの定義を参照。

ストロークコントロール
9ホール

コースハンディキャップ
1ホールのスコア上限

4以下 ダブルボギー
5～ 9 7
10 ～14 8
15 ～19 9
20 以上 10

例：　9ホールのコースハンディキャップが 12のプレーヤーは、ホールのパーに関係なく各
ホールのスコア上限を「8打」として調整しなければならない。

■ d. ９ホール・ハンディキャップの上限
ハンディキャップインデックス (N) の上限は、男子18.2、女子20.2とする。

注：　スロープレーティング 113を超えるゴルフコースでは、ハンディキャップインデックス
上限値をコースハンディキャップに換算すると、この上限値よりも大きい数値になる。

プレーヤーは、この上限を超えるローカルハンディキャップを持つことができるが、その場
合、ハンディキャップカードやレポートには必ず略称コード「L」を付記してローカルハンディ
キャップであることを明確にしなければならない（例：24.5L）。このようなローカルハンディ
キャップを倶楽部間競技で使用する場合は、本項で定めるハンディキャップインデックス
(N) の上限値に引き下げて使用することをUSGAは奨励している。

【裁定集】第10章：　JGA/USGA ハンディキャップ計算式　　　　　　　　　

10-3/1.　獲得ポイント合計による年間表彰を実施する場合の、その対象ラウンドにお
けるトーナメントスコアの指定

質問：　「レディースデー」にグロス部門とネット部門で競技を実施した。各クラスの1位か
ら3 位にはポイントが与えられ、年間で最も多くのポイントを獲得したプレーヤーは表彰さ
れる。これらのラウンドのスコアは、トーナメントスコアとみなされるか？

回答：　みなされない。トーナメントスコアとみなすには、同じ数の正規のラウンドをプレー
することが義務づけられるべきである。
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10-3/2.　賞品がゴルフボールの競技におけるトーナメントスコアの指定

質問：　賞品がゴルフボールのみの競技におけるスコアは、トーナメントスコアとして提出で
きるか？

回答：　賞品の価値や性質は、トーナメントスコアとしての指定可否を決定する要素ではない。
トーナメントスコアの定義の条件を満たせば、そのスコアはトーナメントスコアとして提出し、
略称コード「T」を付記して識別しなければならない（トーナメントスコアの定義、および第
10-3 項参照）。

10-3/3.　スタート時点でエントリー可能な競技におけるトーナメントスコアの指定

質問：　倶楽部所属のプロが、スタート直前にエントリー可能な競技を主催した。賞品はそ
の日の参加人数に応じて決められる。この競技のスコアは、トーナメントスコアとして提出で
きるか？

回答：　倶楽部のトーナメント委員会が所属プロによる競技の主催を認め、その競技が正
規のラウンドに基づいて優勝者を決定し、且つ「ゴルフ規則」に従ってプレーされる場合（お
よび、Tスコアに指定することを委員会が事前に告知している場合）、その競技のスコアはトー
ナメントスコアとして提出することができる。エントリー受付の時期や賞品の性質は、トーナ
メントスコア指定の可否には関係ない。日常的に行われている競技（レディースデー、シニア
デー、オープンコンペなど）は、伝統、スケジュール、競技形態、および倶楽部の会員制
度に関わる重要度が高くないため、通常はトーナメントスコアに指定されない。重要度の高
い競技とは、例えば必ず毎年1回開催されるものなどをいう。

10-3/4.　組合せとスタート時間を設定していない競技におけるトーナメントスコアの
指定

質問：　倶楽部のトーナメント委員会が毎週 1回、簡単な賞品の競技を開催しているが、
その競技では組合せとスタート時間を設定していない。この競技のスコアは、トーナメント
スコアとして提出できるか？

回答：　組合せとスタート時間を設定していないという事実のみによって競技の性質を決め
ることはできない。また、賞品が簡単なものかどうかも関係ない（裁定10-3/2 参照）。倶
楽部のトーナメント委員会は、毎週開催しているこれらの競技のスコアが、トーナメントスコ
アとして提出できる条件を満たしているかどうかを決定しなければならない。その条件を満
たすためには、その競技は委員会によって開催され、正規のラウンドに基づいて優勝者を
決定し、且つ「ゴルフ規則」に従ってプレーされなくてはならない。これらの条件が満たさ
れている場合、委員会は、トーナメントスコアを提出する際には略称コード「T」を付記して
識別しなければならない旨を事前に告知しなければならない。もしハンディキャップ委員会
の判断でこれに該当するプレーヤーが特定される場合、その競技のスコアをトーナメントス
コアとして提出しなければならない旨を委員会は告知できる。日常的に行われている競技（レ
ディースデー、シニアデー、オープンコンペなど）は、伝統、スケジュール、競技形態、お
よび倶楽部の会員制度に関わる重要度が高くないため、通常はトーナメントスコアに指定さ
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れない。重要度の高い競技とは、例えば必ず毎年1回開催されるものなどをいう。但し、トー
ナメントスコアに指定する競技が多くなりすぎると、第10-3 項による非常に優れたトーナメ
ントスコアに基づいた JGA/USGAハンディキャップインデックスの引き下げを効果的に適用
できなくなるので、十分に注意すること。（改訂項目）

10-3/5.　倶楽部が定期的に行っている懸賞競技におけるトーナメントスコアの指定

質問：　上記の裁定10-3/3 および 10-3/4 を委員会が承知したうえで、倶楽部は毎週水曜
日に懸賞競技を開催している。参加者はラウンドスタート時に所属プロに各2ドルを支払い、
これを懸賞分としてプールする。組合せやスタート時間は設定されていない。優勝者は、そ
の日に集まった懸賞金額相当の商品券を獲得する。競技は「ゴルフ規則」に完全に則って
プレーされる時もあれば、そうでない時もある。また、毎週の競技スコアを集計して、年末
には決勝大会が開催されている。これらの競技のスコアは、トーナメントスコアに指定でき
るか？

回答：　「ゴルフ規則」に従っていない競技のスコアは、通常トーナメントスコアに指定する
ことはできない。但し、上記に示されている条件そのものは、委員会がこれらの競技のスコ
アをトーナメントスコアに指定することを妨げるものではない。トーナメントスコアを適用する
目的は、競技において、自身のJGA/USGAハンディキャップインデックスを上回るプレーを
したプレーヤーを特定することである。もしハンディキャップ委員会の判断でこれに該当する
プレーヤーが特定される場合、その競技のスコアをトーナメントスコアとして提出しなければ
ならない旨を委員会は告知できる。倶楽部の伝統、スケジュール、競技形態、および会員
を熟知している委員会は、この判断を下すうえで最も適任である。但し、日常的に行われて
いる競技（レディースデー、シニアデー、オープンコンペなど）は、伝統、スケジュール、競
技形態、および倶楽部の会員制度に関わる重要度が高くないため、通常はトーナメントスコ
アに指定されない

10-3/6.　プレーしたホール数が 13 ホール未満の場合のトーナメントスコアの指定

質問：　マッチプレー競技において、11番ホールでマッチが終了した。このスコアは、トー
ナメントスコアとして提出できるか？

回答：　できない。トーナメントスコアに指定するためには、トーナメントスコアの条件を満
たす競技で13ホール以上プレーしたスコアでなければならない。
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システムの抑制と均衡

第11章：　ハンディキャップの管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

システム全体の抑制と均衡に基づくハンディキャップの管理は、JGA/USGA ハンディキャッ
プインデックスがプレーヤーの潜在技量を正確に示すためのものである。ハンディキャッ
プの管理によって、プレーヤーの潜在技量を反映しないスコアがそのプレーヤーの JGA/
USGA ハンディキャップインデックスを歪めることを防いでいる。以下に記載されているハ
ンディキャップの管理は、公正で信頼できる JGA/USGA ハンディキャップインデックスを
査定するために JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）に組み込まれている。

11-1.　ゴルフ倶楽部のハンディキャップ委員会

ハンディキャップ委員会は、JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム
準拠）の根幹である。JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を使用する各ゴル
フ倶楽部は、JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を保全するために必ずハ
ンディキャップ委員会を設置しなければならない。

（第 8 章参照）

ハンディキャップ委員会は、スコアが提出され、JGA ハンディキャップ規定（USGAシス
テム準拠）がすべて順守され、各プレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデック
スが公正に保たれていることを確認する。

11-2.　スコア検証

スコア検証の用語の定義参照。

11-3.　ハンディキャップディファレンシャルのワースト 10 枚の除外

プレーヤーの最新 20 枚のハンディキャップディファレンシャルのうち、最も悪い10 枚はそ
のプレーヤーの潜在技量を反映していないため、JGA/USGA ハンディキャップインデック
スの計算に使用しない。

11-4.　20 枚未満の提出スコア

提出スコアの枚数が 20 枚未満のプレーヤーは、JGA/USGA ハンディキャップインデック
スの査定に使用するスコアが、最新 20 枚中10 枚という理想的な比率（50 パーセント）を
下回り、提出スコアの枚数が 20 枚に近づくほど、JGA ハンディキャップ規定（USGAシス
テム準拠）の正確性と信頼性は高まる。従って、採用可能なスコア 20 枚に基づいて査定さ
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れたハンディキャップは、20 枚未満のスコアで査定されたものと比べてプレーヤーの潜在
技量をより正確に反映する。

11-5.　ストロークコントロール

ストロークコントロールの用語の定義参照。

11-6.　非常に優れたトーナメントスコアによる、JGA/USGA ハンディキャップイン
デックス引き下げ

プレーヤーが 2 枚以上の採用可能なトーナメントスコアを持ち、トーナメントスコアのディ
ファレンシャルがプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックスより3.0 以上低
い場合、JGA/USGA ハンディキャップインデックス査定に追加計算を適用する（第10-3
項参照）。

11-7.　JGA/USGA ハンディキャップインデックスの修正または停止

ハンディキャップ委員会は、プレーヤーがすべての採用可能なスコアを提出しなかったり、
或いは JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）の精神を順守しなかった場合、
そのプレーヤーの JGA/USGAハンディキャップインデックスを修正または停止する権限を
持つ。また、特別な理由によりプレーヤーの JGA/USGA ハンディキャップインデックス
が低すぎる場合には、ハンディキャップ委員会はそのプレーヤーの JGA/USGA ハンディ
キャップインデックスを引き上げる権限を持つ。修正、引き下げ、または停止が適用された
JGA/USGA ハンディキャップインデックスについては、ハンディキャップ委員会はハンディ
キャップ更新日毎に見直しを実施しなければならない。

11-8.　ペナルティースコア

ペナルティースコアの用語の定義参照（第 8-4b 項参照）。

11-9.　JGA（承認されたゴルフ協会）が発行するレーティング

すべてのゴルフコースは、JGA（承認されたゴルフ協会）を代表する査定チームによって、
USGAが認めた手順に従って査定されなければならない。すべてのJGA/USGAコースレー
ティングが均一な方法で査定されれば、JGA/USGA ハンディキャップインデックスもすべ
て公平に査定することができる。

11-10.　ライセンス認可の必要条件

JGA/USGA ハンディキャップインデックスという名称を使用できるのは、本規定マニュア
ルに示されるように、JGA ハンディキャップ規定（USGAシステム準拠）を完全に順守して
JGA/USGA ハンディキャップインデックスの発行および管理を行い、且つその目的のため
にUSGA からライセンス認可を受けた JGA（承認されたゴルフ協会）だけである。JGA（承
認されたゴルフ協会）は、USGAの商標類を使用したり JGA/USGA ハンディキャップイ
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ンデックスを発行するために、USGAの文書による承認を受けなくてはならない。

11-11.　JGA ハンディキャップ委員会

JGA ハンディキャップ委員会の連絡先は以下。

財団法人 日本ゴルフ協会　ハンディキャップ委員会
住所	 ：	 〒104-0031　東京都中央区京橋1-12-5 京橋 YSビル2 階
電話	 ：	 03-3566-0003
ファックス	 ：	 03-3566-0101
WEBサイト	：	 www.jga.or.jp

パートⅢ － ゴルフコース

第12 章：　コースの実測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

12-1.　基準測定点（パーマネントマーカー）

正確な基準測定点を設置することは、レーティング査定において必要不可欠である。基準
測定点は、使用するティーインググラウンドの区域の中心に設置する。不適切な位置に基準
測定点を設置すると、常に査定されたレーティングに沿ったコース難易度を保つのが困難と
なる。

基準測定点の設置は、グリーンの速さやラフの長さ、およびその他コースメンテナンス作業
よりもレーティングに大きな影響を与えるものである。従って倶楽部は、この点に格別の注
意を払い、正確な基準測定点の設置方法についてJGA（承認されたゴルフ協会）の指導を
受けることが望ましい。

1面のティーインググラウンドで1つのティーマーカーを使用する場合、ティーインググラウン
ドの中心に基準測定点を設置する。このことにより、倶楽部はティーインググラウンド全面
を使用することができる。

1面のティーインググラウンドで2つ以上のティーマーカーを使用する場合、各ティーマーカー
の使用頻度の割合に応じてティーインググラウンドを分割し、それぞれの中心に基準測定点
を設置する。例えば 1面で 3つのティーマーカーを使用し、それぞれの使用頻度がフォワー
ドティー25 パーセント、ミドルティー 50 パーセント、バックティー25 パーセントの場合、
長さ40 ヤードのティーインググラウンドをこの割合に従って10 ヤード、20 ヤード、10 ヤー
ドの3区域に分割。そして分割された各区域の中心に基準測定点を設置する。
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また、9ホールのコースで各ホールに 2 種類のティーマーカーを設置して18ホールをプレー
させる場合は、それぞれのヤーデージを測定し、明確に区別できるティーマーカーと基準測
定点を個々に設置しなければならない。

12-2.　実測距離の測定

■ a. 距離測定方法
各ホールを実測する際には、電子測定器（EMD）、測量機器、またはGPS 測定器を使用して、
各ティーインググラウンドの基準測定点からグリーン中心までの水平距離を測定しなければ
ならない。コースの実測は経験者であれば誰でも行うことができるが、実測結果は JGA/
USGAコースレーティングを倶楽部に付与するJGA（承認されたゴルフ協会）が検証する。
スコアカードに記載するヤーデージは、この実測距離を正確に反映するべきであり、また実
測距離を最も近い整数でヤード表記することは非常に重要である。

ドッグレッグのホールでは、ドッグレッグのコーナー地点のフェアウェイ中央に中継地点を設
定し、その地点とティーインググラウンドを結んだ直線距離を測定しなければならない。但し、
この中継地点が簡単に設定できない場合は、最も使用頻度の高いティーマーカーから250
ヤード地点（女子は 210 ヤード地点）に設定する。その後、中継地点とグリーン中心（更に
ドッグレッグしている場合は次の中継地点）を結んだ直線距離の測定を続ける。

■ b. ティーマーカーの識別、レーティングの表示
ティーインググラウンド（「ゴルフ規則」用語の定義参照）の区域を指定する移動可能なティー
マーカーは、コース上の他のティーインググラウンドと明確に識別できるように使用する色や
形状を統一する必要がある。ティーマーカーを識別する色、形状、その他の方法は、コー
スを管理する委員会が、ハンディキャップ委員会と相談しながら決定する。コースハンディ
キャップ換算表（第 3-3 項参照）、スコアカード、およびスコア提出場所の掲示板などには、
各ティーマーカーの名称、色、形状とともに、JGA/USGAコースレーティングとスロープ
レーティングを表示しておくべきである。このことによってプレーヤーは容易に、スタート前
に JGA/USGA ハンディキャップインデックスからコースハンディキャップへ換算すること
ができ、またホールアウト後にハンディキャップ査定のためにスコアを提出する際には、使
用したティーマーカーの正しいレーティングを提出することができる。
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実測距離の測定方法

JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティング

ティーマーカー

男子
JGA/USGA
コース

レーティング

男子
スロープ
レーティング

女子
JGA/USGA
コース

レーティング

女子
スロープ
レーティング

チャンピオンシップ 74.0 125 － －
バック 72.0 119 74.5 128
ミドル 71.3 113 73.7 122
フォワード 69.5 105 72.0 118
フロント － － 69.3 113
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通常男子と女子が共に使用するティーマーカーには、すべてのプレーヤーがハンディ
キャップ査定のために正確なスコアを提出できるように、男女それぞれの JGA/USGA
コースレーティングとスロープレーティングを査定すべきである。男女いずれかのプレー
ヤーが使用したティーマーカーに該当する性別のレーティングが査定されていなかった
場合、未査定ティーインググラウンドのレーティング調整手順を適用できる（第 5-2g
項参照）。

9ホールのスコアを連結して 18 ホールのスコアとする場合は、9ホールのレーティン
グを組み合わせて提出するべきである。

第13章：　JGA/USGAコースレーティング　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

13-1.　用語の定義

■ a. スクラッチゴルファー
スクラッチゴルファーの定義参照。

■ b. 距離レーティング
距離レーティングとは、実効プレー距離に基づいて評価したコース難易度をいう。

■ c. 障害要素
障害要素とは、コースに存在するハザード、自然の状況、植物、およびコースコンディショ
ンのことで、同じ実効プレー距離の標準難易度コースと比べてプレーを難しくしたり易しくす
るものをいう。

■ d. 実効プレー距離
実効プレー距離とは、そのコースの実測距離を、実際のプレー距離に影響を与えるロール、
高低差、ドッグレッグ／強制刻み、風の影響、および標高の各要素に基づいて修正したも
のをいう。例えば、強制刻みによってスクラッチゴルファーにとってのプレー距離が長くなる
場合、査定チームは実測距離に上方修正を加えて JGA/USGAコースレーティングを査定
する。

■ e. JGA/USGA コースレーティング
JGA/USGAコースレーティングの定義参照。

コース査定は、個々の倶楽部ではなく、JGA（承認されたゴルフ協会）によって行われる（第
14 章参照）。
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注：　距離レーティングやJGA/USGAコースレーティングをパーと混同しないこと。パーは、
コースのプレー難易度を測る正確な尺度ではない。同じパー設定の2つのゴルフコースで、
大きく異なるJGA/USGAコースレーティングや距離レーティングが査定されることはあり得
る。

■ f. ボギーゴルファー
ボギーゴルファーの定義参照。

■ g. ボギーレーティング
ボギーレーティングの定義参照。

■ h. スロープレーティング
スロープレーティングの定義参照。

13-2.　査定の基本条件

■ a. ティーマーカーの設置とホールロケーション
コース査定の当日は、以下の準備が倶楽部に求められる。

	 （i）	 �ティーマーカーを基準測定点の場所に設置する。

	 （ii）	 �ホールロケーションは標準的な位置にする。

	 （iii）	 �通常の難易度に合わせてコースセッティングを行う。

■ b. ミッドシーズン時のコンディション
JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングは、そのコースで年間に最も
プレー頻度の高いシーズンにおける通常のコンディションに基づいて査定しなければならな
い。

■ c. ゴルフ規則
JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティングは、プレーヤーがゴルフ規則に則っ
てプレーし、コースのマーキングがゴルフ規則に従ってなされていることを前提に査定される。
ローカルルールは「ゴルフ規則」の精神とUSGAおよび JGAのポリシーに適合したもので
なければならない（第 7章参照）。

13-3.　査定の手順

■ a. レーティングの構成要素
JGA（承認されたゴルフ協会）は、以下の要素に基づいて JGA/USGAコースレーティン
グとスロープレーティングを決定する。

	 （i）	 �実効プレー距離は、コースの実測距離と、それに顕著な影響を及ぼす要素によっ
て構成される（第13-1d 項参照）。距離の測定は正確に行われなければならな
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い。全体でわずか22ヤードの距離の誤差によって、男子 JGA/USGAコース
レーティングは 0.1打変化する。女子 JGA/USGAコースレーティングの場合
は、18ヤードの距離の誤差が 0.1打の違いとなって現れる。

	 （ii）	 �スクラッチゴルファーとボギーゴルファーの距離レーティングは、それぞれの実
効プレー距離を距離レーティング計算式に適用して算出する（第13-1d 項、お
よび第13-3d 項参照）。

	 （iii）	 �JGA/USGAコースレーティングは、スクラッチゴルファーに影響を与える障害
の難易度を、スクラッチ距離レーティングに加えたものである。

	 （iv）	 �ボギーレーティングは、ボギーゴルファーに影響を与える障害の難易度を、ボ
ギー距離レーティングに加えたものである。

	 （v）	 �スロープレーティングは、ボギーレーティングと JGA/USGAコースレーティ
ングの差に、男子 5.381、女子 4.24 の係数を掛けたものである（用語の定義、
および第13-3f 項参照）。

■ b. 実効プレー距離
査定チームは、プレー距離に影響を与える4つの要素（ロール、高低差、ドッグレッグ／強
制刻み、風の影響）を各ホールで評価する。高地のコースの場合はこれに標高による評価
を加え、実測距離を修正して実効プレー距離を導き出す。更に実効プレー距離を距離レー
ティング計算式に適用し、スクラッチおよびボギー距離レーティングを算出する。

	 （i）	� ロール
	 	 �芝が短く、乾燥した状態で、ランディングエリアが下り傾斜になっているフェア

ウェイは、通常の20 ヤードよりもロールが多くなる。芝が長く、湿った状態で、
ランディングエリアが上り傾斜になっているフェアウェイは、通常の20 ヤードよ
りもロールが少なくなる。

	 （ii）	 高低差
	 	 �ティーインググラウンドからグリーンまで打ち上げのホールはプレー距離が長く

なり、ティーインググラウンドからグリーンまで打ち下ろしのホールはプレー距離
が短くなる。

	 （iii）	� ドッグレッグ／強制刻み
	 	 �通常のランディングエリアの手前でホールが屈曲しているホールは、ティーショッ

トでフルショットを打てない。ウォーターハザードなどの障害がランディングエリ
ア付近に存在するホールも同様である。



第 13章

103

	 （iv）	� 風の影響
	 	 �恒常的な風の強さと向きは、コースの難易度に影響を与える要素となる。

	 （v）	 標高
	 	 �海抜 2,000フィート（約 700メートル）以上の高地にあるコースでは、平地よ

りも球の飛距離が伸びるため、距離レーティングを下方修正する。

■ c. 障害難易度
査定チームは、スクラッチゴルファーとボギーゴルファーそれぞれのプレーに影響を与える
障害難易度 10 項目について、それぞれ 0から10までの点数によって各ホールで評価する。
項目毎の評価点合計にそれぞれの比重値を掛け、これらを合算したものを計算式に適用し、
スクラッチおよびボギーそれぞれの障害ストローク値に変換する。この障害ストローク値を
距離レーティングに加算したものが、JGA/USGAコースレーティングとボギーレーティン
グである。障害難易度 10 項目の評価要素は以下。

	 （i）	 �地形：　フェアウェイランディングエリアのスタンスとライの難易度、およびランディ
ングエリアとグリーンの高低差。

	 （ii）	 �フェアウェイ：　ランディングエリアの幅（ドッグレッグ、樹木、フェアウェイの
傾斜などによって狭められる）。

	 （iii）	 �グリーンへの目標アプローチ：　アプローチショット距離に応じたグリーンの大
きさ、形状、および傾斜。

	 （iv）	 �ラフとリカバリー可能性：　ランディングエリアおよびグリーン周辺に存在するラ
フや課罰的要素。

	 （v）	 �バンカー：　ランディングエリアおよびグリーン周辺に存在するバンカー。

	 （vi）	 �OB／非常に深いラフ：　ランディングエリアおよびグリーン周辺に存在する
OB、またはOB同様の影響を与える非常に深いラフ。

	 （vii）	 �ウォーターハザード：　特にランディングエリアおよびグリーン周辺に存在する
ウォーターハザード。

	 （viii）	 �樹木：　樹木の位置、大きさ、高さ、密生度、および樹木からのリカバリー難易度。
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	 （ix）	 �グリーン表面：　グリーンの速さと起伏。

	 （x）	 �心理的影響：　難易度の高い障害が存在することによる心理的な影響。

■ d. 距離レーティング計算式
距離レーティングは、以下の計算式によって算出する。

	 （i）	 男子スクラッチ距離レーティング
	 	 �スクラッチ距離レーティング＝
	 	 （スクラッチ実効プレー距離÷220）＋40.9

	 	 �例：　実効プレー距離が 6,419 ヤードの場合、男子スクラッチ距離レーティン
グは以下のように算出される。

	 実効プレー距離÷220：	 6,419÷220 ＝29.18

	 上記の結果＋40.9：	 29.18＋ 40.9 ＝ 70.08

	 スクラッチ距離レーティング：	 70.1（少数第 2位四捨五入）

	 （ii）	 男子ボギー距離レーティング
	 	 �ボギー距離レーティング＝
	 	 （ボギー実効プレー距離÷160）＋50.7

	 （iii）	� 女子スクラッチ距離レーティング
	 	 �スクラッチ距離レーティング＝
	 	 （スクラッチ実効プレー距離÷180）＋40.1

	 （iv）	 女子ボギー距離レーティング
	 	 �ボギー距離レーティング＝
	 	 （ボギー実効プレー距離÷120）＋51.3

■ e. コースレーティング計算式
	 （i）	 JGA/USGA コースレーティング（男子・女子）
	 	 �JGA/USGAコースレーティング＝
	 	 �スクラッチ距離レーティング＋スクラッチ障害ストローク値

	 （ii）	 ボギーレーティング（男子・女子）
	 	 �ボギーレーティング＝
	 	 �ボギー距離レーティング＋ボギー障害ストローク値

■ f. スロープレーティング計算式
スロープレーティングは、以下の計算式によって算出する。
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	 （i）	 男子スロープレーティング
	 	 �スロープレーティング＝
	 	 （ボギーレーティング－ JGA/USGAコースレーティング）×5.381

	 （ii）	 女子スロープレーティング
	 	 �スロープレーティング＝
	 	 （ボギーレーティング－ JGA/USGAコースレーティング）×4.24

標準難易度のコースのスロープレーティングは113 である。この時、JGA/USGAコース
レーティングとボギーレーティングの差は、男子 21打、女子 26.65 打である（男子：21
×5.381＝113、女子：26.65×4.24 ＝113）。

注：　コースレーティングに関する詳細は、「JGA/USGAコースレーティングシステム規定マ
ニュアル」および「JGA/USGAコースレーティング査定ガイド」に記載されている（JGAの
み入手可能）。

第14章：　コースレーティング査定の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

14-1.　JGA（承認されたゴルフ協会）による査定

すべてのコースレーティング査定は、USGA が認めた手順に従って、JGA（承認されたゴル
フ協会）を代表する査定チームが行われなければならない。JGA（承認されたゴルフ協会）
が設置したコースレーティング審査委員会は、各査定結果を評価しなければならない。

すべての JGA/USGA ハンディキャップインデックスが同じ基準で査定されるように、均
一なコースレーティング査定手順が必要である。

14-2.　JGA（承認されたゴルフ協会）による再査定

JGA（承認されたゴルフ協会）は、定期的にレーティングの見直しを実施し、必要に応じて
再査定を行うものとする。新設のコースは最初の数年間で急速な変化を遂げるため、開設
後 9 年間は 3 年毎に再査定を実施するべきである。コースが全く変化していなくても、最低
10 年に1度は必ず再査定を実施しなければならない。査定後10 年以上経過した JGA/
USGAコースレーティングとスロープレーティングは無効である。コースの再査定について
は、必ず地域を管轄するJGA（承認されたゴルフ協会）に連絡すること。

14-3.　査定チームのメンバー

査定チームは最低 3 名の経験豊富な査定員によって構成される。査定チームは、風の状況
を含む通常のコースコンディションを熟知した倶楽部の代表者（できれば JGA/USGA ハ
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ンディキャップインデックスの低いプレーヤーや倶楽部所属プロが望ましい）から、査定中
に協力を得ることができる。査定チームのメンバーは、スクラッチゴルファーについての実践
的な知識を持っているべきであり、チームメンバーを固定化することによって、査定結果の
ばらつきを抑えることができる。

JGA（承認されたゴルフ協会）は、査定チームの1名をチームリーダーに任命しなければな
らない。査定チームリーダーは、USGAまたは JGA が開催するコースレーティングセミナー
に出席しなければならない。査定チームはホール毎に各障害難易度を0から10までの点数
によって評価し、メンバー全員が同一の採点結果で合意できるように務める。各査定員の
採点に誤差が生じた場合は、チームリーダーの裁量で統一見解をとりまとめる。査定中は、
障害難易度の評価を目的として球を打つことはできる。

査定結果を実証するために、査定を実施する前または後にそのコースをプレーすることを勧
める。チームリーダーは、必要事項を漏れなく記入した査定用紙をJGA（承認されたゴル
フ協会）へ提出し、コースレーティング審査委員会による検証を受けなければならない。委
員会は、決められた範囲内で査定結果を修正したり、別のチームによる再査定の指示を出
すことができる。コースレーティング審査委員会による検証が終了したら、JGA（承認され
たゴルフ協会）はそのレーティングを倶楽部に発給しなければならない。

14-4.　JGA（承認されたゴルフ協会）の記録管理

■ a. 情報の保管
JGA（承認されたゴルフ協会）は、JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティン
グの記録を将来的に参照できるように保管しておかなければならない。保管する記録には、
スコアカード、査定員の氏名、査定日、査定時の気象状況、フェアウェイの散水システム、
芝の種類、ラフの長さ、ホール実測記録と測定者の氏名、基準測定点の設置状況、などが
含まれる。

■ b. すべてのレーティングのリスト
コースレーティング審査委員会は、管轄地域内で査定された各コースの全長ヤーデージ、
JGA/USGAコースレーティング、およびスロープレーティングが明記されたリストを作成
しなければならない。委員会はこのリストを定期的に検証し、内容の正確性を保つようにし
なければならない。

JGA（承認されたゴルフ協会）のコースレーティング審査委員会は、このリストを地域内に
あるすべての倶楽部に提供する。これによって、各倶楽部の会員が地域内のコースでプレー
した際に、スコアの提出が簡便となる。また JGA（承認されたゴルフ協会）は、このリスト
のコピーをUSGAハンディキャップ部門に提出しなければならない。
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14-5.　コース改造

■ a. 一時的な改造
一時的に臨時のティーインググラウンドやグリーンを使用する場合、ハンディキャップ委員会
は JGA（承認されたゴルフ協会）にその旨を通知しなければならない。JGA（承認されたゴ
ルフ協会）は、その状況でプレーした際のスコアをハンディキャップ査定に採用できるか否
かの判断を下し、また JGA/USGAコースレーティングとスロープレーティングを一時的
に変更するべきかどうかを決定する。改造工事のためにホールをクローズする場合には、そ
のホールのスコアを「パー＋そのプレーヤーのハンディキャップストローク」としなくてはなら
ない旨を（第 4-2 項参照）、ハンディキャップ委員会は倶楽部の会員に対して通知する責任
がある。

■ b. 恒久的な改造
恒久的なコース改造を実施した場合、倶楽部はその旨をJGA（承認されたゴルフ協会）に
通知しなければならない。JGA（承認されたゴルフ協会）は、既存の JGA/USGAコースレー
ティングとスロープレーティングを検証し、再査定が必要であるか否かを判断する。

14-6.　ゴルフ倶楽部による仮レーティング

倶楽部自身がコースを査定することは絶対に認められない。JGA（承認されたゴルフ協会）
によって JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングが査定されるまで、
ゴルフ倶楽部は JGA ハンディキャップ規定（USGA ハンディキャップシステム準拠）を使
用することはできない。

第15章：　コースセッティング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

15-1.　コース難易度の維持

レーティングは、通常のコンディションにおけるプレー難易度と実効プレー距離に基づいて
査定されている。プレーヤーがラウンド中に14 本のクラブをほぼすべて使用し、また公平
にプレーできるという観点に基づいてコースセッティングが行われているかについて評価する
こともある。もし距離や通常のプレー難易度が著しく変わってしまうと、JGA/USGA ハン
ディキャップインデックスの正確性は歪められてしまう。距離の違いが男子の場合22ヤード、
女子の場合18ヤードあると、JGA/USGAコースレーティングは 0.1打変化する。ハンディ
キャップ委員会はグリーン委員会と協力して、距離と通常のプレー難易度を常に一定で公平
な状態に保つように務めるべきである。
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15-2.　バランスの良いティーマーカーの設置

ティーマーカーの設置は、コースの実効プレー距離が毎日ほぼ同じに保てるようにバランス
を考えて行うべきである。天候や芝の状態に応じてティーマーカーの位置を調整することが
できる。

「ゴルフ規則」の用語の定義では、『ティーインググラウンドは奥行き2クラブレングスの長
方形の区域で、その前方と横の辺は 2つのティーマーカーの外側の先端を結んだ線をもっ
て決める』と定義されている。従って、ティーマーカーは、常にティーインググラウンドの後
ろの端から少なくとも2クラブレングス前方に設置しなければならない。

下記は、1面のティーインググラウンドを前後 6つに分割した図である。前後中央の太線は、
基準測定点（パーマネントマーカー）の設置位置である。

後方 前方

C B A A B C

バランスの良いティーマーカーの設置方法は以下。

■ a. 通常のコンディション時
同じ種類のティーマーカーは、偶数ホールではティーインググラウンドの前方、奇数ホールで
は後方に設置し、必ず同じアルファベットの区域を選択するようにする（例えば、1番ホール
は後方A、2 番ホールは前方Aなど）。また別の種類のティーマーカーは、偶数ホールを後
方、奇数ホールを前方にする。この方法で日々のティーマーカーの位置をローテーションす
ることにより、常にコースの実効プレー距離を一定に保てる。但し、異常なコンディションの
場合は下記 bの方法を採用する。

■ b. 異常なコンディション時
地面が硬くて球が転がるコースは後ろの区域を使用し、地面が柔らかくて球が転がらない
コースは前の区域を使用する。例えば、地面が硬くて球が転がる場合は前方Aと後方 Cの
区域にティーマーカーを設置し、地面が柔らかくて球が転がらない場合は前方 Cと後方A
の区域に設置する。

また、極度に異常な状態の場合は、状況に応じて前方と後方のすべての区域を使用し、通
常のプレー距離をできるだけ保てるように務める。

上記の推奨方法は、すべてのティーマーカーの設置に採用するべきである。
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15-3.　ホールロケーション

良いホールロケーションの選択には多くの要素が影響するが、なによりも最も重要なことは、
公平なプレー結果をもたらすことを目的として良き判断を下すことである。トリッキーなホー
ルロケーションは選択しないこと。

以下は、ホールロケーションの選択に関わる具体的な考慮点である。

	 （i）	 �設計者が意図した通りにそのホールがプレーされるように、必要に応じてその
ホールのデザインを考慮に入れる。グリーンへのショットの距離と、考えられる
その日の状態（風や天候状況、ショット地点の芝の状態、グリーン上での球の
留まり具合など）を把握する。

	 （ii）	 �要求されたショットがグリーン上に留まるために、ホールからグリーン手前と両
サイドのエッジまでの間には十分なグリーン面がなければならない。例えば、
そのホールでグリーンを狙うためにロングアイアンやウッドでのショットを要求さ
れる場合、短いピッチショットでグリーンを狙う場合よりも、グリーンの奥で両
サイドから離れたところにホールを位置させるべきでである。

	 	 �どんな場合でも、通常、ホールはどのグリーンエッジからも少なくとも4歩離れ
たところに決めることを勧める。バンカーがエッジに近い場合やエッジから外に
向かって下り傾斜になっている場合、特にピッチショット以上のときには、エッ
ジからホールまでの距離はより長くするべきである。

	 	 �グリーンを少しだけ外してしまったような、まあまあ良いショットに対しては、フェ
アなリカバリーの機会を与えることを考慮すべきである。

	 （iii）	 �ホールの周辺の2～3フィート（約1m）の区域はできるだけ平らで均一な状態
であるべきである。ホールはトリッキーな場所や、球の転がるスピードが増すよ
うな急斜面に設置すべきでない。また、ホールの上側からパットしたプレーヤー
がそのホールの周辺に球を止めることができるようにすべきである。

	 （iv）	 �ホールのすぐ近くの芝の状態を考慮し、完全に治っていない古いホール跡を避
けるように特に配慮する。

	 （v）	 �ホールはグリーンの傾斜に沿って切るのではなく、できるだけ垂直に切られるべ
きである。

	 （vi）	 �左右、中央、前後等の位置に関してコース全体のホールロケーションの選択の
バランスを保つべきである。例えば、グリーン左サイドのホールロケーションが
多すぎると、ドローやフックのショットが特に有利な結果となってしまうので、
そのような偏りのあるホールロケーションは避ける。
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	 （vii）	 �数日にわたってプレーされる競技では、日ごとのコースの難易度のバランスを保
つべきである。ストロークプレー競技では、第1ラウンドの1番ホールは最終ラ
ウンドの最終ホールと同じだけ大切である。従って、難易度がラウンドによって
大きく異なるコースセッティングは避けるべきであり、重要な目的は全体のバラ
ンスを整えることである。

上記に関する更なる詳細は、「競技運営ガイド」を参照のこと。

15-4.　コース管理

各ホールにおいて、ティーマーカーの位置、および距離と様々な障害の設定は、公平で一貫
性のあるプレーコンディションを提供するために考慮され、このことが JGA/USGAコース
レーティングとスロープレーティングに正確に反映される。

様々な障害は、第15-1項の条文に従って、査定された状態と同様に維持されるべきである。

コース管理については多くの要素が含まれるが、詳細は「競技運営ガイド」に記されている。

15-5.　コースのマーキング

競技を管理する委員会またはコースを管理する委員会が、適正且つ完全なコースのマーキン
グを行うように務めることは、極めて重要である。マーキングが施されていないコースでゴル
フ規則に則ったプレーを行うのは困難であり、JGA/USGAコースレーティングとスロープ
レーティングは、コースが適正にマーキングされていることに基づいて査定される。すべて
の境界、ウォーターハザード、修理地が正しくマーキングされていれば、シーズン中に委員
会が対処しなければならない問題はほとんど起こらない。

第16 章：　パーの設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

下記に示した表は、ホールのヤーデージに基づいたパーの設定に関するガイドラインである。
スクラッチゴルファーのそのホールの実効プレー距離によってパーを決定する（第13-3b 項
参照）。これらのヤーデージは任意で適用することができ、グラウンドの状態および障害難
易度の重大性を考慮に入れて決定すべきである。

JGA（承認されたゴルフ協会）は、ホールのパー設定に関する疑問が発生した場合に問題
を裁く権限を持つ（裁定16/1参照）。
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パーの設定のガイドライン

パー 男子 女子

3 250 ヤード以下 210 ヤード以下

4 251～ 470 ヤード 211～ 400 ヤード

5 471～ 690 ヤード 401～ 590 ヤード

6 691ヤード以上 591ヤード以上

【裁定集】第16章：　パーの設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

16-1.　USGAのガイドラインに則していないパーの設定

質問：　第16 章に従ったパーの設定が行われていない場合、どのような措置をとることが
できるか？　例えば、ある倶楽部では、特別な状況は存在しない 330 ヤードのホールを、
女子の場合パー5に設定している。このパー設定は、USGAのガイドラインから大きくかけ
離れている。JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）を使用す
る倶楽部は、ガイドラインに沿ったパー設定を行わなければならないか？

回答：　倶楽部はガイドラインの範囲内でパーを設定しなければならない。

第17章：　ハンディキャップストロークの割り当て　　　　　　　　　　　　　

用語の定義
定義はゴシック体で表記され、「第 2章－用語の定義」にアルファベット順に記載されている。

17-1.　委員会の裁量

ハンディキャップストロークの割り当てには、以下の手順を適用することを勧める。但し、ハ
ンディキャップに及ぼす影響は最小限であるため、この手順は必須ではない。すべてのゴ
ルフコースの状態を網羅できる共通の手段は存在しないので、ハンディキャップストローク
の割り当てには、的確な判断が最も重要な要素として求められる。ハンディキャップ委員会
は、異なるハンディキャップレベルのプレーヤーが平等に対戦できるようにするという基本
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理念を念頭に入れ、コースの各ホールを精査するべきである。男子と女子ではハンディキャッ
プが必要となるホールが異なる場合が多いので、割り当ても通常男女で異なる。一般的に、
本章の推奨手順にできるだけ沿うことが有効であると言える。ハンディキャップストローク
は、シングルマッチプレーやフォアボールマッチプレーで、ハンディキャップの多いプレーヤー
が引き分けるために最もハンディキャップを必要とするホールに割り当てられるべきである。
パーをとるのが難しいかどうかは、ハンディキャップが必要かどうかの判断基準としては適切
でない。

18ホールにハンディキャップストロークの順番（ハンディキャップナンバー）を割り当てる際
には、勝つためのハンディキャップではなく、引き分けるためのハンディキャップという観点
で、ハンディキャップストロークの必要性を考慮すべきである。この目的を達成するために、
以下の手順を勧める。

■ a. 割り当ての基本
倶楽部会員の大半が最も頻繁に使用しているティーマーカーからプレーした場合に基づいて
ハンディキャップストロークを割り当てる。

まず、フロントナインでハンディキャップの多いプレーヤーが最もハンディキャップを必要と
するホールに、ハンディキャップナンバー「1」をつける。次に、バックナインでハンディキャッ
プの多いプレーヤーが最もハンディキャップを必要とするホールに、ハンディキャップナンバー
「2」をつける。この手順で、18ホールをフロントナインとバックナインで交互にハンディキャッ
プナンバーを割り当てていく。

通常は、距離の長いホールほどハンディキャップの多いプレーヤーがハンディキャップを必要
とする。

■ b. ハンディキャップナンバーの割り当て
	 （i）	 偶数ナンバー／奇数ナンバー
	 	 �フロントナインに奇数ナンバーを割り当て、バックナインに偶数ナンバーを割り当

てることをUSGAは勧めている。

	 	 �この方法を採用することによって、18ホール全体で均等にハンディキャップスト
ロークを配分することができ、マッチをより公平にする。バックナインの方がフ
ロントナインより格段に難しい場合、奇数ナンバーをバックナインに割り当てるこ
とを考慮するべきである。

	 （ii）	 小さいハンディキャップナンバーの重要性
	 	 �ハンディキャップナンバー「1」は、ほぼ同等の技量のプレーヤー同士がマッチ

で対戦した場合に、そのハンディキャップストロークが最も効果的に機能する
ホールに割り当てるべきである。即ちコースハンディキャップ 0（ゼロ）と1、
10と11、或いは 29と30 のプレーヤーが対戦するマッチでは、両者が平等に
対戦できるようにするために、ハンディキャップナンバー「1」をどのホールに割
り当てるかは非常に重要である。
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ハンディキャップナンバー「2」は、コースハンディキャップの差が上記の場合よりも少し大き
いプレーヤー同士のマッチを想定してホールを決定する。即ちハンディキャップ 0（ゼロ）と
2、ハンディキャップ 10と12、或いはハンディキャップ 29と31のプレーヤーが対戦するマッ
チである。この手順を使って、ハンディキャップナンバー「6」までを割り当てていく。

上記の手順から大きくかけ離れない範囲で、小さいハンディキャップナンバーを各 9ホール
の後ろに割り当てることは避けるべきである。何故ならプレーヤーが受けることのできるハン
ディキャップを使う機会を得る前に、マッチの勝敗が決まってしまう可能性があるからであ
る。ホールバイホールのプレーオフが必要となる場合には、小さいハンディキャップナンバー
は最初のホールまたは 2 番目のホールに割り当てるべきである。

17-2.　スコアに基づく割り当て

ハンディキャップの差が大きいプレーヤー同士が対戦する場合、互いに平等に対戦できるよ
うにするという理念に基いて、以下のような計算による割り当てを行うべきである。この方法
は、男子のスコアと女子のスコアを別々に適用することができる。

注：　スコアに基づく割り当てを採用する場合、ハンディキャップ委員会は第17-1項を優先
的に考慮しなければならない（下記 (vii) 参照）。

■ a. 比較方式
	 （i）	 �男子コースハンディキャップ 8 以下、女子コースハンディキャップ 14 以下のプ

レーヤーの集団（グループA）から約 200 枚のホールバイホールスコアを集める。
低いハンディキャップのプレーヤーの数が少ない倶楽部は、最もコースハンディ
キャップの低いプレーヤー達のスコアの25 パーセントを200 枚のなかに採用
できる。これらのスコアはストロークコントロールによる調整が加えられていな
いものであるべきである。

	 （ii）	 �グループAの各ホールの平均スコアと平均コースハンディキャップを算出する。

	 （iii）	 �平均的なハンディキャップから高いハンディキャップのプレーヤーの集団（グルー
プB）より約200枚のホールバイホールスコアを集める。グループBのプレーヤー
の平均コースハンディキャップは、グループAより15 ～ 20 打多くなるべきで
ある。各プレーヤーのコースハンディキャップは、男子20 ～ 28、女子26 ～
40 の範囲内であることが望ましい。これらのスコアはストロークコントロール
による調整が加えられていないものであるべきである。
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	 （iv）	 �グループ Bの各ホールの平均スコアと平均コースハンディキャップを算出する。

	 （v）	 �グループAとグループ Bの各ホールの平均スコアの差を求める（グループAか
らグループ Bを引く）。

	 （vi）	 �グループAの平均スコア、グループ Bの平均スコア、および平均スコアの差に
基づいて、各ホールに1～18のランキングをつける。平均スコアの差が最も大
きいホールがランキング1番目となる。これがハンディキャップの多いプレーヤー
が最もハンディキャップを必要とするホールであり、ハンディキャップナンバー「1」
となる。この手順を「18」まで続ける。

	 （vii）	 �第 17-1b 項（ハンディキャップナンバーの割り当て手順）、および下記の注1お
よび注 2に従って、上記のハンディキャップナンバーを修正する。

	 	 �注1：　上記の計算結果でホールAがホールBよりランキングが上になったが、
委員会はホールBの方がホールAよりもランキングが上だと考える場合がある。
このような場合、委員会は以下の手順をとる。まず、ランキング1番の平均スコ
ア差からランキング 18 番の平均スコア差を引き、その値を18 で割る（平均領
域）。次に、ホールAとホールBの平均スコア差の差異を求め、この数値が平
均領域よりも大きくならなければ、委員会は計算結果を破棄し、ホールBをホー
ルAより上にランキングするのが適切である。

	 	 �注1：　上記の平均スコア差に基づいた計算の結果、ハンディキャップの多い
プレーヤーに重大な問題をもたらすウォーターハザードがあるホールが、ハン
ディキャップナンバー「1」または「2」となった。しかし委員会は、同等の技量
のプレーヤー同士が対戦する場合には、これは適切でないと考えた。この場合、
委員会はこのホールのランキングを下げてハンディキャップナンバーを変更するこ
とができる。委員会は、何が公平な結果をもたらすかということについて、常に
的確な判断を下すべきである。

■ b. 回帰分析方式
もう一つの計算方法として、回帰分析方式がある。この方法は、幅広いコースハンディキャッ
プのプレーヤーから少なくとも400 枚のスコアを集め、その分析計算結果でハンディキャッ
プナンバー割り当てを決定する。基本的には第17-2 項の「比較方式」と類似した計算方法
だが、こちらは使用するスコアの枚数が多く、また「比較方式」ではコースハンディキャッ
プが大きく異なる2 種類の限定されたプレーヤー集団の間でスコアを比較しているのに対し
て、この「回帰分析法式」では、あらゆるコースハンディキャップを網羅する数多くのスコ
アをまとめて分析し、ハンディキャップナンバーの割り当てを決める。
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	 �ステップ1：	 同じティーインググラウンドを使用した同じ性別のプレーヤーのホール
バイホールスコアを、N枚集める（少なくとも400 枚、多ければ多いほど良い）。

	 �ステップ2：	 対になっているホールバイホールスコアとコースハンディキャップをす
べて抽出し、ホール毎に以下の手順で計算する。

	 �1）�すべてのコースハンディキャップを合計する＝S1（これは全ホール同じ値）

	 �2）�すべてのスコアを合計する＝S2

	 �3）�各コースハンディキャップを2乗し、それを合計する＝S3（これも全ホール同じ値）

	 �4）�対になっているコースハンディキャップとスコアを掛け合わせ、それを合計する＝
S4

	 �5）�相違要因を計算する（DF）

	 �DF＝（N×S4）－（S1×S2）÷（N×S3）－（S12）

�	 �ステップ3：	 DF 値に基づいてすべてのホールにランキングをつける。DF値が大き
いほど、ハンディキャップの少ないゴルファーと多いゴルファーのスコア差が大きくな
ると予想される（DF 値が最大のホールはハンディキャップナンバー「1」となる）。

�	 �ステップ4：	 委員会の裁量で、ハンディキャップナンバーを最終決定する。

17-3.　9ホールコース

9ホールを2 回プレーして18ホールの正規のラウンドとしている9ホールのコースでも、同
様の原則を適用する。

17-4.　27 ホールコース

27ホールのコースの場合は、各 9ホール毎にハンディキャップナンバーを割り当てるべきで
ある。9ホールを2つ組み合わせて18ホールのハンディキャップ競技を行う場合は、奇数
のハンディキャップナンバーが割り当てられている方をフロントナインとし、偶数のハンディ
キャップナンバーが割り当てられている方をバックナインとするべきである。2つの 9ホール
を組み合わせた競技の割り当て例は、下記の表を参照。

男女混合競技では、各 9ホールの男女それぞれのハンディキャップナンバーを使用して、18
ホールの割り当てを男女別々に変換する。
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ハンディキャップナンバー割り当て例

フロントナイン バックナイン

ホール 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

9ホール
HDCPナンバー 5 4 9 2 8 1 3 7 6 4 9 2 1 3 5 6 8 7

18 ホール
HDCPナンバー 9 7 17 3 15 1 5 13 11 8 18 4 2 6 10 12 16 14

17-5.　フォアボールおよびベストボールストロークプレー、ステーブルフォード

フォアボールストロークプレー競技、ベストボールストロークプレー競技、およびステーブル
フォード競技では、対パー難易度に基づくハンディキャップナンバーの割り当てを採用する
のが適切であると考えられる。

このようなプレー形式の場合、各ホールの対パー難易度が効果的なハンディキャップナンバー
割り当ての基準となることが多い。もしゴルフ倶楽部が第17-2 項で示されているスコアに基
づく割り当てを採用している場合、以下の方法で対パー難易度に基づいたストロークプレー
競技のハンディキャップナンバー割り当てを決めることができる。これは、グループAとグルー
プ Bのプレーヤーにとっての各ホールの難易度を平均することによって、各ホールの対パー
難易度を示すものである。

・グループAとグループ Bの各ホールの平均スコアを合計する。

・上記の合計を2倍した数値からそのホールのパーを引く。

・上記数値の大きい順で各ホールにランキングをつける。

・上記のランキングに修正は加えない。
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スコアに基づくハンディキャップナンバー割り当て例

男子の例
グループAの平均コースハンディキャップ：6
グループ Bの平均コースハンディキャップ：22
平均領域＝（2.38 － 0.73）÷18 ＝ 0.09

ホール
グループA
平均スコア

グループ B
平均スコア

平均スコア
差

ランク
*

17-1b(i)
修正

**
17-1b(ii)
修正

1 4.12 5.25 1.13 10 8 8

2 4.31 5.72 1.41 6 4 4

3 3.35 4.10 0.75 15 14 14

4 5.35 7.45 2.10 2 2 2

5 4.16 4.90 0.74 17 16 16

6 3.90 4.63 0.73 18 18 18

7 3.12 4.05 0.93 12 10 10

8 5.10 6.32 1.22 8 6 6

9 3.95 4.83 0.88 13 12 12

10 4.25 6.29 2.04 3 3 1

11 4.30 5.75 1.45 5 7 7

12 4.10 5.15 1.05 11 13 13

13 3.41 4.80 1.39 7 9 9

14 4.95 5.75 0.80 14 15 15

15 4.28 5.50 1.22 9 11 11

16 3.25 4.00 0.75 16 17 17

17 5.21 7.05 1.84 4 5 3

18 4.45 6.83 2.38 1 1 5

*バックナインの方がフロントナインより難しいと判断し、
奇数ナンバーをバックナインに割り当てた。

** 第 17-1b(ii) の推奨手順に従い、
18 番ホールは「1」ではなく「5」を割り当てた。
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対パー難易度に基づく
ハンディキャップナンバー割り当て例

男子の例

ホール パー
グループA
平均スコア

グループ B
平均スコア

ABスコア計
ABスコア計
マイナス
（パー×2）

ランク

1 5 5.25 6.52 11.77 1.77 10

2 3 3.46 3.96 7.42 1.42 14/15

3 4 4.76 5.57 10.33 2.33 4

4 4 4.69 5.89 10.58 2.58 2

5 4 4.50 5.56 10.06 2.06 6

6 5 5.28 6.61 11.89 1.89 7

7 4 3.96 4.74 8.70 0.70 18

8 3 3.38 4.04 7.42 1.42 14/15

9 4 4.22 5.06 9.28 1.28 16

10 5 5.21 6.53 11.74 1.74 11

11 3 3.50 4.13 7.63 1.63 12

12 4 4.70 5.84 10.51 2.54 3

13 4 4.77 6.24 11.01 3.01 1

14 4 4.62 5.51 10.13 2.13 5

15 5 5.34 6.46 11.80 1.80 9

16 4 4.33 4.93 9.26 1.26 17

17 3 3.54 4.30 7.84 1.84 8

18 4 4.37 5.11 9.48 1.48 13
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パートⅣ － 付則

付則A：　JGA/USGAショートコースハンディキャップの査定手順　　　　　　

JGA/USGAショートコースハンディキャップは、ショートコース（距離 3,000 ヤード未満の
18ホールコースまたは1,500 ヤード未満の 9ホールコース）におけるプレーヤーの潜在技
量を示した尺度をいう。この潜在技量はプレーヤーの最も良いスコア複数枚に基づいて査
定され、整数で表示される。これらのスコアは、ショートコースハンディキャップディファレ
ンシャルを算出することによって識別される。

A-1.　JGA/USGAショートコースハンディキャップを使用できるゴルフ倶楽部

JGA ハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）を順守するゴルフ倶楽
部は、下記の条件を満たせば JGA/USGAショートコースハンディキャップを発行すること
ができる。

	 （i）	 �ゴルフ倶楽部の会員は、距離 3,000 ヤード未満の18ホールコースまたは1,500
ヤード未満の 9ホールコースでプレーしなければならない。

	 （ii）	 �ゴルフ倶楽部は、「JGA/USGAコースレーティングシステム規定」第18 章（JGA/
USGAショートコースレーティングの査定手順）に定められたガイドラインに従っ
て、JGA（承認されたゴルフ協会）によって査定されなければならない。

	 （iii）	 �JGA/USGAショートコースハンディキャップは持ち運び不可であり、発給を受
けたゴルフコース以外では使用できない。

	 （iv）	 �距離 3,000 ヤード未満の18ホールコースを持つ倶楽部は JGA/USGAショー
トコースハンディキャップを発行することができる。但し、そのようなコースに
JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングを査定できないこと
もあり、そのようなハンディキャップは「JGA/USGA ハンディキャップインデッ
クス」の名称を使用することができず、略称コード「SL」と付記してショートコー
スハンディキャップとして識別しなければならない。

A-2.　JGA/USGAショートコースハンディキャップの計算方法

■ a. JGA/USGAショートコースハンディキャップの算出
ショートコースハンディキャップディファレンシャルとは、プレーヤーの調整グロススコアと
JGA/USGAショートコースレーティングの差をいい、小数第1位までの数値で表示する。

	 （i）	 プラスディファレンシャル
	 	 �調整グロススコアが JGA/USGAショートコースレーティングよりも高い数値の

場合、ショートコースハンディキャップディファレンシャルは正の数（プラス）と
なる。以下は、JGA/USGAショートコースレーティング 51.2 の場合の、ディファ
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レンシャル算出例である。

	 	 �調整グロススコア：	 	 	 	 64
	 	 JGA/USGAショートコースレーティング：		 	 －		51.2
	 	 �ショートコースハンディキャップディファレンシャル：	 	 12.8

	 （ii）	 マイナスディファレンシャル
	 	 �調整グロススコアが JGA/USGAショートコースレーティングよりも低い数値の

場合、ショートコースハンディキャップディファレンシャルは負の数（マイナス）
となる。以下は、JGA/USGAショートコースレーティング 51.2 の場合の、ディ
ファレンシャル算出例である。

	 	 �調整グロススコア：	 	 	 	 50
	 	 JGA/USGAショートコースレーティング：		 	 －		51.2
	 	 �ショートコースハンディキャップディファレンシャル：	 －1.2

■ b. ショートコースハンディキャップ計算式
JGA/USGAショートコースハンディキャップの計算式は、プレーヤーのスコア記録に登録さ
れている最も低いショートコースハンディキャップディファレンシャルに基づく。プレーヤーの
スコア記録に 20 枚以上のスコアが登録されている場合は、最新 20 枚のスコアのうち最も
低いショートコースハンディキャップディファレンシャル10 枚を使用して計算する。スコア記
録に登録されているスコアの数が少なくなると、使用するスコアの比率も小さくなる。例えば、
スコア記録内のスコアが 9～10 枚の場合は、使用するのはベスト3枚（30 ～33 パーセント）
となる。従って、プレーヤーのJGA/USGAショートコースハンディキャップの正確性は、提
出された採用可能なスコアの枚数に比例する。このため、提出された採用可能なスコアが 5
枚未満のプレーヤーには、JGA/USGAショートコースハンディキャップを発給してはならな
い。JGA/USGAショートコースハンディキャップは整数で表示する（例：10SL）。

例1：　以下は、20 枚のスコアが登録されているプレーヤーのスコア記録から、ゴルフ倶
楽部または JGA（承認されたゴルフ協会）によってJGA/USGAショートコースハンディキャッ
プがどのように査定されるかを示した例である。
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日付 調整
グロススコア

JGA/USGA
ショート

コースレーティング

ハンディキャップディ
ファレンシャル

12/21/08 65 51.2 13.8
12/12/08 *58 51.2 6.8
11/10/08 *66 53.6 12.4
11/20/07 *63 51.2 11.8
11/18/07 68 53.6 14.4
11/17/07 65 51.2 13.8
11/16/07 *58 51.2 6.8
10/12/07 *63 51.2 11.8
10/10/07 68 53.6 14.4
9/8/07 *60 53.6 14.4
9/4/07 *59 51.2 7.8
9/1/07 65 51.2 13.8
8/24/07 *61 53.6 7.4
8/16/07 67 53.6 13.4
8/12/07 68 53.6 14.4
8/2/07 65 51.2 13.8
7/14/07 68 53.6 14.4
7/5/07 65 51.2 13.8
7/4/07 *63 51.2 11.8
7/1/07 *60 53.6 6.4

	 ベスト10 枚のショートコース　	
	 ハンディキャップディファレンシャル：	 89.4

	 上記の平均値（89.4÷10）：	 8.94

	 JGA/USGAショートコースハンディキャップ：	 9SL（端数四捨五入）

例2：　以下は、登録されているスコアが 20 枚未満（11枚の場合）のプレーヤーのスコア
記録から、ゴルフ倶楽部または JGA（承認されたゴルフ協会）によってJGA/USGAショー
トコースハンディキャップがどのように査定されるかを示した例である。

	 （i）	 �以下の表を使用し、提出された採用可能なスコアの枚数に応じて使用するショー
トコースハンディキャップディファレンシャルの枚数を決定する。
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採用可能なスコア枚数
使用する

ディファレンシャル枚数
5～ 6 ベスト1枚
7～ 8 ベスト2 枚
9 ～10 ベスト3 枚
11～12 ベスト4 枚
13～14 ベスト5 枚
15 ～16 ベスト6 枚
17 ベスト7枚
18 ベスト8 枚
19 ベスト9 枚
20 ベスト10 枚

	 （ii）	 �使用するショートコースハンディキャップディファレンシャルを決定する。

	 （iii）	 �使用するショートコースハンディキャップディファレンシャルの平均を求める。

	 （iv）	 �端数を四捨五入して整数で表示する。

	 ベスト4 枚のショートコース　	
	 ハンディキャップディファレンシャル：	 44.3

	 上記の平均値（44.3÷4）：	 11.075

	 JGA/USGAショートコースハンディキャップ：	 11SL（端数四捨五入）

注：　JGA/USGAショートコースハンディキャップは整数で表示する（JGA/USGAハンディ
キャップインデックスのように小数第1位まで表示しない）。JGA/USGAショートコースハン
ディキャップは持ち運び不可であり、プレーヤーのホームゴルフ倶楽部以外で使用すること
はできない。



付則 B

123

付則B：　第8-4 項適用に関する通知文書サンプル例　　　　　　　　　　　　

［倶楽部名］

［日付］

［宛名］

貴殿（貴女）のスコア記録を検証した結果、［倶楽部名］ハンディキャップ委員会は貴殿（貴女）
のJGA/USGAハンディキャップインデックスが潜在技量を正確に反映していないと判断し、
貴殿（貴女）の［急激な上達／大量のアウェイスコア／負傷／スコア未提出／誤りのあるス
コアの提出］が JGA/USGAハンディキャップインデックスを不正確なものにしていると結論
づけました。

つきましては公平なプレーを促進するため、当委員会は「JGAハンディキャップ規定（USGA
ハンディキャップシステム準拠）」第 8-4c 項の規定に基づいて、貴殿（貴女）の JGA/
USGAハンディキャップインデックスを［例：8.4M］に修正することになりました。この修正
が実施される前に、貴殿（貴女）は当委員会に対して、［期日］までに直接または文書にて
異議を申し立てることができます。当委員会対する連絡が無い場合、または当委員会が修
正理由を有効と決定した場合、修正された JGA/USGAハンディキャップインデックスは［日
付」より有効となります。

当委員会はハンディキャップ更新日毎に本修正の見直しを行い、必要と判断すれば、第
10-2 項の規定に基づいた通常のハンディキャップ査定方法に戻します。当面の間は、すべ
てのスコア提出を継続し、JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）
の順守に努めて頂くようお願い申し上げます。

ハンディキャップ委員長
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付則 C：　ジュニアパー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ジュニアパーは、様々な技量レベルのジュニアプレーヤーのために調整したパーであり、ジュ
ニアが通常のパーでプレーできるようになるまでの間、その上達を測定する現実的な尺度を
提供する。ジュニアのJGA/USGAハンディキャップインデックスは第10 章の計算式によっ
て査定され、プレーするコースのコースハンディキャップに換算する。

C-1.　ジュニアのレベル分類

ジュニアパーを使用することによって、プレーヤーを初心者、中級者、上級者などの技量別
に分類できる。初心者はコースハンディキャップ41以上、中級者はコースハンディキャップ
25 ～ 40、上級者はコースハンディキャップ 24 以下のジュニアプレーヤーをいう（ジュニア
のコースハンディキャップは、通常フォワードティーの JGA/USGAコースレーティングとス
ロープレーティングに基づく）。

ゴルフ倶楽部は、JGA/USGA ハンディキャップインデックスを持たないジュニアの技量を別
の方法でレベル分類することができる。例えば、初心者のプレーを3～ 6ホールに限定し、
上達に応じて9ホール、18ホールへとプレーするホール数を増やしているゴルフ倶楽部があ
る。このような倶楽部は、3～ 6ホールのプレーヤーを初心者、9ホールと18ホールのプレー
ヤーをコースハンディキャップ 24以下になるまで中級者として分類することができる。

C-2.　ジュニアパーの設定

ジュニアパーは、各ホールのフォワードティーからの距離とジュニアプレーヤーの技量に基づ
いて設定する。下記は、男女それぞれのジュニアパーの設定方法を示したものである。

女子
ホール距離によるジュニアパーの設定

3 4 5 6 7 8 9

初心者
90y
以下

91～
160y

161～
230y

231～
300y

301～
370y

371～
440y

441y
以上

中級者
140y
以下

141～
250y

251～
355y

356 ～
470y

471y
以上

－ －

上級者 ＜大人と同じ通常のパーを使用＞
例：初心者女子ジュニアは150yのホールはパー4。中級者女子ジュニアは400yのホールはパー6。
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男子
ホール距離によるジュニアパーの設定

3 4 5 6 7 8 9

初心者
100y
以下

101～
180y

181～
260y

261～
340y

341～
420y

421～
500y

501y
以上

中級者
150y
以下

151～
270y

271～
390y

391～
510y

511y
以上

－ －

上級者 ＜大人と同じ通常のパーを使用＞
例：初心者男子ジュニアは150yのホールはパー4。中級者男子ジュニアは400yのホールはパー6。

C-1.　ジュニア用スコアカード

フォワード
ティー

ジュニアパー
HDCP
ナンバー ± HOLE ±男子 女子

初心者 中級者 初心者 中級者
333 6 5 7 5 7 1
125 4 3 4 3 17 2
442 8 6 9 6 1 3
360 7 5 7 6 11 4
167 4 4 5 4 15 5
326 6 5 7 5 13 6
358 7 5 7 6 9 7
406 7 6 8 6 5 8
496 8 6 9 7 3 9
3,013 57 45 63 48 OUT
361 7 5 7 6 10 10
496 8 6 9 7 2 11
318 6 5 7 5 12 12
282 6 5 6 5 14 13
123 4 3 4 3 18 14
359 7 5 7 6 8 15
168 4 4 5 4 16 16
443 8 6 9 6 4 17
385 7 5 8 6 6 18
2,935 57 44 62 48 IN
5,948 114 89 125 96 TOTAL
コースハンディキャップ
ネットスコア
プレーヤー アテスト 日付
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C-4.　ジュニアパーに基づくスコアの提出方法

ジュニアプレーヤーは第 4章に従って各ホールスコアの調整を行い、第 5-2 項に従って適切
な JGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティングと共にスコアを提出する。



付則D

127

付則D：　第3-5 項、および第9-3c 項の解説文書サンプル例　　　　　　　　　

［倶楽部名］

［日付］

［宛名］

異なるティーインググラウンドを使用するプレーヤー同士が対戦する場合のハンディキャップ
の取扱について、貴殿（貴女）のご質問にお答え致します。

JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）では、各プレーヤーの
JGA/USGA ハンディキャップインデックスをコースハンディキャップに換算し、算出された
コースハンディキャップに基づいてプレーします。しかし、異なるティーインググラウンドを
使用するプレーヤー同士が対戦し、それぞれのティーインググラウンドに設定された JGA/
USGAコースレーティングが異なる場合、ハンディキャップの多いプレーヤーに対してコース
ハンディキャップの修正を加えなければなりません。

競技者間でJGA/USGAコースレーティングに差異があると基準が変わってしまうため、競
技の公平性を保つためにレーティングの差を適切に処理しなければなりません（「JGAハン
ディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）規定」第 3-5 項の例を参照）。

この修正には 2つの方法があり、コースレーティング差異分を、レーティングの高いティーイ
ンググラウンドを使用するプレーヤーに付加するか、或いはレーティングの低いティーイング
グラウンドを使用するプレーヤーから差し引くことができます（詳細は裁定 3-5/1を参照）。

但し、この修正を適用できるのはプレーヤー同士が直接対戦する場合のみです。また JGA/
USGAハンディキャップインデックスはあくまでも指標値であり、個別のティーインググラウン
ドには対応しません。特定のティーインググラウンドのJGA/USGAコースレーティングに基
づく適正なハンディキャップをプレーヤーに与えるのは、コースハンディキャップだけです。

JGA/USGAハンディキャップインデックスはプレーヤーの潜在技量を数値で表したものであ
り、これを個別のティーインググラウンドに対応させるためにはコースハンディキャップに変
換する必要があります。そして異なるティーインググラウンドを使用するプレーヤー同士が対
戦する場合は、更に追加の修正を加えて公平な競技が行えるようにします。

異なるティーインググラウンドを使用する競技で「JGAハンディキャップ規定（USGAハンディ
キャップシステム準拠）」第 3-5 項の規定を適用しないことは、「ゴルフ規則」に反すること
になり、競技を管理する委員会はそのような権限を持っていません。

詳細については、異なるティーインググラウンドを使用する競技に関するパンフレットおよび
説明書をご参照下さい。

ハンディキャップ委員長
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付則 E：　非常に優れたトーナメントスコアの確率表　　　　　　　　　　　　　

JGA/USGA
ハンディキャップ
インデックス範囲

0 ～ 5 6 ～12 13 ～ 21 22～ 30 30 超

ネ
ッ
ト
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル

0 5 5 6 5 5
－1 10 10 10 8 7
－2 23 22 21 13 10
－3 57 51 43 23 15
－ 4 151 121 87 40 22
－ 5 379 276 174 72 35
－ 6 790 536 323 130 60
－7 2349 1200 552 229 101
－8 20111 4467 1138 382 185
－ 9 48219 27877 3577 695 359
－10 125000 84300 37000 1650 874

上記の表は、プレーヤーが左側に記載されたネットディファレンシャル *を下回るスコアを出
す確率を、JGA/USGAハンディキャップインデックスの範囲別に示したものである。

*ネットディファレンシャルとは、個別のトーナメントスコアのハンディキャップディファレンシャ
ルからプレーヤーのJGA/USGAハンディキャップインデックスを差し引いたものである。こ
の数値は、プレーヤーが自身のJGA/USGAハンディキャップインデックスよりも良いスコア
を出した時に負の数（マイナス）となる。

例：　JGA/USGAハンディキャップインデックス10.5 のプレーヤーが、JGA/USGAコース
レーティング 71.2、スロープレーティング126 のティーから74でプレーした。

	 （74－71.2）＝2.8×113÷126	 ＝2.5 ハンディキャップディファレンシャル

	 2.5－10.5	 ＝ 8.0 ネットディファレンシャル

上記の表より、これが起こる確率は4,467分の1である。
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付則 F：　倶楽部向けJGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステ
ム準拠）ライセンスプログラム

ゴルフ倶楽部としてJGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の
使用を希望する団体は、JGA（承認されたゴルフ協会）に連絡し、認可を受けなければな
らない。JGA（承認されたゴルフ協会）は、認可に関するその団体の申請内容を精査し、
そのゴルフ倶楽部が決められたシーズンおよびハンディキャップ更新日を守れることを確認
しなければならない。

「ゴルフ倶楽部」とは、最低10 名の会員 * で構成する組織で、ゴルフ活動の管理、スコア
検証の実施、および JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の
保全を目的として、規約と委員会（特にハンディキャップ委員会）によって運営されるものを
いう（倶楽部コンプライアンスチェックリスト・第 8-2m項、および裁定 2/7 参照）。ゴルフ
倶楽部は JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）を使用するた
めの認可を受けなければならず、この認可は、既にUSGAのライセンス認可を受けている
JGA（承認されたゴルフ協会）の会員制度を通して受けることができる。

ゴルフ倶楽部の会員同士は、合理的且つ定期的に共にプレーする機会を持たなければなら
ない。スコアは会員本人が提出しなければならず、また会員仲間や倶楽部のハンディキャッ
プ委員会を含む（但しそれらに限定しない）、他者によるスコアの検証を受けられるようにし
なければならない。

ゴルフ倶楽部は、以下 3 種類のいずれかとする：

タイプ1：　タイプ1倶楽部は、有効なJGA/USGAコースレーティングおよびスロープレーティ
ングを保持する特定のゴルフコースに会員が所属し、そのゴルフコースで倶楽部競技の大部
分が開催され、また倶楽部のスコア記録が保管されている場合をいう。

タイプ2：　タイプ2倶楽部は、職業、共済、民族、または社交上の組織を通して会員が交流し、
会員の多数が倶楽部の設立以前から交流関係にある場合をいう。

タイプ 3：　タイプ 3 倶楽部は、互いに面識のない者同士が会員として集まり、入会方法の
大部分が公募（新聞やインターネットなど）によって行われる場合をいう。

* 注：　承認されたゴルフ協会のなかには、事務管理上の理由で、ゴルフ倶楽部が承認さ
れたゴルフ協会に加盟する条件として、USGA が定める最低会員数10 名を超える所属会員
数を義務づける場合がある（第 2章参照）。

認可を受けたゴルフ倶楽部は、コンプライアンス順守に関する監査を受けるものとする。（付
則G参照）。
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付則G：　ゴルフ倶楽部監査手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

USGAは、JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の保全を確
保するために、ゴルフ倶楽部に対する監査プログラムを実施している。認可を受けたすべて
のゴルフ倶楽部は、コンプライアンス順守に関する問題の有無に拘わらず、USGAの監査を
受けることがある。

認可を受けたゴルフ倶楽部にコンプライアンス順守に関する潜在的な問題が存在するという
旨の報告が、書面にて提出された場合、その倶楽部は直ちに監査を受ける。

ゴルフ倶楽部が監査手順を不服とした場合、USGAは問題点を明示した文書通達を行い、
問題解決のための期限を設定する。この期限内に問題解決を図れなければ、その倶楽部
は認可を受けたゴルフ倶楽部のリストから除外され、JGAハンディキャップ規定（USGAハ
ンディキャップシステム準拠）を使用する権利を失う。

執行手順

USGAは JGA（承認されたゴルフ協会）に対して、コンプライアンス順守に関して倶楽部に
連絡を取るよう要請する。もし JGA（承認されたゴルフ協会）またはUSGA が、その倶楽
部にコンプライアンス順守を説得できなかった場合、USGAはその倶楽部に対して、JGA
ハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）および USGA 商標類を使用
できなくなる旨を通知する。

倶楽部は、JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の使用を認
められたゴルフ倶楽部のリストから除外される。USGAは、その倶楽部のJGAハンディキャッ
プ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）使用権が取り消された旨を他に知らせる権
利を持つ。

異議申し立て

ゴルフ倶楽部が最初の決定を不服とした場合、JGAハンディキャップ規定（USGAハンディ
キャップシステム準拠）使用権取消の通知を受けてから30日以内に、USGAハンディキャッ
プ委員会に対して文書による異議申し立てを行うことができる。もしゴルフ倶楽部が異議
申し立てを行うことを選択した場合、倶楽部の代表者は、その件に関する審問が行われる
USGAハンディキャップ委員会の次回ミーティングについてしかるべき通知を受けなければ
ならず、その場で反証する資格を与えられる。USGAハンディキャップ委員会は、ゴルフ倶
楽部から提供されたすべての情報、およびそのスタッフによる調査結果や提言を精査し、そ
の問題に関する最終決定を下すものとする。

権利の回復

JGA ハンディキャップ規定（USGAハンディキャップシステム準拠）の使用権を失ったゴル
フ倶楽部が、その権利を回復するためには、再び認可を求める再申請手続き行う必要が
ある。USGAは申請書を受け取った時点で、その申請を検討するための必要条件を倶楽
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部に提示する。ゴルフ倶楽部がこの必要条件を満たしていることをUSGA が認めた場合、
USGAはゴルフ倶楽部、およびその倶楽部によるコンプライアンス不履行の通知を受けたす
べての者に対して、その倶楽部が再び JGAハンディキャップ規定（USGAハンディキャップ
システム準拠）を使用できるようになったことを告示する。但し、権利を回復したゴルフ倶
楽部は、その後 2 年間は毎年USGAによる監査を受けなければならない。
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付則H：　最も上達したプレーヤーの決定方法　　　　　　　　　　　　　　　

倶楽部内で、年末またはシーズン末に最も上達したプレーヤーを決定する場合、以下の方
法をUSGAは勧めている。

シーズン開始時に、プレーヤーのJGA/USGAハンディキャップインデックスに「12」*を加
え、これを数値 Aとする。またシーズン終了時に、プレーヤーのJGA/USGAハンディキャッ
プインデックスに「12」を加え、これを数値 Bとする。

数値 Aを数値 Bで割り、小数第 3 位までの数値で表示する。これが上達度を示す上達ポ
イントである。上達ポイントが最も大きいプレーヤーを、最も上達したプレーヤーとして表彰
する。

例：

	 開始時ハンディキャップインデックス：	 22.6

	 終了時ハンディキャップインデックス：	 17.4

	 数値 A：	 22.6＋12＝34.6

	 数値 B：	 17.4＋12＝29.4

	 数値 A÷ 数値 B：	 34.6÷29.4 ＝1.177

	 上達ポイント：	 1.177

上記の手順を各プレーヤーに適用し、その年に最も上達したプレーヤーを決定する。上達
ポイントが最も大きいプレーヤーが、最も上達したプレーヤーである。

注：　9ホールハンディキャップインデックスの場合は、開始時と終了時のハンディキャップ
インデックスに「12」ではなく「6」*を加える。

* 開始時と終了時の JGA/USGA ハンディキャップインデックスに加算する「6」および「12」
の数値は、すべてのハンディキャップを網羅する上達度測定尺度としてUSGA が採用したも
のである。例えば、JGA/USGAハンディキャップインデックス20.0 から10.0 に上達したプ
レーヤーの上達度（上達ポイント1.454）と、5.0 から0（ゼロ）に上達したプレーヤーの上
達度（上達ポイント1.416）は比較的同じ数値となるが、JGA/USGAハンディキャップインデッ
クスの数値だけをを見ると、それぞれの変動幅は「10」（20－10）と「5」（5－ 0）である。
つまり、「6」と「12」の加算値を採用することによって、JGA/USGAハンディキャップインデッ
クスの変動幅では測定できないプレーヤーの技量上達度を導き出すことができる。
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